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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（……）

　ヒデオは吹ふき飛ばされた姿勢のまま、じっと息をひそめていた。誰だれのものかもわからない血のニオイや肉のニオイや、そんなもの考えたくないというのもあったが、誰にも見つからぬよう、生きていることを気付かれぬようにじっと息をひそめた。硝しよう煙えんのニオイが、こんなにも死し臭しゆうを紛まぎらわせてくれるなんて、思いもよらなかった。

　聞こえる限りパニックだ。恐きよう慌こう状態だ。

　絶ぜつ叫きようと悲鳴と、わずかに笑い声。

　絶叫と悲鳴は銃じゆう声せいと共にだんだんと遠ざかっていく。遠ざかるほど声は小さくなっていく。声を上げる者の数も少なくなっていく。

　トンッ、と目の前に小気味よい足音がして身をすくめた。

「妖よう精せい使いさん、生きてる？　立てる？」

　はっと、千ち影かげの声に目を開ける。

　彼女の背後には逃にげる群衆をなお駆かり立てる、連中の姿が見えた。逃げ惑まどう人々を撃うつのに夢中で、こちらには気付いていない。

「今なら逃げられるわ」

　グンッ、と細ほそ腕うでからは想像も付かない力強さで引き起こされる。

「待ってくれ、他ほかにっ……」

　ホカニダレカイキテイルヒトハイナイノカと思ったのだが、立ち上がり、辺り一面が視界に入るなり、聞くだけ無む駄だだと諦あきらめてしまった。

「他に誰も生きていないわ。私は自前の魔導障壁シールドで、あなたは妖精さんのチカラで、でしょ」

〝ご明察〟

　走る。

　ほんの少し走ると、足の踏ふみ場に困ることは少なくなった。目のやり場にも余よ裕ゆうができた。

「ナイトたちはっ……」

　逃げ延びられたのか。それとも、あるいは。

　どう言われたところで、先ほどの広場に戻もどる気にはなれなかったが……。

「関式が追っていった方に紛れていたわ」

　ライフル弾だんとグレネード弾でボロボロになった入場ゲートまで来て、千影は立ち止まった。

　引いていた青年の腕が力なく下に落ちようとするのを、握あく力りよくだけで食い止める。

「……驚おどろいたわ。あなた、泣いて震ふるえるなんてことができるのね」

　そんなおかしな言い方をした千影はというと、自じ嘲ちようするようにクスクスと笑っていた。

「先生やアウターに気に入られているんだから、さすがにもう少し踏み外した人間だと思ってた」

「……君は。じゃあ、そうなのか」

「私たちは、踏み外させられたのよ。この国と、木き島じまキョウジに」

　遠く遠くから聞こえる爆ばく音おんと銃声のこだま以外は、遊園地の中も外も、静かなものだった。音を立てる者が誰もいない。灯あかりもまるで点ついていないのにぼうっと街が明るいのは、どこかしらで火の手が上がっているからだ。

「……そっか。そんなに胸が痛まないのは……あの頃ころみんなで、こうしようって、思い描えがいた風景だからか……」

　千影が感かん慨がい深そうに、燃える街並みを眺ながめている。暗い貌かおではない。いっそ懐なつかしむような穏おだやかな表情だった。

　それから鼻で笑う。

「思っていたより、つまらないものなのね。世界が壊こわれた。それで？　それだけなのね。この先には何もない……。……どうする？　妖精使いさん」

「どう、って……」

　正直、一人はいやだ。戦いたくもない。逃げたい。逃げるにしても、一人は……怖こわい。

「そこを動くな」

　声が聞こえた。〝組織〟兵とは違ちがい、マスクで顔を隠かくしただけの軽装の男二人、銃を構える。

「全員殺す。悪く思うな」

「思わないわよ」

　千影がしれっと口の端はしをつり上げると、かざした手の平から光弾が飛び、進路上にあった男の頭を消し飛ばした。

　もう一人が呆あつ気けにとられている間にもう一発。もう一つの頭が吹き飛んだ。死体が二つ、噴ふん水すいのように血を噴ふきながら仲良く路上に倒たおれる。

「……、君、は……」

「まだ来る。まずはここを離はなれるわよ。話はそれから」

　千影は死体から、手早くアサルトライフルを二丁取り上げる。戻ってきて、一丁をこちらへ向ける。

「……待ってくれ、僕は」

「あの広場で死んだ大勢の命までファンタジーだって言うなら、無理強いはしないけど」

　押し付けられ、言い返すという発想すらできぬまま、ヒデオは千影の手から武器を受け取った。

〝これは、現実でーす〟
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　暗い。

　火の手だけが光源となっているおかげで、身を隠すだけであれば容易だ。

「いたか？　まだ遠くへは行っていないはずだぞ」

「本当にアベックなんていたのか？　いたとしても、あんなに綺き麗れいに頭だけを吹っ飛ばすなんてどういうことだ？　あのマジェストの巻き添ぞえを喰くらったんじゃないのか」

「とにかく見付けて尋たずねればいい。どっちかの腕でも切り落としてやれば、どっちかが喋しやべる」

　捜そう索さくする数人の足音と共に、声は遠ざかっていく。

　なんてことはない。植え込みの裏に伏ふせていただけのことだ。それでやり過ごせた。

「カップルとかペアとか二人組とか、他の言い方はなかったのかしら。よりによってアベックって」

　周囲の安全を確かく認にんした千影が、辟へき易えきしながら身を起こす。

　遊園地からは一区画ほど離れた。電灯はない。少なくともこの一帯は停電している。停電しているが、ときどきクルマが路上で燃えている。光源はこんな火の手ばかりだ。

　だからその近くの陰かげに潜ひそめば、他からは姿を暗ませることができた。そうでないクルマは見る限り、あたらタイヤを撃ち抜ぬかれている。中にドライバーを残したまま、フロントガラスを撃ち抜かれた車両も多い。

「主力は遊園地を襲おそった関式と、あのパワーアーマーみたいなヤツらでしょうけど……さっきのゲリラ兵みたいなのも、かなりいるみたいね。何百人単位かしら」

「千影……君は、一体何者なんだ。あの魔ま法ほうみたいなチカラや……どうして、そんなに冷静でいられるんだ」

「言ってなかった……わよね。知らない？　でも誰かから話くらい聞いてるでしょ。人造魔人。身寄りのない子供たちを集めて、幼いうちに魔力を移植するの。成功例が私たち。失敗例はみんな死んだ」

「………人体……実験……」

　つい先日。そんな話を。小さな女の子博士から聞かされたばかりだ。

「まさか、〝組織〟……」

「ええ。関東機関という国家主導の組織によって行われたの」

「違う、〝組織〟というのは……つまり……」

　ヒデオは、マジェストが降ってきた遊園地の方を指して言う。

「あの、関式の技術をドイツ企き業ぎように提供した〝組織〟のことだ。オートラインに精せい霊れい工学の技術を供きよう与よした。そして以前、あのミサキ・カグヤという女の子が言っていた、どこかを戦場にする計画というのが……」

　恐おそらく。

「……このこと……なんじゃ、ないのか」

「ふぅん？　じゃあ結局、阻そ止しはできなかったわけね。あの二人。頸くび城きとカグヤ姫ひめ。こんな大事になるくらいなら、大人しく政府筋に話を通せばよかったのよ」

　……。

　ヒデオは少し考えた。

　………。

　あのときと同じものが、引っかかった。

　…………。

「……僕は、末まつ端たんの公務員だ。だから、内閣にまつわるという君に尋ねたい」

「何かしら、改まって」

「あれほどの武装をした、軍隊のような集団や。あんな大きなロボットが。全くのノーマークで、日本に潜せん伏ぷくするということは可能なのか」

「そんなの、ＳＦでもなければ無理に決まって……」

　千影の冷めた表情に、真しん剣けんみが差し始める。

「……内調のことを前置きしたっていうことは、まさかほんとに政府関係者の誰かが手引きしたとでも言いたいの？　今回のこの事件を」

「わからない。高性能なステルス機や、ステルス船で、乗り付けただけかもしれない。だが……それにしたって、規模が大きすぎないか。今この一帯に電気はない。携けい帯たいも通じない。つまり、メガフロントにあるそういう施し設せつも、全すべて陥おとされたんじゃないのか」

「ええ。たぶんね」

「だったら。この大きさの町一つを、このたった数分で機能停止させるというのは……どれくらいの準備と人数が必要なんだ」

　要領を得たように、千影が頷うなずいた。

「……つまりあなたはこう言いたいのね。およそ軍隊丸ごとと思おぼしき戦力が、突とつ然ぜんこのメガフロントを占せん拠きよした。そんな大規模な軍事行動を、事前に誰だれにも悟さとられずに用意できるはずがない」

　ヒデオは頷き返す。

　そうだ。ただのテロじゃない。普ふ通つう、テロというのは、自爆や、立て籠こもりや、一いつ瞬しゆん何かをして、翌日のニュースでは過去の話となっているのが一いつ般ぱん的だ。

　これは違う。そんな規模のものではない。恐らく、世界がひっくり返る。

「そうね。結局、島国である日本に入るには海か空からしかない。でもレーダーがあるから、遮さえぎるもののない海と空から侵しん入にゆうするのはまず不可能なのよね。まあ漁船くらいならともかく、あの大きさのマジェスト四機を積んでとなれば……そうね」

　千影が推測を重ねるが、やはり憶おく測そくの域を出ない。情報が何もない。電気、電信といった情報を得る手段すら、封ふうじられている。

「……話を戻すけど、どうする？　妖よう精せい使いさん」

「……帰りたい」

　それが偽いつわらざる本心だった。

「大賛成。私も帰りたいわ。でも、この分だと本島への主要な道路は全て押さえられているでしょうね。これだけ完かん璧ぺきにインフラを潰つぶして、あれだけ念入りに生き残りを捜さがしているくらいだから、逃にげ道なんて真っ先に塞ふさいでいるはずよ。だったら帰るにしても、きっとどこかのバリケードで一戦交えることになるわ」

　そうか。ただ逃げるわけにも行かないのか。

「ま、帰りたい、は飽あくまで願望。どうしたい？　帰りたい。……質問を変えるわ。どうすべきだと思う？」

「……」

　当然、そうなる。

　重々しく嘆たん息そくするヒデオの返事を待つ間に、近くの自じ販はん機きに歩み寄った千影は習慣のように財布を取り出してから……電気が通っていないことを思い出し、バツが悪そうに魔力を込こめた拳こぶしで殴なぐった。ゴトゴトバラバラ、中に収まっていた缶かんジュースが取り出し口からこぼれ落ちてくる。

「何にする？　コーヒー、おしるこ、コーンポタージュ……」

「そんな場合じゃ、ないだろう」

　地じ獄ごくのような光景を思い出すだけでも、吐はき気がする。何かが喉のどを通るように思えなかった。

「この先ここで何かするつもりなら、持っててもいいんじゃない？」

〝戦うのよ〟

「逃げるにしても戦うにしても、明け方へ向けてまだ冷え込むわ」

〝戦うのよ〟

「夏に勝手に私の命を救ったんですもの。まさか、ここで勝手に死ぬつもりはないんでしょ」

〝戦うのよ〟

　ヒデオはゆらゆらと千影の下もとへ行くと、ポケットにいくつか、まだ熱の残っているホットのドリンクを詰つめ込んだ。飲む気にはなれなかったが、懐かい炉ろ代わりには丁度よかった。

「……願望も、あるが。冷静に考えても、逃げるべきじゃないのか。この、メガフロントの状じよう況きよう。敵の数。装備。そういった情報は今後、有用なはずだ」

「そうね。お台だい場ば側、木き更さら津づ側、川かわ崎さき側、あと幕まく張はり……マリーナへ行けばヨットくらい残ってるかもしれないわ。確かに有用でしょうけど、あなた自身がどうこうするつもりはないのね」

「どうっ……」

　寒さと、やり場のない憤いきどおりとで、どもった。

「どうしろっていうんだっ、こんなっ、こんなの、どこかにボスでもいるのかっ……それで、ゲームみたいにっ、そいつを倒たおせば全て解決するっていうのかっ」

　おしるこのタブを開けて千影は言った。

「さっきの考察。たった数分でこのメガフロントを制圧下に置いたのが偶ぐう然ぜんじゃなければ、正規軍並みに統率の取れた軍事行動よ。優ゆう秀しゆうな指揮官がいるのは間ま違ちがいない」

「……そいつを、どうにかして、どうなる」

「あとからここへ来る自衛隊なり機動隊なりの犠ぎ牲せいは減るはずよ」

「……」

「私や妖精使いさんは、ファンタジーのチカラである程度身を守れる。でも、自衛官や警察官はそうはいかないでしょ。アラミドのヘルメットやポリカーボネートの盾たてじゃ、軍用のライフル弾だんはまず防ぎきれないわ」

　それはわかる。それはわかっている。だが。

「さっき私が殺やった二人の反応を見て確信したけど、あいつらはファンタジーじゃないわ。つまり私たちが持つファンタジー要素っていうのは向こうの想定にはない、かなりのアドバンテージのはずよ」

「……それは、わかっている。だが。僕は、怖こわいんだ。嫌いやなんだ。死にたくないし、誰も殺したくない」

　あれだけあの死を目まの当たりにした。

　奇き跡せきは、あんなに簡単に、大量に、潰ついえる。

　くそ……。

「……あのねヒデオ」

　気付くとノアレが姿を現していた。

「閣下の気弱は今に始まったことじゃないけど……まあ、あんまりネガティブになって自殺とかされても困るからね」

「助けて、くれるのか」

「条件を追加するわ。逃げるなら契けい約やくを終しゆう了りようする。あなたはどこから銃じゆう弾だんが飛んでくるかわからないこの町で、流ながれ弾だま一発で確実に死ぬただの一般人になる」

「っ……」

「うふふ。怖い？　怖いわよね。よかった。じゃあ生きてね、閣下。ついでにもう一つ。ウィル子やエリーゼを呼ぶのはＮＧ。アクアリウム号では友達という言い分だったけど、ここは違う。ここはもう戦場よ。本当に友達なら、危険な戦場に友達を呼んだりしないわよね？　まあ精霊なんて所しよ詮せん戦うための属性武器って開き直るなら呼べばいいけど、そしたらもう、つまんないからやっぱり契約終了するわね。あとはあの二人に助けてもらうといいわ。きっとあなたを守るために死んでも汚よごれても悪あく魔まになっても戦ってくれるはずよ」

　ああそうだろう。

　そしてそれは許されることではない。

（……くそ……）

　このメガフロントに現れたのが、ファンタジーでもなんでもないただのテロリストというのであればなおのこと、精霊の彼女たちにはなんの関係もない。

「……君は、守ってくれるんだな」

「一応ね。でもただの無敵じゃないわよ」

「どういう意味だ」

「無限に銃弾をバリアするとかアホな真似まねはしないわ。閣下が助けてと命じれば。私が、閣下を殺そうとした相手を吞のみ込む。つまり、危害を加えようとする相手がいなくなる。そういう守り方をするわね。だってそれが一番安全でしょ」

「……吞み込むと……どうなる」

「死ぬか死なないかでいえば、死ぬわ。閣下があの大会で経験したあれよ。もう私じゃなくて、私の本体の話になるから私がどうこうじゃないわ」

「……」

「生かすか殺すか、閣下が選んでね」

　千影がおしるこを飲み干して一息ついた。

「この黒い妖精さんは辛しん辣らつね。お友達価格で助けてくれたりはしないの？」

「助けたわよ、さっき。本当ならさっきの爆ばく発はつで、閣下の顔と胸の半分は潰れていたもの」

　ぞっとした。

「なるほど。使し役えきではなく、契約なのね。あなたたちの関係は」

「そうよ。対価がいるの。でもとても簡単なことよ。私たちは、閣下の戦う姿が見たい。それだけ。たったそれだけで、命という奇跡が手に入る。安いものね、奇跡なんて」

　リンデンバーグの言いたかった意味が、わかる気がする。

　祈いのっても救われない者。

　祈る暇ひまさえ与あたえられない者。

　生きている自分。

　その差はなんだ。

「さ、生きて？　戦って？　閣下？」

「……」

　悪魔に魅み入いられている。
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　埼玉県富ふ士じ見み市、第四〇普通科連隊駐ちゆう屯とん地ち。

　臨時ニュースを聞いた花か果か菜なは宿直の隊員を代表して、能の登と直なお己み一いつ佐さのいる連隊長室へ飛び込んだ。

「連隊長！　ニュースを見ましたか？　どうなっているんですか!?　これは……！」

「落ち着け。これは関東一円、じきに声がかかるぞ」

　能登はこの駐屯地では一月一日の勤務者だけが食べられる特別メニュー、雑ぞう煮にの椀わんを片手にテレビに向かっていた。その画面に映っているのは、真っ暗な中にチラチラと赤い炎ほのおの揺ゆれる、非常に遠巻きの映像だ。

「事故ではなく、テロという話が出ていますがっ……！」

「だから落ち着け。それも含ふくめて、すぐに連れん絡らくがある」

　一口、関東風のだし汁じるをすする音。

　最新の都市として整備を施ほどこされたあの規模の人工島、その全すべてが停電してしまっている。ただの偶ぐう発はつ的な事故や事件でないことは、明白だった。

「……だが連絡があったとしても、自衛隊は警備止まりかもしれんな。仮に相手が他国の武装勢力だったとしても、俺たちが実弾を持つのに国会が紛ふん糾きゆうする。今の政権だと、どうかわからん」

「ですが、だったらなおのこと、機動隊でどうにかなる相手……なのでしょうか」

「それを判断するのは俺たちじゃあない」

「そうですが……」

　能登は椅い子すにかけたまま、花果菜を見上げる。

「天あま白しろ、冷静なお前にしては珍めずらしいな。あっちに知り合いでもいるのか」

「はい、宮く内ない庁の川かわ村むらさんが……年とし越こしは、あそこの遊園地で過ごすと言っていたので」

「そうか。……それだと、心配だな」

「はい……」
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　内閣府での対応閣議。

　主要な閣かく僚りようが慌あわただしく揃そろったところで、総理大臣、咲さき坂さか栄えい悟ごは切り出した。

「みなさん、夜分遅おそくにお疲つかれ様です」

「総理、テロというのは本当ですか？」

「公式発表はまだ控ひかえていますが、本当のようです。詳くわしくは官かん房ぼう長官から。篠しの田ださん」

　篠田がここまでの状況をまとめた書面を片手に、席を立った。

「はい、ではこれまでに入った報告をご説明します。第一報では、メガフロントの各地において、何らかの武装集団による蜂ほう起きがあったということです。次にこの集団の主導者と思われる人物が、街頭のスピーカーを通して『ザ・マザーアース』を名乗ったということです。ですが直後に、電気や通信のための主要施し設せつが全て沈ちん黙もくしたらしく、以降、メガフロント内部の有用な情報を得られていません。またほどなく、東京湾わん横断道路、第二レインボーブリッジ、幕張みらい道路とも爆破されたことが確かく認にんされました。これが一時間ほど前のことになります。現在警察と消防が向かっていますが、各道路とも損そん壊かいが激しく、車両の通行が著いちじるしく困難な状じよう況きようとのことです。未いまだに現地へ到とう着ちやくしたとの連絡はありません」

　閣僚の一人が挙手をした。

「確か、あそこでは市政開始を祝う大がかりなイベントをやっていたはずですね。であれば中ちゆう継けい車……そう、衛星放送用の機材と発電機を積んだ車両などはなかったのでしょうか」

「国内外の各放送局に問い合わせましたが、やはり現地入りしている取材陣じんと一いつ切さいの連絡が取れなくなっているとのことです。現在も沿岸地域より無線による連絡を試みていますが、専門家によると強力な妨ぼう害がい電波が使用されている可能性が高いとのことです。また現在、海上保安庁の巡じゆん視し船が……」

　ノックの音。

「失礼します！　第三管区海上保安本部より、メガフロントへ向かった巡視船三隻せきが音信不通、直前の通信でメガフロント側から何らかの火器による攻こう撃げきを受けたとの旨むね、撃げき沈ちんされた可能性が高いとのことです！」

　元より静かな閣議室が、その報告により一層静まり返った。

　船である。

　ライフルや何かの豆まめ鉄でつ砲ぽうで沈しずむような代しろ物ものではない。軍用の爆弾、ロケット弾、ミサイル弾、そういった非常に強力な爆発物でもなければ、沈めることはまず不可能のはずだ。

「……撃沈というのはいささか強すぎる表現ですが」

　そんな咲坂の冷静な言葉で、一同、ややも我に返る。

「自衛隊に出動を要よう請せいしましょう。それから在日米軍にも連絡をお願いします。私は合衆国大統領と連絡を取ります。東京湾沿岸地域には非常事態宣言と避ひ難なん命令を」

「扱あつかいとしては、どのように」

「もちろんテロ事件です。相手が外国の武装勢力という確証もありませんが、我が国は戦争をしません。これからメガフロントで行われるのは軍事行動ではなく、救助活動及および治安回復活動です」
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　伊い織おり家。食堂。

「結局……何が起きたの？　これ」

　ワイングラス片手にテレビを覗のぞき込むヴィゼータが、赤ら顔でテレビを小こ突づく。

　忘年会の延長戦でダラダラと飲み食いをしていた一同は、除じよ夜やの鐘かねが臨時ニュースに切り替かわったままなのを不ふ審しんに見み詰つめていた。

「だからよぉ、年越しの祭りをやってたんじゃねぇのかよ」

　お座ざ敷しきスペースで一いつ升しよう瓶びん片手のほむらに、クラリカが言った。

「その話はもう終わったっすよ。今してるのは、事故か事件かテロかってことで……ほむらさん酔よっぱらったオッサンみたいっすね」

「けっへへ、おいらぁ現存する日本最古のオッサンだぜぃ！」

　クラリカの膝ひざ枕まくらで麻ま衣いが眠ねむりこけている。

　リップルラップルがテレビを見たまま、ぱちくりぱちくりと瞬まばたきをする。

「まあ、そういうこともあるの」

　足早な足音がやってきて、食堂のドアを開け放った。

「お前たち、ニュースは見たか」

　いつになく真しん剣けんな面おも持もちで貴たか瀬せが言う。テレビが点ついているのを見て、先を続ける。

「まだ声はかかっていないが、いずれかかる。規模から行けば、これは木島連隊のとき以上の戦争になるぞ。全員、準備をしておけ。それからミーコ」

「行かぬ」

　ぐい吞のみ片手、底冷えするような表情のままミーコは言った。

「おぬしら全てに言うておく。誰だれもあの島には行かせぬ」

　ひねもすのたりゆったりのんびり、自分から何かを言い出すということのない人物が、突とつ然ぜんこうまで強く言い放った。誰もが驚おどろきの色を浮うかべた。

　中でも付き合いの長い貴瀬は、一層の違い和わ感を覚える。

「待てミーコ。何を言っている」

「たぁくんや、おぬしこそ何を抜ぬかしておる。あそこでは人の子と人の子が相争い合っているだけであろうが。わしらの赴おもむく道理はあるまい」

「何が不服だ」

「己おのれの役目を忘れるな。ぬしがこの国を守っているわけではない。ぬしの役目はわしを良い気にさせることじゃ。さすれば人外からこの国を護まもってやらぬでもない。それがわしの不興を買ったのでは、伊織家の意味があるまい」

　貴瀬は文脈から顧かえりみて、一息ついた。

「わかった。そこまで言うのであればいい。確かに俺もヒーローや正義の味方というわけではないからな。だが、鈴すず蘭らんはもう少し強ごう情じようだぞ」

　貴瀬は久し振ぶりの無理難題に嘆たん息そくすると、それ以上は食い下がらず、手近な酒瓶をラッパ飲みするに止とどまった。

「……んぁ。なんかあったんすかぁ……？」

「なーんでもないっすよー」

「ふぁ～ぃ……」

　起きかけた麻衣が、クラリカに頭を撫なでられそのまま寝ねた。
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　遊園地から少し離はなれた、どこかにある、何かのビル。その地下駐ちゆう車しや場。

　まだ夜明けは遠い。

「……どうすればいいの……？」

　うずくまったまま震ふるえる美み野の里りの頭を抱だいて、水みず姫きは言った。

「なんとか、なるよ。きっと。私たち、特別なチカラがあるんだから……」

　水姫は銃じゆう弾だんを防ぐために、ヴェールを張りながら逃にげた。逃げたが、冬の乾かん燥そうした空気からなけなしの水分を集めるばかりでは、そう広く大きく厚く張れるわけではない。道すがら、一いつ緒しよの方向に逃げる知らない人がたくさん倒たおれた。

　結局、精せい霊れいのチカラにも限度がある。

　こと普ふ段だんは攻撃役を買って出る霧きり也やとナイトだが、目の前であれだけ大勢の死に直面したショックは大きかった。精霊は、ココロに繫つながっている。チカラが安定しない。

「くそっ……頭では、わかってるんだがな……俺の心の闇やみに巣す喰くう邪サラ炎マン龍ダーに、上辺だけの虚きよ勢せいは通じねえってことか……！」

　ナイトは空っぽの手の平を何度も開け閉めし、見詰めながら毒づいた。

「どうでもいいときにばっかり暴れやがって、肝かん心じんのときに出てきやしねえ……！　全く大した呪のろいだぜ……、いや、肝心なときにびびっちまってる俺がっ……」

「いいじゃないか、ナイト。それだけ俺たちは正常ってことだ……。あんなのを見てまともな気持ちでいられる奴やつなんかいないっ……、いたら俺は軽けい蔑べつする……」

　二人とも強がっている。だから大きな声で、無理に笑おうとしている。なのに肝心の顔色は精せい彩さいを欠いていて、笑えみは引きつり、寒さか、恐きよう怖ふかに震え、それが痛々しい。

　だが万全だったとしてもどうだろうか。アクアリウム号にいたリンデンバーグの部下、軽プロテクターの連中でもあれだけ苦戦したのに、今回現れたのは遥はるかに頑がん丈じようそうな分厚いプロテクターで、全身を隙すき間まなく固めたような連中だ。しかも百人近くか、それ以上の集団だった。

　唯ゆい一いつ、重装そう甲こうな分だけどうしても足が遅いらしく、おかげで銃撃さえ切り抜けられればこうして追っ手をまくこともできたが……どうもそれ以外の、ゲリラ兵のような普段着姿で銃を持った連中も、その辺をうろついている様子だった。

「……青あお山やまさんは、平気……？」

　腕うでの中で、美野里が顔を上げた。

「え……？　うん……。私、マイペースっていうか……難しいこととか、あんまり考えないようにしてるから……」

　そういう、幼い頃ころからの、良い子としての処世術。親や大人に言われるまま、人に流されるまま、難しいことは考えず、だからあまり自分の意見は言わず、当たり障さわりなく過ごしてきた。

　ここではそういうの、どの程度通じるのだろう。

　そこに再び美野里が心細そうに、それでいて重要なことを呟つぶやく。

「……こういうときって、どうすればいいの？　じっとして助けを待つの？」

　この先どうするか。

　平時、山中で遭そう難なんしたくらいならそれもありだろうが、状況があまりに特とく殊しゆだ。

　霧也が言った。

「救助と言っても、まずはあいつらをどうにかしないと救助活動もできないだろうな」

　そもそも警察も消防もこの島に入って来られない。

　それにはナイトも、異を唱えずに頷うなずいた。

「一日二日であいつらが引き上げてくれればいいが……これだけ大がかりなことをやったんだ。簡単には逃げたりもしないだろうぜ……」

　状況はそういうことだ。そして具体策もなく、静せい寂じやくに耳が痛くなる。

「……帰りたいね」

　水姫が珍めずらしく希望を述べると、皆みな異論もなく嘆息し、項うな垂だれた。

　四人の中では最も土地勘かんのあるナイトが言う。

「帰るとしたら……この場所から近いのは、木更津より幕張方面のインターかもな」

「鉄道の高こう架かとかなかったっけ……？」

「こっちには鉄道は通ってなかったんじゃないか」

「でもそういうの、みんな通せんぼされてそう……」

　また美野里が的確なことを言い、ちょっと空気が重くなる。

「……ごめん」

「いや、重要なことだぜ。希望的観測だけで動けば足をすくわれる。こういうときは常に最悪を想定するべきだ」

　最悪を想定すれば、その対処法を考えることもできる。行き当たりばったりというような可能性を、何も考えなかったときよりは減らせるはずだ。

「……うん。悪いこともいっぱいあるけど、そういうのも含ふくめてなるべく前向きに、考えていこうよ」

　と、水姫は言った。自分に言い聞かせる意味でも、続けた。

「あの人たち、無事かな。川村さんと、桃もも条じようさん。合流できないかな」

「ああ……そうだな。魔ま眼がんだったら、こういうことに場慣れしている」

「確かに、荒あら事ごとが起きると率そつ先せんして解決してきたのはあの人だったな……」

「誰か、見かけた？」

　水姫の問いかけに、三人とも肯こう定ていも否定もなく、顔を見合わせるだけだった。

「……じゃあ、捜さがす？」

「どうやって捜す？」

　メガフロントは広い。造成されたばかりの頃ならともかく、現在は建物や地下構造も増えた。当然、彼らもそういった場所に身を潜ひそめているだろう。

　……無事に逃げ延びていたとすれば、だが。

　霧也が二本指を立てた。

「……可能かは一いつ旦たん置いておくとして、大まかな方針を決めよう。俺たちは逃げることができる。この島に止まることもできる。どっちにする？」

「なら、逃げるのは一旦置いておこうよ。今は動き回るより、ここでじっとしている方が安全なはずだよ」

　水姫の言葉にナイトが賛同する。

「ああ、俺も水姫に賛成だ。山での遭難と違ちがって、その辺の自じ販はん機きから最低限の水分や栄養分は補給できるしな」

「……オヤツとかもないかな」

　美野里の言葉に、三人ともツッコミを入れるでもなく、とりあえず頷いた。探せば何かあるだろう。

「なら、まずはこの場に止まる方向でいいな。と言っても、全く何もしないのも無防備だ。慎しん重ちように情報を集め、可能なら……他の人たちと合流する」

　霧也が言葉を選んだ。

　生き残りとか、生存者だとか、言いたくなかったのだろう。逆説的に、もう死亡した人々や、そういう相手がすでに亡なくなっている可能性を示し唆さしてしまう。

「つまり、基本は動かない。やむを得ないか、確実にメリットを得られる場合のみ、行動する。それでいいか？」

　それで異論は出なかった。
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　ヒデオは体温を逃のがさぬように、ただうずくまっていた。

　千影の言うとおり、夜が更ふけきり、夜明けが近付くほどに気温は冷え込んでいった。東京だというのに、一いつ切さいの電灯がないおかげで、夜空にはギラギラと冬の星座が瞬またたいている。

　銃声は遠く、大分まばらになってきた。

　千影が腕時計を見る。

「午前五時零れい分。携けい帯たいのアンテナが立つ気配は無し。そもそも直る見込みが無し」

　携帯電話が壊こわれてしまったようで、液えき晶しようが点つかないか、点いても何も映らない。ヒデオはひどく吹ふき飛ばされたときに衝しよう撃げきで壊れたのかと思ったが、そうでもなかったという千影の携帯まで同じ症しよう状じようが出ている。

　無人島での時と同じだ。

「……」

　ノアレには戦えと言われたが、こうも暗いと足下さえおぼつかない。だからヒデオは千影と共に何かのビルの非常階段で、拾った雑誌に腰こしを下ろし、じっと夜明けを待っていた。疲つかれてはいたが、神経が昂たかぶって眠ねむれない。嫌いやな光景を思い出すので、目を閉じたくもない。そんな最悪な気分のまま、数時間が経たった。

「もうこの辺りに巡じゆん回かいはいないみたいね。ちょっと屋上まで行って辺りを見てみるわ」

「……僕も、行く」

「休んでてもいいわよ」

「否いな……」

　じっとしているととにかく寒い。寒さと不安で心が死にそうだった。何かして気を紛まぎらわせたい。

　すっかり固まった節々をほぐすように、千影の後に続いてゆっくり。慎重に、非常階段を上へ上へ上がっていく。地上十数階。屋上のフェンスに設しつらえられたドアは鍵かぎがかかっていたが、千影が魔法で吹き飛ばした。

　寒風吹きすさぶが、たとえ暗くとも、広く世界を見み渡わたすと少し気分が晴れる気がした。所々に、赤い炎ほのおが揺ゆらめいている。

　振ふり返ると、そちらが東のようだ。少しは、空に青が差してきている。

「……寒い」

　千影が自分を搔かき抱いだきながら、白い吐と息いきを漏もらす。上はダウンだが下はスカートなので寒そうだった。

「何か、わかりそうか」

「そうね。もうちょっと高いビルなら良かったんだけど」

　この先の発展が約束された現代のフロンティアだ。大手企き業ぎようがこぞって高層ビルを打ち立てた。田舎いなかならこのビルも充じゆう分ぶん高いが、もっと高いビルが他ほかにあるから、見えない方向はどうしても視界が限られている。

「し」

　不意に千影が、人差し指を口元に当てた。耳を澄すますと、今しがた自分たちの上がってきた階段の方から、忍しのび足の音がした。もうすぐ音の正体が見えそう、なところで足音がやむ。

「初手を私が魔導障壁シールドで防ぐ。あなたが撃うって」

「っ……だが」

　ヒデオが言う前に、重装甲ではない影が二人分躍おどり出た。千影は手をかざしたまま動かない。銃声。目の前には光の波は紋もんが広がり、銃じゆう弾だんは寸前で遮さえぎられる。

　弾たま切ぎれか、弾の節約のためか、向こうが攻こう撃げきの手を休めた一いつ瞬しゆん。

「今よ」

　千影が言う。

　ヒデオはそれでもためらった。

　生きたい。殺されたくはない。

　だが殺したくもない。

　狙ねらえるものなら敵の銃だけ撃ち落とすような真似まねをしたい……と、そんなことすら思った。次の瞬間、それができるような気がして引き金を引いた。否、それはもう確信だった。

　撃った。一人の銃はその手を離はなれて高く跳はね上がり、フェンスを越こえてビルの下まで落ちていった。もう一人の銃は機関部を砕くだかれ、その場で半はん壊かいした。

　二人のゲリラは狼ろう狽ばいし、何か短く言いながら身を翻ひるがえし、元来た階段を駆かけ下りていく。

「逃にげられたっ……もう、こんなときに何かっこ付けてるのよ!?　すぐに応おう援えんが来るわよ！」

「……違う、そうじゃない」

　呆ぼう然ぜんとしたヒデオの様子に、千影も眉まゆをそびやかす。

「何がよ……」

「当たるはずがない。だって、ないだろう。この距きよ離りで、あんなにうまく敵の銃だけ撃ち落とすなんて真似、素人しろうとの僕にできるはずがない」

「けど今……、……そうね。できたのね」

　そうだ。一発だけ、それで一丁だけなら偶ぐう然ぜんも考えられる。だが都合二丁を確実に葬ほうむったとなれば、偶然でもないだろう。弾丸は射線という名のレールに沿うかのごとく、狙った場所に吸い込まれていった。

　そしてヒデオはその感覚に覚えがあった。

　夏に、フォースの四人と河か原わらでバーベキューをしたとき。そこにシシルが現れたとき。そしてノアレへ「借りるわね」と断ったマックルに、銃を持たされたとき。その時の感覚だった。

　このメガフロントのどこかにマックルがいるのか？

　否。いるのだ。どこかにいる。

　どこかで見ていて、友人である自分にチカラを貸してくれているのか？　それとも。

（……）

　……馬ば鹿かでかい戦争が起きればいいのよ、とマックルは言った。

　ただおとなしく消えてなくなるつもりはなさそうだった。
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〝組織〟は彼女を神と扱あつかっていた。

　あの関式も、宇宙海兵隊も、〝組織〟の開発したものであるならば。〝組織〟は……祈いのりや霊れい的てきエネルギーなどではなく。

『戦争』そのものを供く物もつとして捧ささげたのか……？

「……最悪、だ……」

「言われるまでもないわよ。今に始まったことでもないでしょ。でもじっとしてると、もっと最悪なことになるわよ」

　ヒデオは頷うなずき、ひとまず千影と共に屋上から離れた。非常階段を下っていく。

「何か気付いたの？　思い出したっていうか、そんな風だったけど」

「敵の、指揮官はわからない。だが。それを知っていそうな……精霊が。この町のどこかに、いるはずだ」

「……精霊？　ファンタジーなの？　この事件」

「〝事件〟じゃない。これはきっと、仕組まれた〝戦争〟なんだ」

　捜さがさなければ。マックルイェーガーを。だがどこにいる。どうやって見付け出す。

「あの二人だ！」

　ビルを降りきったところで、遠くから声が聞こえた。百メートルほど向こうか。姿を確かく認にんするなんて余よ裕ゆうもなく、銃声を背にさらに走った。

「こいつら……ったく、ただのゲリラやテロ屋じゃないの!?」

　路地の角に滑すべり込むようにしながら、千影が魔導障壁を解除する。

「強い、のか」

「遊園地のゲートで会った連中もさっきの屋上の二人組も、身のこなしは全然そんな風じゃなかったのに……この距離から随ずい分ぶんと当ててくるわ」

　そんなことを言う千影のほつれた黒くろ髪かみが一ひと房ふさ、銃弾がかすめたらしい頰ほおの傷口に張り付いていた。

「……疲れるわ。私の魔ま力りよくはアウターみたいに無む尽じん蔵ぞうってわけじゃないのよ」

「恐おそらく。補正がかかっている」

「は？　補正って……」

「さっき言った、精霊のチカラだ。さっきの僕が、そうだった。銃なんてほとんど撃ったこともないのに、敵の銃にだけ当てられた。この一帯……ひょっとしたらこの島全体に、そういう結界のようなものが施ほどこされている」

「……馬鹿げているわ」

「リアルに魔法を撃てる君が、言うことじゃないだろう」

　言い返さない千影は代わりに自分の銃のセーフティを解除し、ビルの角から身を躍らせながら数発、発はつ砲ぽうした。

　ヒデオからは見えなかったが、千影は街路に身をさらしたまま、きょとんと呆あきれたような顔をし、その向かう方角からバタバタと倒たおれる音が聞こえてきた。

「……馬鹿げているわ。何これ。狙った場所に照準が収束した感じだわ。ホーミングとは違ちがうけど……ＦＰＳのオートエイムみたい。ちょっと気持ち悪いくらいね……」

　彼女なりに、実感を得たようだった。

「彼女を、捜す。マックルイェーガー。銃の精霊だ」

「銃の妖よう精せいさんとは、また穏おだやかじゃないわね……それで、どこにいるの？」

「わからないから、捜すんだ」

　わかっているなら、彼女の下へ行く、で良い。

　千影がいま撃った男たちの方へ歩きながら言った。

「今までの話から察するに、その精霊も〝組織〟とかいう組織の関係者なわけ？」

「一員ではないが。テクノロジーの開発に、協力していた」

「そう。なら全くアテがないよりは、情報を得られそうね」

　武装と弾薬を増やして千影が戻もどってきた。

「行きましょう」




　　　　⑤




「全権代行！　報告します、島の八割を制圧したことを確認しました！　制圧下に生存者は存在しません！」

　メガフロント南部、まだビルを作りかけの造成地。

　ドラム缶かんに廃はい材ざいを投げ込んだだけの簡素な暖だん房ぼう。露ろ天てんのキャンプで、全権代行と呼ばれた相手は全身をボロのようなマントで包み、その頭や顔まで、ボロのような布で包んでパイプ椅い子すにかけていた。

「そうですか。あと一息ですが、気を抜ぬかないでください。今回の作戦はこれまでとは規模が違います」

「もちろんです！　地球を蔑ないがしろにする驕おごれる人類に、報むくいを受けさせてやりましょう！」

　全権代行とやらの表情はわからないが、報告している部下の方は本気で言っている。そういう目をしている。駅前で見かけたらあんまり近付きたくない、そういうぐるぐるした目だ。

「えげつない真似しますね、えーと……全権代行さん？　あなたがＴザ・ＭマザーＥアースのリーダーなのですか」

「そうです。出会い頭がしらにえげつないとはご挨あい拶さつですが、あなたはどちら様ですか？」

　その声でＴＭＥの取り巻きが銃を向ける。リンデンバーグの部下も銃を構える。

「やめなさい」

　全権代行のまとうボロ布の中からするのは、女の声。遠目に小こ柄がらだと思ったが、本当に女だったようだ。まあ動物愛護やら児童擁よう護ごやら環かん境きよう保護やら、そのテの人種というのは男よりも女が熱心かもしれない。

　リンデンバーグも部下に銃を下ろさせ、続けた。

「私はリンデンバーグと言います。〝組織〟の技術屋で、今回のヘビーアーマーの中身の調整を請うけ負っています。まあ私は兵隊じゃないんで、やばくなったらすぐに逃げさせてもらいますけどね」

「構いません。あなたが〝組織〟の方なんですか？　意外です。薬物で人体改造をしているなんて言うから、もっとおかしいような老人のマッドサイエンティストだと思っていました」

「他の研究所に行けば、そんな先生もたくさんいると思いますよ。あなたこそ、随分お若そうですね。よくこれだけの部隊を率いていると思います」

「地球の意志さえ代行できるのであれば、年ねん齢れいや容姿は関係ありません。あなただって、そういう知識や技術を持っているから幼くても必要とされているんでしょう」

「えーまー言っても私は十五歳ですがねー」

「あ……ええ。それはまた」

　宗教家……母なる地球教とでも呼ぶべき連中かと思ったが、そのリーダーは意外と理性を保っている様子だった。しかし信者以外は、得てしてそういうものだろうか。

「博士。ヘビーアーマーの第一班らが間もなく帰投します」

「そんな時間ですか。記録ログを取ります。準備を」

「はっ」

　東の空はすっかり白んできた。放射冷れい却きやくで刺さすような冷え込みだったが、じきに突つき刺すような真っ白い朝日が昇のぼるだろう。

「では全権代行、私はこれで」

「はい。よろしくお願いします」

　リンデンバーグが去っていく。

　控ひかえていた部下の一人が、全権代行に呟つぶやいた。

「……どう見ても子供です。しかも部下の兵士は全員ドラッグ中毒だそうです。どうかしています」

「そうですね。世界は狂くるっていると思います」

　また別の部下が、同じような侮ぶ蔑べつを込めて進言した。

「連中こそ野放図に科学を発展させ、自然を蔑ろにする驕れる人類の急きゆう先せん鋒ぽうです。あんな奴やつらを信用していいんですか」

「信用はしていません。利用して使い捨てるだけです。そうでなくとも、いずれみんな死ぬ」




　……もう距きよ離りがあったので、先方のそんな話はリンデンバーグたちには聞こえなかったが。親衛隊であるライトアーマーの一人が呟くように言った。

「あれが賞金百万ドルのＴＭＥのリーダーですか……博士、よく平然と話しかけられましたね」

「なにビビッてるんですか。何日もつか分かりませんが、一応これから一いつ緒しよに仕事をする間柄ですからね。会話は通じましたし、表向きはまともそうでしたよ」

　また別な部下が馬鹿にするように吐はき捨てた。

「でも宗教でしょう、あいつら」

「そうですね。まあお前らの方がよっぽどクズだとは思いますけど、ああいうのはキモチワルイのでさっさと死んで欲しいですね」

　払ふつ暁ぎよう。

　リンデンバーグたちの向かう先、幹線道路を朝焼けを背に、数十のヘビーアーマーからなる一団が特有のゆったりとした歩調、重々しい足音を合唱させて戻ってくるのが見えた。

　追ってその後ろの交差点から、一機一機、都合四機のマジェストが姿を現し、悠ゆう々ゆうたる足取りでこのキャンプに向かってくる。

「……無敵じゃあないですか」

　ポケットに両手を突っ込んだ仁に王おう立ちで、リンデンバーグはまんざらでもなく呟いた。

　無敵の機動兵器と、その死角を補う無敵の随ずい伴はん歩兵。同じ兵数であれば、現状、この混成部隊に敵かなう軍はアメリカにもないだろう。

　この戦争を契けい機きに、世の中が変わる。

〝組織〟の存在が明かされることはないが、その技術は実戦投入と同時に証明される。

　マジェストの外部スピーカーががなり立てた。

《ガス！　バッテリー！　それから弾だん薬やくだ！　ありったけの弾たまを寄こせ！　ちょっとくらい重量オーバーしたって構うもんかよ！　猿さるがゴキブリみてえにうじゃうじゃいやがる！》

《猿のくせにね！　虫けら同然だ！　楽しかったなー！　ねえアドルフ、またすぐ行くんでしょう!?》

《だめだ。機体の情報は極力伏ふせろという大管区ガウラ指導者イターからの命令だ。次の出しゆつ撃げきは日にち没ぼつ後だ》

　そのとき、上空を明るい色合いのヘリコプターが騒そう々ぞうしく近付いて来るのが見えた。〝組織〟のものではない。

「軍や警察というカラーリングではありませんね。マスコミでしょうか、博士？」

「どうなんですかね」

　リンデンバーグはポケット端たん末まつを立ち上げると、今作戦用の周波数経由でテレビのチャンネルを切り換かえていく。この南側の一帯はすでにジャミングを解除しているが……。

　……見付けた。

《……私たちは今、新ほたる市、ご存じメガフロントの上空に来ています！　ご覧頂けますでしょうか、町のあちらこちらから黒い煙けむりが上っている様子が空からもはっきりと……！》

　リンデンバーグはテレビを見ながらヘリに向かってピースしてみたが、まだまだ映る距離ではなかった。というか火災の方に気を取られているようで、このベースキャンプにも気付いていない様子だ。

「……博士、映りたいんですか？」

「バーカ。試ためしですよ、試しにです」




　ダンッ!!




　凄すさまじい砲ほう声せいと共に空気が震ふるえ、砂すな埃ぼこりが突とつ風ぷうと共に舞まい上がった。マジェストのリーダー機が八十八ミリ砲をヘリに向けて発砲したのだ。

　威い嚇かくのつもりだったのか、命中はしなかったが。

《……な、何が起きたのでしょう!?　何かの爆ばく発はつ音が聞こえました！　あ、あそこです！　カメラ！　カメラこっち！　あそこにいるのがテロリストの一団でしょうか!?　現在政府より非常事態宣言が発表され、報道管制が布かれていますが、私たちは国民の知る権利と報道の自由を守り、メガフロントに残された人々の安否を確かめるべく……！》

　まあ、画面にはビルが陰かげとなってこのキャンプの全景は映っていなかったが。映っているのはビルとビルの隙すき間ま、幹線道路を歩くヘビーアーマーとマジェストの一部だけだ。

「安否確かく認にんだったら、なんで我々の方に飛んでくるんですかねぇ？」

「そりゃあ、動かない怪け我が人よりは撃うちまくる兵隊を映した方が面おも白しろいからですよ」

「ああ。お前頭いいですね」

　そのとき、マジェストのリーダー機から声が聞こえた。

《一発だけなら誤射かもしれない、……か。なるほどな》

《なんだよそりゃ、アドルフ？》

《この国に伝わる格言だ。一度くらいの過ちなら黙もく認にんするという、寛かん容ようの精神を表したものだろう》

　へー。とリンデンバーグは思った。

　だがホトケの顔が三度までなのを鑑かんがみれば、やはり人間とは狭きよう量りような生き物であり、ブッダは心の広い、大らかな人物であったのだろう。

《ヨーゼフ》

《ヤ》

　リーダー機の呼びかけで、ゴテゴテとしたシルエットの一等重武装のマジェストがヘリの方を振ふり仰あおいだ。そしてポッドに残っている全すべての弾薬を発射した。

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、後方爆風がビルの谷間を吹ふき荒あれる。体重の軽いリンデンバーグなどは倒たおれそうになったところを、親衛隊の一人に支えられた。

　一発目のミサイルが、装そう甲こうを持たないヘリのど真ん中を突き抜ぬけて機体をへし折った。もうそれで終わりなのだが、二発目は直近で爆発。いよいよ機体がバラバラに分解したために三発目以降のセンサーは当たるべき目標を失い、計二十数発が朝日目め掛がけて飛んでいった。角度が良かったので、途と中ちゆうで爆発しなければ袖そでヶが浦うら水道を越こえて千葉沿岸まで届くかもしれない。

　リポーターが何も言わぬまま中ちゆう継けいが切れたので、スタジオのキャスターはしどろもどろになっていた。

　笑える。

《これで、我々が戦せん闘とう行こう為いのために訪れたことをアピールできたはずだ。各自機体のチェックを怠おこたるな。補給の後、休息に入る。繰くり返すが次の出撃は日没後だ》

《ヤー。わかったぜ、お楽しみはおあずけだ》

《ヤー、アドルフ》

《ヤ》

　鋼鉄の巨きよ人じんたちは暢のん気きに、ＧゲーＲル・Ｘイクｒセール側の人員が用意した整備のための駐ちゆう機きスペースに入っていく。

《ハインリヒ、あとであのヘリの落ちた場所行ってみようよ。そんなに離はなれてなかったし、パイロットとかどうなってるか気にならない？》

《おいおい、ほんとに好きだなお前。まあせっかくのトーキョーだし、観光がてら悪くないかもな……ヨーゼフはどうするよ？》

《……お腹なか、空すいた》

　まるで放課後の高校生のようなあけすけな会話を聞きながら、リンデンバーグは思った。

「あのパイロットどもの馬ば鹿かさはＴＭＥ以上かもしれませんねぇ」

《博士と同じような年とし頃ごろみたいですよ》

　声に振り返ると、ヘビーアーマーの一団はすでに揃そろっていた。プロテクター同様ヘルメットの装甲もかなりのものなので、こいつらもマイクとスピーカーを内蔵しているのだ。

「マジですか。学校行かないと人間あんななるんですね。怖こわい話です」

《一緒に行動しましたが、丸まる腰ごし相手にやたら撃ちますからね》

《大はしゃぎです。あんなものに乗って画面越しにしか世の中を見ないから、ゲームか何かと勘かん違ちがいしてるんですよ》

「まあお前らも似たようなものですよ」

《異論はありません》

「はい、じゃあ検査しますよ。そっちのテントに入ってスタッフの指示に従ってください。終わった奴からメシ喰くって好きなクスリ喰って休んでいいです。ニコチン、アルコール、麻ま薬やく、覚かく醒せい剤ざい、なんでもありますからね」

　リンデンバーグはぽんぽんぽんと手を叩たたきながら、学校の先生のように言った。
















　　　　①




　夜が明け〝組織〟の部隊が帰き還かんすると、一段落した雰ふん囲い気きとなった。

「全権代行、よろしいですか？　制圧下の地域で幾いくつか抵てい抗こうがあったという連れん絡らくが入っています。大半は悪わる足あ搔がきのようなものですぐに鎮ちん圧あつできていますが、一部で同どう胞ほうに犠ぎ牲せい者が出ているようです」

「犠牲……交戦したんですか？　それとも不意を突つかれたか」

　全権代行が尋たずねると、その兵士は言葉を濁にごした。

「それがどうも、出会い頭がしらだったのではないか、と。犠牲が出たのは二カ所、作戦開始直後と午前四時頃です。二件目の方では、一件目で奪うばわれた銃じゆうを使用されたようです。付近で男女の二人組を目もく撃げきしたという話があって、これが同一犯ではないかということで現在捜そう索さくしています」

「日本人であれば普ふ通つう、射撃や戦闘の訓練なんて受けません。プロですか？　それとも外国人観光客か？」

「いえ、そこまではまだわかりません。それ以外にも他ほかの地区で、少年少女の四人組が不思議な力を使ったという話がありまして……」

「……エスパーですか」

「超能力者エスパー……ですか？」

　一区切り。

「先ほどのリンデンバーグ博士が所属する〝組織〟には、超能力の開発を進めているセクションもあるそうです。そういう実験体が投入されたのかもしれません」

「そんな……そんなＳＦみたいなのが偶ぐう然ぜん、あ、いえ……投入ということは意図的に？　だとしても〝組織〟というのは我々を支し援えんする立場なのでは」

「信用はしないと言ったはずです。そのセクションの研究所はこの国にあるそうですから、可能性はゼロではありません。全く未知の不思議な力に翻ほん弄ろうされて大切な命を落とすくらいなら、そういうものとして油断無く対処してください」

「わかりました」

「こういった大がかりな作戦は、どこから亀き裂れつが入るかわかりません。この地球の未来がかかった作戦です。その二人組と四人組は、捜索の人数を倍に増やしてでも追いましょう。交こう渉しようは必要ありません。何の情報を引き出す必要もありません。余計なことを考えず、一いつ切さい喋しやべらず、見付け次し第だい殺すよう伝えてください」

「はい、わかりました……！」




　　　　◆




「はぁっ。はぁっ……なんとか、撒まいた……？」

「ああ。とりあえず追ってくる気配はなさそうだぜ……」

　少し見通しが甘かった。地下駐車場に隠かくれていたナイトたちであったが、どうもテロリストたちはそのような人の隠れやすそうな場所を、しらみつぶしに捜さがしていたようであった。確実にメリットを得られるときだけ動くはずだったが、見付かったのでは仕方がない。

　ひとまず精せい霊れいのチカラで防ぎ、驚おどろかせ、死なない程度に吹き飛ばして、ここまで逃にげてきた。

　空は青い。もう午前九時。冬の関東地方。快晴。日差しぽかぽか。これだけ天候に恵めぐまれれば、救助や調査のためのヘリコプターぐらい飛んでいそうなものだが……そういった様子も見受けられない。相変わらず、静かだった。町として死んでいる。

「まさかメガフロントに残っているのは、もう俺たちしかいないのか？」

　霧きり也やの絶望的な言葉を、ナイトはかぶりを振ふって否定した。

「そんなことがあってたまるかよ……俺たちがいた遊メガ園フロン地テイアだけでも、何万人もいたはずだぜ」

　呼吸も落ち着いてきて、血の巡めぐりを肺よりも頭に融ゆう通ずうできるようになってくる。

　水みず姫きが言った。

「でも、だったら他の人たちはどこへ消えたのかな……？　昨夜、私たちは必死で逃げて、私たちだけどうにかあそこに逃げ込んだけど……」

　美み野の里りが頷うなずく。

「そうだよね、たまたま、あの会場にいた人たちは……だけど、他の場所……そうだよ！　スタジアムのコンサート会場の人たちとか、きっと！」

「いたぞ！」

　美野里の声が多少大きかったらしい。この静まり返った町では、四人いるというだけで随ずい分ぶん目立ってしまうようだ。

　脱だつ兎とのごとく走り出す後ろから、声が聞こえる。

「二人組じゃない、四人組の方だ！」

「構うか、どっちにしろ見付け次第射殺しろという命令だ！」

　走る。走って逃げる。交差点を曲がる。追っ手の声がする。

「一ブロック先に出る！　挟はさみ撃うちにするぞ！」

　次の交差点から二人ほど飛び出してきた。

「ああもういい、死んだって知らねぇぞ!!」

　ブチ切れたナイトがサラマンダーを前方の連中の足あし下もと目め掛がけて叩き付ける。瞬しゆん間かん的な高温に晒さらされたアスファルトが、溶とけながら爆ばく発はつし、テロリストらの全身に飛び散り、べったりと張り付いた。悲鳴を上げながらのたうち回るそれらを跳とび越こえ、さらに逃げる。

　後ろから追ってきたのは、ナイトにやられた二人の手当に回ったのか、それ以上追ってこなかった。

　撒いた。

「はぁ、はぁ、あんなに効果があるなら、もっと早くにやればよかったぜ……！」

「落ち着け、ナイト。今回はうまくいったが、万が一ってこともある……」

　万が一、サラマンダーが地面ではなく人体を喰ってしまう可能性。万が一、あんなことをしてる間に流れ弾だまでも飛んできて、当たり所が悪かったらという可能性。

「……分かってるさ。戦わずに済むならそれが最善……そう決めたのは、覚えてるぜ」

「ねえ、さっきの人たち」

　美野里が言った。

「私たちの他に、二人組の人たちもいるようなこと言ってたよね？　何とか、合流できないかな……」

「いるのかもしれないが、こっちはこっちの安全を確保するだけでも手て一いつ杯ぱいなんだぞ」

「だよね……はぁ……はぁ……」

　水姫は息を整える。他の三人のようにスポーツや武術やケンカというものを嗜たしなんでいないので、基き礎そ体力的には一番余力がない。

「はぁ……、とりあえず、スタジアムの方に、はぁ、行ってみようよ……」

　スタジアムやコンベンションセンターのように人を大勢収容できる施し設せつは、それでなくとも災害時などの避ひ難なん場所に指定されているはずだ。同じようなことを考えた人々が集つどっているに違ちがいない。

「ふぅ……。それで、まず私たちのことがどうにかなったら……、その、二人組の人たちのことを考えようよ」

「そうだな。ミイラ取りがミイラに、という事態だけは避さけないとな」

「俺もそれでいいと思うぜ」

「うん、安全第一で行こう……私も、静かにする」

　まあ、この広い町でたった二人をたった四人であてどなく捜そうというのも途と方ほうもない。

「これで目的地は決まったが……、どうする？　またどこかに隠れて日にち没ぼつを待つか？　昼間はやはり見付かりやすいだろう」

「いや、明るいうちに動いちまった方がいい。理由はわからないが、夜が明けてからはあのマジェストやフルアーマーの奴やつらの気配がない。さっきのゲリラ程度の連中なら、かち合ってもどうにかできる」

「だが……」

　慎しん重ちよう論で進める霧也に、水姫は言った。

「私も、今のうちの方がいいと思う。もちろん、隠れながら慎重にだけど……夜は私たちからも見えないから、やっぱり危ないよ。たぶん、あのすごいの着てる人たちって、ヘルメットに暗視ゴーグルみたいなのが付いてるんじゃないかな」

　つまり夜間に出で会くわしたら、こちらが気付く前に一方的に撃たれる可能性がある。能力で多少は銃じゆう弾だんを防げるとはいえ、不意に死角から撃たれでもしたら反応のしようがない。

「明るいうちなら、見える範はん囲いはお互たがい一いつ緒しよだし……だったら最悪見付かっても、チカラを持ってる私たちの方が有利なんじゃない？」

「……確かにそうだな、わかった。最悪の事態にも対処できる可能性があるのは日中の方だ。美野里も、それでいいか？」

「うん。みんながそう言うなら、私は信じてついていくよ」
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　正午。

　南中の太陽は低くとも、燦さん々さんと快い日差しを注がせる。夜は恐おそろしく長く感じたが、あっという間に十二時間が過ぎたということだ。

　明け方に上ったのとは別だが、非常階段が外に備わっているタイプの中層ビルの上。千ち影かげは眺ながめ渡わたして言う。

「マジェストの方はきっと、補給や整備のためにどこかに退さがったんでしょうけど……やっぱりあのパワーアーマーもいないみたいね。ミョルニルアーマーほど洗練されるでもなく、Ｔ51‐ｂほど無骨でもないあれ」

　独特のゆっくりとした重々しい足音、夜が明けてからは聞いていない。だから姿も見えない。

「だが。……だとしたら。あいつらは、どこに戻もどったんだ」

　可能性として……たとえば、夏の合同演習で見たときのあれらは海中から突とつ如じよ現れ、同じように海中へ引き下がっていった。

「この辺りに。整備もできるようなフネが、待機しているのだろうか」

「……それだと、さすがにバレると思うわ。有明辺りの港こう湾わん機能がこっちに移設されると言っても、漁船や巡じゆん視し船の数はそう減ったわけじゃないし」

「なら、潜せん水すい艦かんは」

　呆あきれたものか真しん剣けんに考えたものか、といったふうに千影が顎あご先に手をやった。

「その、〝組織〟ってどこまでＳＦなの？　外宇宙の生命体から何か受け取ったとか、そういうレベル？」

「僕は、マジメに」

「マジメよ。ファンタジーで育った私からは、同じレベルの議論に聞こえるのよ。日本って専守防衛が基本理念だから、索さく敵てき能力は相当な……ああ、だから内通者とかそういう話もしたわね」

「ああ」

　一段落。

　何も心配事がなければ、大の字になって日差しの中で眠ねむりたいくらいだ。

「……あれ。何かしら」

　うつら、としかけたときに千影が神奈川県側を指差した。メガフロンティアやコンベンションセンターがあるのが北側だとすると、自分たちが逃げてきたのは東側。今はやや中央よりのオフィスビル街区。より中心部には超ちよう高層ビルが摩ま天てん楼ろう群を成しているが……その隙すき間まから飛行機のシルエットが見えた。プロペラ機。

「……たぶん、米軍機ね。Ｃ‐[image: 130]。二機、三機……四機？　五、六……！」

　一つの影に重なっていたそれは低空飛行で、かすめるように北側へ舵かじを切って旋せん回かいする。堂々たる巨きよ体たいを持った輸送機の列だ。

　やや南側から発はつ砲ぽうする音がした。

　Ｃ‐[image: 130]の方からも破は裂れつ音が連続して轟とどろいた。

「撃った……！　まさかＡＣ‐[image: 130]!?　……なわけはないけど……！」

　輸送機は落ちない。煙けむりも噴ふかない。地上からの音もそれきり沈ちん黙もくした。

　北へ向かった都合八機の輸送機は、江え戸ど前まえ水道に差し掛かる手前、大口を開けた胴どう体たい後部からばらばらと大量のパラシュートを投下した。大型のコンテナは、救きゆう援えん物資だろうか。人の形をしたのは、全身の地味で曖あい昧まいな色合いからして兵士に違いない。千影の言葉通りなら、米軍が展開したということだ。

　そうして輸送機は荷下ろしを終えた機体から、さらに北へ、高度を取り、次にまた西へと旋回していった。

「……かぁっこいぃ～……♪」

　あまり感情に抑よく揚ようのないタイプだと思っていたが、うっとりすることもあるようだ。

「ハーキュリーズ、操縦してみたいわ」

　そう言って振り向いたときには、いつもの様子であったが。

「それより、……その」

　ヒデオはとりあえず、米軍が降りた北を指差した。コンベンションセンターや、スタジアムのある近辺のはずだ。言うなればあの遊園地にも近い区域。

「大勢、収容できる施設がある。やはりあっちの方には、避難している人がいるんだ。それで何かの連れん絡らくや、偵てい察さつ衛星なんかの情報から、あそこに救助が来たんだ」

「まあ、そうかもね」

　米軍自体には大して関心がないようだった。飽あくまで乗り物が好きなのだろう。

　そこにノアレが現れた。

「何よ、随ずい分ぶんお早いご到とう着ちやくなのね。世界の警察だっけ」

　だからヒデオは言った。

「そうだ。これで終わりだ。それで、いいじゃないか。じっとしていても、あそこへ向かっても、どのみち僕らは、助かる。助かれば、銃弾なんて、気にする必要はない。契けい約やくなんて、構うものか……ただのテロリストが、アメリカ軍に勝てるはずがない」

「マックルのことも、もういいのね？」

　冷めた表情と声でノアレが言った。

　それだけでヒデオは、二の句を継つげなくなった。

「でしょ。まあ、疲つかれて考えや視野が狭せまくなっているのは仕方ないわ。いちいち責めないわよ。確かにあなたは助かる。でも軍に保護されたらもう二度と、マックルには会えないわよ。何かあっても、ただの民間人じゃ二度とメガフロントには戻れない……。でも、結局はそれでもいいのかしらね」

「どういう、意味だ」

「もう先は長くないって言ってたでしょ。マックルはほっとけば消えるわ。ただでさえ消しよう耗もうしているのに、この広範囲に、それと分かるほどの手厚い加護を誰だれ彼構わずにばら蒔まいているんですもの」

「どうして、そんな真似まねを……」

「それを尋たずねる相手は私じゃあございませんわ、閣下？」

　ノアレがクスクス笑いながら姿を消した。

　気になるなら、知りたければマックル本人に直接聞け、ということだ。

　千影が言う。

「その銃の妖よう精せいさんを倒たおせば解決するの？」

「解決なんて、するものか。戦争をしているのは、人間なんだ。彼女は、利用されているんだ……」

　止めに行く。止めに行くのだ。すぐに。今すぐに。彼女が起こした戦争ではないとしても、彼女が行っている戦争ではないとしても、狙ねらったところに弾丸が飛んでいくような、殺そうと思えば簡単に殺せてしまうような、異常な状じよう況きようはどうにかしなければ。

　ノアレに踊おどらされているのではない。ノアレは、そういうために戦う姿を見せろと言っているのだ。

（……）

　……そのはずだ。

「降りよう。降りて、マックルの居場所を突つき止めるんだ」

「そのアテは？　ないからここで、辺りの様子を観察しながら暗くなるまで待つ。そういう話だったはずよ」

「だがっ……」

　説得のために千影の肩かたを捕つかまえようとしたとき、ゴスッ、と千影のパンチが顔面に刺ささった。

「あ……、ごめんなさい。うざかったから、つい……」

「……いや。その……すまない……」

　ヒデオは少し冷静になった。

　そこまで率直に言われたら勘かん違ちがいのしようもなく、おかげで気分が冷めた。

　伝ってきた鼻血をぬぐい、その赤を見て、昨夜起きたことを思い出す。

　取り返しの付かないことが起きた。そしてそれはまだ終わっていない。だが、この先起きる可能性を減らす努力はできるはずだ。そのためには情熱もだが、冷静さも必要だ。

「……あなたもさっきの妖精さんも、加護って言ってたけど……それってどういうものなのかしら？」

「どう……。と、いうのは」

「広範囲に、って言ってたじゃない？　それはつまり範囲が限定されているということよね。まあ……とりあえずメガフロント一帯と仮定して。じゃあその発生源は、まさか地球の裏側ということはないわよね。極論、このメガフロントのどこかにいる」

「ああ。きっと、そのはずだ」

「じゃあこの島のどこから加護が発生しているの？　それはこの島の端はじっこからでも、この島全域に行き渡るものなの？」

　……そうか。なるほど、その通りだ。

　経験則で言えば、ウィル子はいつも、彼女の手が届く範はん囲いのコンピューターを操あやつっていた。仮に地球の裏側のコンピューターをハッキングするにしても、それはまず目の前のコンピューターからインターネット回線を通じて行っていたことだ。

　フォースの四人は精せい霊れいと半ば一体であったが、だから本人が手をかざすなりしたところから影えい響きよう力が解放されていた。エリーゼも恐らく、地球や月の裏側にミスリル銀の剣や盾たてを現すことはしないだろう。

　つまり千影が言う、地球の裏側からこのメガフロントに影響を及およぼすいわれがないというのは……考え方の起点として、妥だ当とうなものに思えた。

「僕のこれまでの経験から言えば。精霊は、それ自体がある種のエネルギー体であり。だから、その影響も……きっと。それ自身を中心にした範囲に止とどまると、思う」

　修しゆう人とであれば、実際の所をもっと厳密に知っていそうであるが……。

「じゃあメガフロント一帯っていうなら、島の中心部から波は紋もんみたいに、同心円状に広がっていると考えるべきじゃないかしら。それが一番効率的なはずでしょ」

「ああ」

　マックルは弱っている。無む駄だなエネルギーを使う余力がない。だとしたらいまの千影の推測はもっともだ。この戦争のために加護を与あたえるにしろ、それによって信しん仰こうを得るにしろ。相そう互ごに何らかのエネルギーのやりとりがあるのだとすれば、それが一番効率がいい。

　……精霊に効率なんて概がい念ねんがどこまで当てはまるかはともかく。

「だとしたら。中心の。どこだ……」

　ヒデオはその方角を振ふり仰あおぐ。本当の中心部は、マンハッタンにも負けていない。

「あのビルの一つ一つを、地下構造まで含ふくめてしらみ潰つぶしにするのは無茶よね」

「……だったら。テロリストたちも、まだ完かん璧ぺきにはあの辺りは調べていないはずだ。マックルを見かけた人や、何か協力してくれる人が、残っているかもしれない」

「その辺のマンションと同じで、まだほとんど人は入っていないんじゃなかった？」

　見上げた高層ビル群、まだ資材を引き上げるクレーンを頂上に載せているものも少なくない。

　いわゆる町としてまともに機能しているのは、早くに開発が始まった北側の一帯だ。

「それは、それで。人目を気にせず、行動できる」

「……ま、そうじゃないと私も気軽に魔ま力りよくなんて使えないしね。じゃあひなたぼっこも飽きたし、パワーアーマーが徘はい徊かいし始める前にちょっと行ってみましょうか」
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「おい、聞いたか？　向こうでまたエスパーの四人組が出たらしい。応援を回せと言っている」

「応援が欲しいのはこっちの方だ。超能力の正体がなんなのか知らないが、この付近にいるらしい二人組は銃を持って、もう五人以上殺しているんだぞ」

「だが……たった二人だろう？　見ろ、このビルの数を。この付近にいるとしたら、もうどこかに潜もぐり込んでいるに決まってる。お手上げだ」

「まったく、こんなビルがなんになる。名声や見み栄えに取り憑つかれて、知らぬ間にバベルの塔とうを作っているんだ。学校ならこのフロア一つで何人が勉強できる？　病院ならいくつのベッドが置ける？」

「それ以前の問題さ。この国は富のために東京湾わんというかけがえのない自然環かん境きようを犠ぎ牲せいにした。たとえバベルに天てん罰ばつを下す神がいなかったとしても、必ず報むくいを受けることになる」

「俺たちが」

「ああ、そうだ。俺たちが……」

　……物もの陰かげに息を潜ひそめながら、千影と目を合わせる。テロリストからああも恐おそれられている見た目女子高生の女は、けろっとした様子で言った。

「……いま言った四人組って、昨夜私たちが一いつ緒しよだった四人のことかしら？」

「ああ。エスパーという呼び方からすれば、恐らく。ナイトたちのことだろう」

　無事だったことにほっとする。だが同時、この先無事かも分からないことに息が詰つまる。応おう援えんを呼んでいるということは、マークされているか、あるいはもう包囲下、戦せん闘とう状態にあるのかもしれないのだ。

　あれだけの能力を持っているのだから、簡単に死んだりはしないはずだが……。

「おい、そのエスパー四人の居場所は？　どこだと言っているんだ？」

「北を目指しているらしい、としかわからない。スタジアムか、さっきの米軍にでも合流するつもりなんだろう」

「どっちに逃にげ込まれても厄やつ介かいだな……わかった。とりあえず行ってみよう」

　巡じゆん回かいが離はなれていく。

　千影が言った。

「……追えば、あの子たちに会えるかもしれないわ」

「気付かれずに、尾び行こうできる自信がない」

「私も。オフだから普ふ通つうのブーツだし」

　迷っているうちに、テロリストたちの姿は交差点を折れて見えなくなってしまった。

　そして当初の予定通り、なおメガフロントの中心部を目指し……少し進んだときだった。

「……あれは、巡回って感じじゃないわね」

　テロリストたちが、道を塞ふさぐように立っている。いままでの連中のように誰だれかを捜さがし回っているというより、この先の区画を警備しているように見える。

「無理すれば突とつ破ぱできるけど……この様子だと、近くにもまだ何人もいそうね」

「ああ。マックルかは、分からないが……この先には。何かが、あるんだ」

「そうね。メガフロントの中心部……戦術的には何をするにも重要な拠きよ点てんになるでしょうね」

　相手の数は分からない。一方で、千影の魔力には限りがある。もしこの先にマックルがいたとしても、それで解決するかもはっきりしていないのでは、突破した後。たとえば包囲でもされたら後がない。

　……否いな。

「……」

　ヒデオはテロリストの一人にそっと銃じゆう口こうを向け、その携たずさえる銃に照準を意識した。

　射線が、……レールに乗った。

　が、すぐに逸そらされた。千影がレシーバーに手を置いたのだ。

「……素人しろうと考えはやめなさい。向こうだって、じっとしているわけじゃないわよ。夜明け前のあれは緊きん急きゆう措そ置ち。あなたも私も、相手の不意を突けたからできたことだわ」

「……あぁ。そうだ……わかってる。目的は、偵てい察さつだ」

　千影が首しゆ肯こうした。

「この先には何かある……まずはそれでよしとしましょう。米軍が来た以上、日にち没ぼつか、夜半までには何らかの動きがあるはずよ。行動自体はそれからでも遅おそくない……と、思いましょう」

　そうだ、落ち着け。焦あせって死んだら元も子もない。しかも銃を軽々しく撃うつなんて、どうかしている。

　冷静になろうとすると、何もしなくなってしまう。何かしようと思えば先走りすぎる。

　難しい。気持ちをコントロールすることが、こんなにも難しいと感じたことはない。

　そっとその場を離れた……つもりだった。

「いたぞ！　二人組だ！」

　近い。

　ヒデオは咄とつ嗟さに銃口を向けて引き金を引いた。セーフティがそれを微び動どうだにさせない。

　敵の銃じゆう弾だんが、かざそうとした千影の腕うでを撥はね上げる。

「痛ッ……！」

「走れっ」

　ヒデオは遅おくれてセーフティを解除した銃を、よく狙ねらいもせずに引き金を引いた。指の骨が折れそうな反動。鼓こ膜まくが破れそうな銃声。慌あわてて五指で握にぎり込んでしまったので、人差し指だけを離すことができない。何一つ思い通りにならない。

「素人がフルオートなんて無理よ……！」

　と言った千影に、結局は自分が手を引かれる。弾倉はとっくに空になっていた。しかしテロリストは頭を引っ込めていたので、その隙すきに全力で走る。

「千影、腕はっ……」

「痛いわ！」

　もっともだ。

　とにかく走る。敵のいない方、敵の出て来ない方へと走る。と、業ごうを煮にやしたように重々しい排はい気き音が近付いてきた。ヒデオたちが交差点に差し掛かかったところで、大型トレーラーが目の前に飛び出し、盛大にタイヤを鳴かせながらこちらの行く手を遮さえぎるように通りを塞いだ。

　行き止まりだ。後ろからは五人。トレーラーの運転席に一人、建設資材を積んだままの平荷台に三人。

　だが。

「もらったわっ！」

　千影は嬉き々きとして走る速度を上げると、ジャンプし、トラックの運転席目掛けドアを蹴け破った。運転席にいたテロリストはどこからということもなく血を噴ふいて助手席側に吹ふき飛び、入れ替かわるように運転席に着いた千影はギアを叩たたき込み、アクセルをドンと踏ふみつけた。

「っ……」

　ヒデオはどうにか乗降用の手て摺すりにしがみつくと同時、振り落とされそうになる。

　トレーラーは猛もう然ぜんと加速し始めるが、当然、荷台にいる連中が黙だまっているはずがない。自分がなんとかしなければとヒデオが思った瞬しゆん間かん、千影が腕の出血も厭いとわずハンドルをぶん回した。

「それ～っ♡」
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「……。」

　しっぽのように振り回されて遠心力のかかった荷台から、積んであった鉄骨がワイヤーを断ち切り大だい崩ほう落らくした。

　轟ごう音おんと共に道路に転がったそれらは、追ってきたテロリストたちまで巻き込み、勢いよくなぎ倒たおす。荷台にいたテロリストたちがどうなったかなんて、わからない。知りたくもない。

　……大だい惨さん事じだ。

「大きくて強くてかっこいいっ！」

　空荷のままもう一回、交差点のど真ん中でぐる～りと転回することで進路を北に取り、トレーラーはようやく前に進み始めた。助手席側に吹き飛ばされたままだったテロリストがようよう呻うめきながら起きかけたが、千影の放った光弾一発でドアごと外に吹っ飛ばされた。

　車速はすでに、一いつ般ぱん公道の法定速度を超こえている。悲鳴も聞こえなかった。

「私、アクトロスやスカニアも好きなのよ。さすがに自分じゃ所有できないけど今は非常事態だし、ちょっとくらい運転しても合法よね」

　法……。

　法って、なんだ。

「……その。千影」

「こんなに大きくて強くてかっこいいのにこんな小さなレバーやペダルだけで言うことを聞いちゃうなんて可愛かわいすぎるッ……」

　ハンドルに頰ほおずりしたのでホーンが鳴った。

　どれだけ絶望的な状じよう況きよう下でも。ただ悲観するよりは、楽しんでいるのだから良いではないか。

「千影。腕の、怪け我がは」

「痛いわ」

　普通に戻もどった。

「だったら、その。つまり……手当を」

「貫かん通つうしてるし、骨には当たっていないから大だい丈じよう夫ぶよ。言ったでしょ、人造魔ま人じんだって。マンガやゲームに出てくる、よくわからないけど強い強化人間みたいなものよ」

　そうなのか。それなら、……本人がそう言うのなら、そこまで深刻なダメージはないのだろう。そう思うしかない。

「すまない。僕が。きちんと、反はん撃げきできていれば」

「謝ることじゃないわよ。こんな状況じゃ、死ぬときはどうやったって死ぬでしょうし。それより私も意外だった」

「……何が」

「もっと責められると思ってたんだけど、昨夜から何も言わないから」

　少なからず死んでいる。千影はその辺、手心を加えない。

「それは……。そういうのが、なければとは思うが……ずっと、助けてもらっているんだ」

　千影ほど戦闘に慣れた人間がその一瞬一瞬で即そく断だん即決し、そして行った結果だ。ならばそれはもう、それ以外に仕方のないことだったのだ。最善とはそういうものだ。

「感謝はしても。責めるようなつもりは、ない」

「そう？　じゃあ帰ったら感謝の証あかしに……」

「否。こういう状況での、たらればは。よくないフラグに」

　快走している最中だったが、千影が突然ブレーキを蹴った。目の前に見覚えのある四人組の少年少女が飛び出してきたのだ。

「スピードの出しすぎはだめねっ……！」

　もちろん飛び出しも良くないが、止まりきれないと判断した千影がハンドルをこじる。

　荷台が横よこ滑すべりし始め、キャビンがある牽トラ引クタ車ー側が引きずられる。

　どんっ、と車体後部が跳ね上がった。荷トレ台ーラー部分が先に中央分ぶん離り帯たいに乗り上げたのだ。連結部分を通して引っ張られたトラクター部分もコントロールを失い、そのまま横転する。

　手摺りに摑つかまり足場に乗っていただけのヒデオは、いよいよ道路に放り出され、転がった。随ずい分ぶんと車速は落ちていたが、随分転がった。多少目が回ったくらいだったので、すぐに飛び起きた。

「千影っ」

　エアバッグは開いていたが、千影はフロントガラスを突つき破って道路に伸のびていた。結局、シートベルトもしなければだめなのだ。

「魔眼っ!!　無事だったのか!?」

　驚おどろいた顔で駆かけてきたフォースの四人組、全員怪我などはなさそうだった。

「ああ。こっちは、問題ない。それより……」

　いや、邂かい逅こうを喜んでいる暇ひまはなかった。倒れた車体の向こうから足音と喧けん噪そうが近付いてくる。

「連れん絡らくの通り、トレーラーだ！　乗っている二人組は銃で武装しているらしい、気を付けろ！」

「四人組はどうする!?」

「同じことだ、殺せ！　全員殺せという命令だ！」

　ナイトたちも追われている最中だったのだ。であれば右見て左見てもう一度右を見る余よ裕ゆうもないし、こんな状況下だからまさかクルマが一台だけ走ってくるなんて想像もしていなかったのだろう。

　せっかくのアシだったが、横転してしまったのでは仕方ない。ヒデオは気を失った千影を背負うと、ナイトたちと共に走り始めた。
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「それで、どこへ向かうっ……」

　走りながらのヒデオの質問に、霧也が答えた。

「北です……！　恐おそらく、スタジアムやコンベンションセンターには、避ひ難なんしている人たちがいるはずだと……！」

「さっきの飛行機、いっぱい飛んできたの、なんだか分かりますかっ!?」

　美野里の質問に、息絶え絶えにヒデオは答えた。

「千影が言うにはっ、はぁ、アメリカ軍、だそうだがっ」

　背負った千影はまだ起きない。打ち所が悪かったりということは、あんまり考えたくはないが。

「はぁ、はぁ、じゃあ、そこまで行けば、助かるんですねっ……！」

　一番沈ちん鬱うつな様子だった水姫が、いくらか明るい表情を見せた。だからヒデオも、思わず断言した。

「ああ、助かるんだっ……」

　その場所まで、残り何キロあるか知らないが。行けば助かるのだ。この高校生たちだけでも助けなければ。

「いたぞ！」

「そっちだ、回り込め！」

　声がする。だが、足を止められないこちらからはテロリストの姿がよく把は握あくできない。

「まずいぜ！　こっちの姿は把握されてるんだ、このままだと包囲されちまう……！」

「道路にいたんじゃ狙ねらい撃うちされるだけだ、一いつ旦たんその建物へ入れ！」

　霧也の咄とつ嗟さの判断で、何かの敷しき地ち内に飛び込んだ。まず背の高い植え込みでいくらか視界を遮れる。そのまま駐ちゆう車しやスペースと公園のような歩道を突き進み、洋風の建物の入り口に辿たどり着く。ナイトが走る勢いのままドアを蹴破り、追って残る全員が転がり込んだ。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　ヒデオは膝ひざと両手を突いたまま一息ついた。たかが女の子一人とは言え、人体がこれほど重いものだとは思わなかった。膝がガタガタだ。正直、いつ足をもつれさせて転んでもおかしくなかった。

　見み渡わたすと、何かの記念館か資料館のような雰ふん囲い気きのホールだった。受付は当然無人。それどころかまだ内装を仕上げている最中らしく、壁かべを塗ぬるような足場すら組んだままであった。

「とりあえず追ってくる気配はなさそうだが……ここからどうやり過ごす？」

　ナイトの声に、霧也は別の窓から外の様子を窺うかがいながら答えた。

「居場所はバレている……あまり長居はできないだろうな」

「え、じゃあ私たち、ひょっとして袋ふくろのネズミ……!?」

　あわわと、美野里が見回すが、それでも、車道のど真ん中よりは銃じゆう弾だんを遮れる。何かが起きるにしても、コンクリートの壁一枚あるだけでワンクッションのタイミングを持てる。

「……その、銃とかって……本物なんですか？」

　水姫が、千影の肩かたからベルトで下がったままのＡＫを指差す。そういえば、だから重かったのかとも思いながら、ヒデオは首を横に振ふった。

　恐ろしく思った。自分は、あれほど銃を忌き避ひしていたのに。マックルのおかげで狙えば当たるのだと高をくくった自分が、この銃という存在をアテにし始めている。狙った場所に絶対に当たるという保証はないのに。

「こんなのは……頼たよらない方がいい。君たちの、チカラの方が遥はるかに強い」

「それは、まあ……そう、ですよね」

　水姫はおずおずと頷うなずき、引き下がった。

　何かできることはないかと、考えてのことだろうか。いつかのような河原かわらならともかく、これほど整備された街のど真ん中では、彼女の能力を十全に発揮できるほどの水場は少ない。だとしても……銃は、人を傷付けるのにあまりに便利で、簡単すぎる。

　外の様子を窺うナイトが、訝いぶかしむように呟つぶやいた。

「……なぜだ。なかなか攻せめてこないな」

　得体の知れぬ超ちよう能のう力りよく者と、銃で武装したのとが、様子の分からぬ建物の中に籠ろう城じようしているのだ。おいそれと近付けないのだろう。

　となれば、流れは決まっている。

「投降を。呼びかけてくるようなら、僕が出る」

　その申し出に対しては、誰だれともなく無言で頷いた。とは言えどう取引するか。何を駆け引きするかだが……。

「まっ……ま、ず、いっ!!」

　霧也が素すっ頓とん狂きように声を裏返らせた。

　そちらを見る。

　いま自分たちが通ってきた入り口の方にテロリストたちが集まっていた。姿勢を低く構えているが、所持しているのはマシンガンではない。

　鈴すず蘭らんがよく言う、肩に担かついで使う、例のアレ。

「にっ……逃にげろッ」

　千影を担ぎ上げながらヒデオは叫さけんだ。

　都合六基ほどのロケットランチャーが全すべてこちらを向いていた。交こう渉しようなんて甘かった。奴やつらは最初から宣せん誓せいしていたではないか。

　全て殺す。交渉の余地はないと。

　攻めあぐねていたわけではなく、安全に建物ごと葬ほうむり去るため、あれらを用意していたに過ぎなかったのだ。

　入ってきた方とは正反対の奥へ突っ走るが、その方向にドアはない。

「邪サラ炎マン龍ダー、吹ふっ飛ばせッ!!」

　ナイトが突き当たりの壁に向かって炎ほのおの渦うずを叩たたき付けた。

　直後に背後からロケットの発射音。コンマ数秒して爆ばく音おん。熱波で背を押されるようにして、ナイトの開けた壁の穴から転がり出る。

　この一日で何度転がればいいのか。

　千影がひとまず無事なことを確かく認にんしてから、面おもてを上げて……。

　建物の裏手、いくらか細い路地。正面は別なビルの壁。左手から六人。

「いた！　出てきたぞ！　しぶとい奴らだ……！」

「お前らがしつこいんだよっ!!」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたように霧也の放った烈れつ風ぷうは、左手からの連中を意い趣しゆ返しとばかりに吹き飛ばす。

　ヒデオたちはそこで反射的に、倒たおした連中とは逆の方向へ走ってしまった。当たり前だ。逃げているのだから、敵のいない方へ行くに決まっている。

　だがテロリストたちは元より、いま霧也が倒した数人を使って追い込むつもりだったのだ。

「止まれっ……！」

　先頭のナイトが手で遮った。路地の出口、だだっ広い幹線道路には、扇おうぎ状じように十数人が銃口を向けているのが見えた。

「戻もどるぞ！」

「後ろはだめっ！」

　水姫が悲痛にかぶりを振る。

　振り返ると、先ほどロケットランチャーを撃った連中が建物の中を通ってすぐ後ろに迫せまっていた。

「挟はさまれたよっ……!?」

　泣き出しそうな顔をした美野里の声。

　ナイトが拳こぶしを握にぎり込む。

「いよいよ……やるしか、ねぇのか……！」

「……ああ、そうだな！　死ぬよりはマシだ！」

　ナイトの鬼き気きに感応するように、霧也の周囲の空気も変質していくのが分かる。

　だめだ。
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　そんなことをさせるくらいであれば。

　ノアレ。

〝本当にいいの？　全部喰くっても〟

　なぜ笑っている。

〝いいえ別に閣下。ほんとにいいのかなーって〟

（っ……）

　よくはない。よくはないに決まっている。

　だが、ここまで来るともう呪のろいだった。物心ついた幼い頃ころから命の尊さを教え込まれていることの、何という呪じゆ縛ばくか。

　しかし、しぶとかったのが功を奏した。

　しぶとく逃げ続けたおかげで、連中はロケットランチャーなどという派手な武器を使うに至った。周囲数キロに火点を宣伝したようなものだ。

《こちらはアメリカ軍です。速すみやかに武装を解除し、両手を頭の上に乗せて地面に伏ふせてください。警告を聞き入れない場合は、抵てい抗こうの意志があるものと見なして攻こう撃げきします》

　幹線道路の側。スピーカーで拡声された電子音声を振り返ったテロリストたちが、目を疑っていた。

「……なんだ……、あれは……？」

「構うな、撃て！」

　テロリストらが米軍へ向かって発はつ砲ぽうした瞬しゆん間かん、その十倍の弾丸がテロリストたちの身体からだを刺さし貫つらぬき、引き裂さいた。

　滑なめらかなモーター音と共に、何かが近付いてくる。

《こちらはアメリカ軍です。速やかに武装を解除し、両手を頭の上に乗せて地面に伏せてください。警告を聞き入れない場合は……》

　茶ちや筒づつのような円えん筒とう形の何か……、恐おそらくはロボットが、偉えらそうにダークグレーの都市迷めい彩さい柄がらを施ほどこし、昆こん虫ちゆうのような六本脚あしで、突つき出した回転銃身から硝しよう煙えんをくゆらせている。

　それが三体。

　全高はわずかに二メートルほどだが、レールに沿って走るカメラレンズが、せわしなくフォーカスを繰くり返してこちらの姿を覗のぞき込んでいる。

「い……、言うとおりに、するんだ」

　ヒデオがそう言って千影を下ろし、道路に伏せると、ナイトたちもそれに倣ならった。

　後ろの路地から追ってきた連中は戸と惑まどうだけとなった。挟み撃ちするはずだった仲間たちが突とつ然ぜん全ぜん滅めつしたかと思うと、路地の出口にはよくわからないロボットがのさばっているのだ。

　そうして伏せているとわずかにＡＫの銃じゆう声せいがしたが、すぐさま、ミニガンのもっと大きな連続音に上書きされた。

《こちらはアメリカ軍です。速やかに武装を解除し、両手を頭の上に乗せて地面に伏せてください。警告を聞き入れない場合……》

　プツ、と電子音声が途と切ぎれた。

《ミスター・カワムラ！　なぜこんなところに……!?》

「っ……」

　呼ばれた名前に頭を上げる。レンズと目が合う。

《僕だ、ウィリアム・ウィンドーだ！》

　茶筒から聞こえてきた男の声は随ずい分ぶんと驚おどろいていたが、その声を聞いたヒデオも大層驚いた。

　いつの間にか意識を取り戻していた千影が、うんざりとしたように呟く。

「……なんなの、このＣ‐３ＰＯのできそこないは」

「それを言うならＲ２‐Ｄ２では？」

　眼鏡めがねを押し上げた霧也の冷静な指し摘てきに、千影がゴメンと呟いた。
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　保護。

　保護された。

　ナイトたちの推測通り、スタジアムとコンベンションセンターを中心に大勢の人たちが避ひ難なんしていた。避難していたが……年明け直前のあの賑にぎわいから比ひ較かくすれば、葬そう儀ぎ会場より陰いん鬱うつで、人数も少ないように思えた。

　そんな一いつ般ぱんの人たちの与あずかり知らぬ離はなれた場所で、言うなれば米軍が設営中の急造のキャンプ地で、ヒデオたちは聴ちよう取しゆを受けた。

　飲み物食べ物も供されたが、米軍基準のいわゆるレーションと呼ばれるもののようで、味についてはさほど贅ぜい沢たくを言えなかったが……別段食欲があるわけでもなく。そうして聴取を受けている間に日が暮れた。解放されてテントを出ると、辺りは暗くなっていた。

　日本の警察や自衛隊なんかは、まだ到とう着ちやくしていないということだった。現状をまとめてリーダーシップを発揮しているのは、元からイベント会場の警備や渋じゆう滞たいの整理などでメガフロントに配備されていた警察官や、救護施し設せつの医い療りよう関係者たちらしい。

「行こう、ミスター・カワムラ。こっちだ」

「……ああ」

　ようやく聴取から解放されたヒデオは、あのドラム缶かんから聞こえた声の主……サイクロンソフト御おん曹ぞう司しにして天才プログラマー、ウィリアム・ウィンドーに連れられ、大きな軍用テントへ案内された。

　入り口で米兵に制止されたが。

「彼は私の友人です。この国の国家公務員でもあり、身み許もとは確かです」

「失礼しました、サー」

　顔パスであった。

　重いビニールの幕を除よけてテントの中に入ると、テーブルが並び、幾いくつもの端たん末まつやサーバーが並べられ、さながら指揮通信施設のようだった。数名のサングラスをした黒服は兵士ではなく、花か果か菜なの家のときにもいたウィリアム個人のボディガードだろう。

「空いている椅い子すにかけてくれ、いまコーヒーを淹いれる。米軍のは、あまりおいしくなかっただろう」

「……ああ。ありがとう」

　エスプレッソマシーンのスイッチを入れ、ウィリアムは言った。

「それにしてもひどい事件だ。まさかミスター・カワムラが巻き込まれていたとは思わなかったが……無事で良かった」

「おかげで、助かった。本当に、あのときはもう……」

　殺すか殺されるか以外にない状じよう況きようであった。

「だが。ウィリアム氏は、なぜここに」

「三日からの日本支社での講演のために、バカンスがてら来日していたんだ。本来なら今頃は天あま白しろ家に、それから君の家にも挨あい拶さつに行く予定だったんだが……、急きゆう遽きよ今回の件にあれを投入するという連れん絡らくがあってね。スーパーバイザーとして軍に同行しているのさ」

　カプチーノの注がれたコーヒーカップをヒデオの前に置いたウィリアムは、テントの隙すき間まから見える大きな茶筒……自走型のドラム缶を親指で示した。

　自分たちを救ってくれた三機の他ほか、何機かが横一列の等とう間かん隔かくに、何かのオブジェのように綺き麗れいに整列している。

「あの、ロボット……は。いったい」

「あれはＡＢ‐Ｘ。どこから攻撃があるか分からないような危険地帯でも安全に巡じゆん回かいや偵てい察さつを行えるように、我が社うちとミクロスティール・エレクトロニクス社とで共同開発したロボットだ。フレームやシャシーといったハードウェアはＭ／Ｅ社製だが、自動制せい御ぎよや学習機能といったソフトウェア周りを僕が中心となって手がけた」

「では……もう。実用化、されていると」

「制式化はまだだが今日一日動かした感じ、工業製品としては問題ないレベルだよ。Ｍ／Ｅ社側の開発者はパトロールマシンなんてもったいない、軍用アームズロボ・ボツトだと言っている」

　実際、それはもう銃を積んでいて、先ほどヒデオたちの目の前で戦せん闘とう能力があることを示して見せた。

　ウィリアムは自分の分のコーヒーを手に、一口して続ける。

「なかなか大したものさ。いや、あれくらいの容積があれば今は大たい抵ていのプログラムは積めるんだが、そのプログラムにカメラや関節なんかのアクチュエーターがほとんどラグなしに反応する。ＣＰＵやメモリーはもちろんだが、軽量素材やモーターなんかの機械的な効率や精度も、数年前とはもう桁けた違ちがいなんだよ。それにあんな見てくれだが、装そう甲こうの方も既き存そんの対物ライフルくらいなら……」

「……ウィリアム氏」

「え？　ああ、すまない。こんな状況なのに、自じ慢まんするような話をしてしまって……こちらにとっては心強い味方だから、安心してくれと言いたかっただけなんだ。気を悪くしないでくれ」

「否。夏にした話を、覚えているだろうか。〝組織〟という名の、組織の話を」

「ああ、それならもちろん。セキュアは本社にある、僕のオフィスのサーバーで大人しくしているよ。そのプログラムも転用なんかは一いつ切さいしていない。ＡＢ‐Ｘの自動制御プログラムやＡＩは、新規に……」

　言いかけたウィリアムが、渋面を作った。

「そうか……新規に作ったが、セキュアを開発した僕の設計思想までは、反映されていないとは言いきれないな。さすがに、セキュアがアームズ・ボットの頭脳になるような事態はないと思うんだが……」

「否。問題は、もう一方の会社だ」

「Ｍ／Ｅ社……ミクロスティール・エレクトロニクスが？」

「その会社は、恐らく。何らかの形で、〝組織〟から受け取った技術を、反映させている。以前会った、〝組織〟の幹部から、その会社の名前を聞いた」

　ＧゲーＲル・Ｘイクｒセール、オートライン、インガルスに並んでリンデンバーグが挙げた企き業ぎよう名だ。気になってインターネットで調べた分には、元々は農薬散布などに使う大型ラジコンの製造メーカーで、経営を拡大した現在は機械部品の製造を主とするところであるようだったが。

　ウィリアムが口元に手をやり、思いを巡めぐらせる。

「……それは、不自然とは思ったよ。まだ制式化を発表していないような、公おおやけには試験段階のマシンをいきなり実戦投入すると聞いたときにはね。今回の件には、〝組織〟の息がかかっている……じゃあまさか企業側だけではなく、この投入を決定した軍関係者の中にもその〝組織〟の……」

「ああ、恐おそらくは。紛まぎれ込んでいるのだろう」

　誰だれかが仕組んだ戦争。

　前もって知っていなければ、これほど早急にあのドラム缶をあれだけの数、用意できるものだろうか。

「だが。まだ、わからないことがある」

「なんだい？」

「テロリスト側も、〝組織〟の支し援えんを受けている。聴取のとき、言ってもほとんど相手にされなかったが……向こうには宇宙海兵隊のような歩兵と、戦闘用のマジェストがいる」

「戦闘用のマジェスト……ひょっとして、君が夏に言っていた、あれか？」

「ああ」

「……待ってくれ、じゃあ〝組織〟はこの件に対して、どちらの勢力にも荷か担たんしているということか？」

　表が慌あわただしくなるのが聞こえた。

　入り口から兵士が顔を覗のぞかせる。

「ミスター、出しゆつ撃げきします！　ボットのオペレートをお願いします！」

「わかりました。……すまない、ミスター・カワムラ。これから少しかかりきりになりそうだ」

「……そう、か。わかった」

「大だい丈じよう夫ぶ、裏で何が起きているかは知らないが、アメリカ海兵隊は世界最強の軍隊さ。すぐに君たちの国に平和を取り戻もどしてくれるよ」

「ああ」

　勇気付けようとしてくれた誇ほこらしげなウィリアムへ頷うなずくと、ヒデオはコーヒーを頂いた礼だけ述べて、そのテントをあとにした。
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　状況が変わればまた新たな確かく認にん事じ項こうが出るかもしれないということで、ウィリアムと別れたヒデオは重要参考人として、一般の避難者とは別のテントに案内された。

　中に入るとフォースの四人と、いま来た自分と。手当を受けたらしく、頭に包帯を巻いた千影が直後に入ってきた。

「どこまで喋しやべった？」

　ここまでの経過を、米軍に、という意味だろう。

　ヒデオは答える。

「……洗いざらいだ。全部。信じてくれたかどうかは、わからない」

　千影は次に、テントの外を指差した。

「あのロボット。なんだか知ってる？」

「ウィリアムは、米軍の。偵察用のロボットだと言っていた」

「そう。あれは〝組織〟とは関係ないの？」

「恐らく、ある」

　という言葉に、他の面々が驚おどろきを見せた。

　美野里がポニーテールを揺ゆらす。

「……でも。テロリストの人型ロボットも、その〝組織〟のなんでしょ？　じゃあ〝組織〟ってどっちの味方なの？」

　霧也が冗じよう談だんめかすように鼻で笑った。

「俺たちみたいに、仲間割れしたのかもしれない。いや、甲こう山やまさんに反発して飛び出したナイトと美野里みたいに、か」

「言ってろよ」

　軽口を叩たたく余よ裕ゆうがあるくらいには落ち着いたようで、何よりだった。そんな高校生たちの会話を聞きながら、ヒデオは先日のアクアリウム号で出会ったリンデンバーグとマッケンリーを思い出す。互たがいに顔も知れぬ幹部たち。であれば意思の統一など、どだい無理な話にも思える。

　千影が冗談半分に言った。

「それとも、こうなることを見み越こして両方に武器を売りつけたとか？　まあさすがにそれはないと思うけど……」

「……否。ミサキ・カグヤは、知っていたじゃないか。〝組織〟が、世界のどこかで。このようなことを、起こそうとしていると」

　あやふやな情報ではあったが……そのような計画があること自体は、あの少女は突つき止めていた。

　そして戦闘用マジェストと宇宙海兵隊は現れた。ならば場所はここ。目的はこの戦争。偶ぐう然ぜんではなく、計画されていたのだ。起きると分かっていることであれば、前もって売り込んでおくこともできるだろう。

「くだらねえ！」

　ナイトが勢いよく立ち上がった。

「これが、ただの金かね儲もうけのためだってのか!?」

「それは、わからない。金儲けは……ついでかもしれない」

「じゃあ他にどんな理由があって、こんな嘗なめた真似まねをしたってんだ！」

　それはわからない。ヒデオもそれが知りたい。最初に、マジェストの攻こう撃げきで吹ふき飛ばされたときに、スピーカーから何かをがなっていた気もするが、混乱していたのでよく覚えていない。

　ただ、裏にいるのは〝組織〟で……何らかの形でマックルがかかわっているのは……、確かだ。

　水姫が虚こ空くうを仰あおいだまま呟つぶやいた。

「どっち……ってこともないんじゃない、かな？」

「……どういうことだ？」

　振ふり返った霧也へ、水姫はいつものようにおっとりと語った。

「だからね、〝組織〟はただ、テクノロジーをあちこちに送り付けた？　教えて回った？　っていうだけで……今回、たまたま大きな事件が起きたから、同じ場所に、同じような戦うためのテクノロジーが集まって……そんな風に見えてるとか」

　なるほど。

　その説はヒデオには意外と、筋が通っているように聞こえた。こと、あのリンデンバーグとマッケンリーの、己おのれのこと以外は全すべて我関せず的なスタンスを思い返すと。

（……）

　ふと表を覗くと、六本脚あしのドラム缶かんが先行して出て行くところだった。その後に海兵隊が続く。何手かに分れて進むようだ。

「……俺たちのような、逃にげ遅おくれた人たちを助けに行くのか？」

　霧也の疑問に、美野里が心配そうに呟く。

「大丈夫かな……もう暗くなってるから、またあのマジェストとか出てくるんじゃないかな……」

　千影が言う。

「海兵隊は志願兵だけで構成された精せい鋭えい部隊だもの。ゲリラキャンプで訓練した程度の相手に、やられるはずがないわ」

　だと、いいが……と思いかけたヒデオを見て、千影はなお言った。

「あなたたちはストレスを受け過ぎているのよ。自分が助かったんだから、他人の心配なんかせずに少し休みなさい。昼過ぎからは対岸とも連れん絡らくがつくようになって、行き来する目め処ども付いてきたって話よ」

　それを聞いた高校生たちに、安あん堵どの微び笑しようが垣かい間ま見られる。ヒデオもそれを見て、内心ほっとした。

「そう、か……」

　そうとも。テロリズムでは世界は変えられない。恐きよう怖ふと暴力では何も変わらない。現代は、正義と善意のみが作用するようになっているのだ。

〝そう。マックルイェーガーはもういいのね〟

　保護された。

　出て行こうとすれば、米軍に止められるだろう。事情を全部話したら、正義感の強いナイトなんかはついてくると言い出すかもしれない。

　だが……そこまでする気力も、体力も、もうない。できる気がしない。自分はタフなハリウッドヒーローではなく……。

〝ヒデオにとってのマックルという友達は、その程度のものだったのね〟

　……。
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　言い返すことはできるが……ココロで繫つながっているノアレには、口先の噓うそをついても仕方がない。

〝契けい約やく終しゆう了りようね。さようなら、閣下。お元気で〟




　……………？




　…………………………っ。




　ヒデオが感じたのは、アクアリウム号で感じた喪そう失しつ感だった。あのときよりは幾いく分ぶん穏おだやかではあったが、何かかけがえのない繫がりを失ったことをそのとき、実感した。

　呪じゆ文もんを唱えても手の平から魔ま法ほうなんて出ないのと同じように、もう二度と、呼んでも答えてくれない。そういう確信があった。失なくした腕うででは何もできない。身も守れない。

「……大丈夫？　顔色、悪いけど」

　あの千影がからかうでなく、真しん剣けんに心配するような表情だった。表情が変わらないとよく言われる自分が、そうであるのだから……よほどひどい顔色をしていたのだろう。

　ナイトたちも、不思議そうにこちらを見ている。

「っ……、あぁ。大だい丈じよう夫ぶ……、だ……」

　言って、ヒデオは備え付けのベンチに腰こしを下ろした。途と端たんに、どっと疲つかれが押し寄せてきた気がした。聴ちよう取しゆのときも、ウィリアムにコーヒーをよばれたときも、そんなことはなかったのに。ひょっとしたらノアレは、そういった精神的、肉体的な部分でもサポートしてくれていたのかもしれない。

　この先は、何かあれば何もできずに簡単に死ぬ。そんな漠ばく然ぜんとした不安と恐怖が押し寄せてくる。そんなごく当たり前の戦せん慄りつに、瞬まばたきの間に押し潰つぶされそうになる。

（…………）

　いいんだ。もう終わったんだ。これはテロであり、戦争だ。すでに大勢死んでいる。ふざけたファンタジーが介かい在ざいする余地なんて、どこにも……ないんだ。

「失礼するが、重要参考人というのはこちらにいるのか？　話を聞かせてもらいたい」

「……あら。あなた」

　最初に気付いたのは千影だった。

　入ってきたのは、アメリカの海兵隊とは違ちがうパターンの迷めい彩さい服。違う形のアサルトライフル。濡ぬれた黒くろ髪かみを頭の後ろにまとめ上げ、その上からワークキャップを被かぶった女の子だった。

「ああ。お前は確か、頸くび城きと一いつ緒しよにいた」

「ええ」

「……あー」

「………名前、覚えてる？　ミサキ・カグヤ少しよう佐さ」

「もちろんだ、チカゲ。東とう条じよう千影」

「惜おしい。まあいいけど、なんで髪濡れてるの？」

「泳いできた」

　と、潮の香かおりをさせながらミサキは言った。
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　伊い織おり家。

「何が起きてるの!?　ほんとにテロ!?　また木き島じま連隊なの!?　いいから全員武装して！　クルマ用意して！　早く！」

　睡すい蓮れんと一緒に帰ってきた鈴すず蘭らんが、玄げん関かんホールに入るなり檄げきを飛ばす。携けい帯たい電話は元より、関東圏けんでは固定電話回線もパンク状態が続いていた。公共交通機関の上り線は陸海空とも全便ストップし、高速道路、幹線道路も東京都内へ入る方向には規制がかかってしまっている。

　京都から、ようやく都内でもない伊織家に辿たどり着いたのが、この時間というわけだった。

「まあ落ち着け、鈴蘭」

「そうです姉上、まずはみーこ様に新年のご挨あい拶さつを……」

　正装として紅白の上から千早をまとっている妹を、振ふり解ほどく。

「睡蓮は黙だまってて！　ご主人様！　社長なんだから！　私が帰ってきたらそういうこと言い出すって、分かってるでしょう！　なんでなんにも準備してないんですか！　らしくない！　使えない！」

「お前に使えない呼ばわりされる日が来るとは思わなかったぞこのクソバカメイド」

　降ってきたゲンコツを苦もなく受け流し、鈴蘭は言った。

「遊んでる場合じゃないでしょう！」

　貴たか瀬せは嘆たん息そく一つ、銀ぎん縁ぶちメガネを押し上げた。

「念のために聞くが、メガフロントへ行くつもりなのだな？」

「当たり前じゃないですか！」

「だがそれはできんのだ」

「は……はぁ!?　どうしてですか!?」

　喧けん噪そうを聞きつけて遠巻きに様子を窺うかがっていた全身タイツも、メイドらも、どうも雰ふん囲い気きがおかしい。東京で起きている事件を気にはしている様子なのだが、どうにもおどおどして、よそよそしい。

「……カッコ！」

「ひぅ!?」

　こそこそと社員に交じっているのを鈴蘭に見付かったヴィゼータが身をすくめ、諦あきらめて出てくる。

「カッコ、何かあったの!?」

「……いやー。あうー。それがだねー、鈴蘭……ミーコ様がダメだって言うから、ほんとに絶対ダメなんだよね……？」

　ダメダメ、と首を横に振る。

「みーこさんが……？　なんで……？」

「人助けなどわしらのすることではなかろう」

　ゆらりと、凄すさまじい気配だけを伴ともなってミーコは現れた。表情は平素。声色は穏やか。なのに、ただただ他者を威い圧あつするような、そういう気配を伴っている。だから恐おそろしすぎてヴィゼータ以下、他ほかの者らはひたすらに萎い縮しゆくしてしまっている。凄まじい何かが、まかり間ま違ちがって怒ど気きや殺気に転じたら、どうなってしまうかわからない。

「ただの浮うき島しまであればカミもおらぬ。魔族や魔人の類たぐいはぬしらがまとめたのであろう。であれば、わしらが向かう道理はあるまい」

「ですけど……！　私たちなら、助けられるかも……ううん、かもじゃなくて、助けられるんです！　少なくとも戦争になる前に、これ以上犠ぎ牲せいが出る前には片付けられる！」

「知ったことではないよ。人の子同士が勝手にしていることであろう。ならば勝手にさせておけばよいではないか」

「ッ……！」

　鈴蘭は、貴瀬の方を向いた。

「政府からは！」

「連れん絡らくはない」

「その上からは!?」

「ないのだ、鈴蘭。表向きにはテロ事件だが、どうやら裏向きにも第三世界や第四世界の住人が荷か担たんしている様子がない。律りつ子こやらエスティやらアーチェスやら、俺も知る限りのツテに当たってみたが……たぶん、本当に何もない。ただのテロだ」

「テロにただも特別もないですよ！　そんなの関係ないでしょう!?　罪のない人たちが殺されて、そんなの面おも白しろくも何ともないじゃないですか！　それで!?　それでみんなは!?　言いなりか!?　これだけ言っているのに!!」

　鈴蘭の問いかけに、面おもてを上げて応こたえる者はいない。

　皆みな々みな、どちらの言い分も分かってはいるのだ。助けたいという鈴蘭の声もわかっている。だが一方で、我らみだりに人の前に姿をさらして人助けできるような真っ当なモノではない……というミーコの言葉も親身。それができるほど殊しゆ勝しようであれば、端はなからこのような場所に囚とらわれてはいないのだから。

　では。どちらも正しいとなればどうするか。

　強い方に屈くつする他、選びようがない。

　こうなることがわかっていたように、貴瀬が鈴蘭を遮さえぎる。

「すまないがそこまでだ。もうやめろ」

「どうしてですか!?」

「俺は伊織家の当代だ。ミーコを封ふうじることがこの家の存在意義……言い換かえれば、こいつのご機き嫌げん伺うかがいが俺の至上命題でな。一応ミーコの言葉は筋が通っているし、本人がこうまで言っているものを無理強じいはさせられん。俺もこれほど強ごう情じようを張られたのは初めてなので、戸と惑まどってはいるのだがな」

「だからって……他のみんなまで行かせないなんて納なつ得とくいきませんよ！」

「向かえば殺す。そう言うたからの」

　ミーコが微笑ほほえむ。

「勘かん違ちがいしておるようだが鈴蘭や。ぬしはこの者らに親しまれておるというだけで、何ら命じられる立場ではないのだよ」

「じゃあみーこさんは！」

「わしは逆らう者を誰だれであろうと喰くらうことができる。それだけよ」
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　最上位の魔ま人じんはそう言って、諭さとすように、あでやかに笑う。

「諦めよ、鈴蘭や。わしもぬしは可愛かわいい」

「……どうしてそこまで意地を張るんですか？　マックルさんが何か関係しているんですか？」

　ざわっ、と空気が震ふるえた。

　誰も彼も、あの底そこ抜ぬけに明るい脳天気なカミのことなど気にも留めていなかった。太陽のような明るさ故ゆえに、いればすぐにわかる存在だったからこそ、今日見かけたかと問われれば、見たと答える声がない。

「来る途と中ちゆうに睡蓮が言ってたんです。そんなような気配がするって……ひょっとして何か、約束でもしたんですか？」

　ミーコがなお唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

「だとしたら何とする」

「許せません！　全すべて聞き出して、ここにいる全員を連れてメガフロントへ向かいま……！」

　鈴蘭は魔力を込こめようとした腕うでを先んじてミーコに取られ、振り上げられ、振り下ろされた。

　雑ぞう巾きんでも叩たたき付けるようにして、床ゆかの上に気を失っていた。

「……約束など何もしておらぬよ。ただ、カミであったモノとして、あのカミの志に水を差しとうないだけじゃ。睡蓮や、そなたの姉を頼たのむよ」

「はい。まずは明けましておめでとうございます、ミスラヲノミコトノヒメ様。新年早々、姉が無礼を働きました」

　帰ろうとしたミーコが、それをやめて振り返る。

「わしのことはみーこと呼べと申しつけたはずだが」

「畏おそれながら、勘違いなさっているのはヒメ様の方でございます」

　ミーコの眼前で、長弓は目め一いつ杯ぱいまで引き絞しぼられていた。

「……ほう、何の真似まねじゃ」

「あなた様は邪じや道どう伊織家に飼われる外道であらせられる。飼われている限りは善きも悪あしきもございませぬが、ご下命もなく人の子に力を振るったとなれば名な護ご屋や河かわの当代として看過できませぬ」

「それで。このわしに弓を引くか」

「すでに引き終えてございます」




　ぱぁん、と真っ黒い血の花が咲さいた。




　ミーコの半身が消し飛んだ、その残ざん滓し。

　引いた弓の弦つるを手放したのだ。

「きっ、さま……、名護屋河ぁッ……！」

　立ち上がろうとした右の膝ひざに、腿ももに。上げようとした上じよう腕わん、下腕に。千切れかけた左の膝に、腿に。一本一本、矢羽根の近くまでも矢を撃うち込んで、磔はりつけにしてから睡蓮は告げた。

「あの戦イクサ神ガミに何を義理立てておいででございますか。事と次し第だいによっては容よう赦しや致いたしませぬ」

「ふっ……くくっ。黙だまれ小こ娘むすめ。貴様はいつか喰ろうてくれる」

　ミーコは笑っていた。笑っているのを見ても、睡蓮は相好を崩くずさなかった。

「……荒あらぶる気がございませぬなら、悪し様に言わずともよろしいでしょうに」

　先手を打ちはしたが、ミーコがそこまで本気でもなく、口を割るつもりもないと悟さとると、睡蓮は印を切って射い貫ぬいた矢を消し去った。

　この手のカミがその気になれば、そもそも言葉などない。社会の中に生きておらず、ルールなどないのだから、本気であればすでに一帯がノヅチの腹の中でなければおかしい。それで喋しやべらぬとなれば、あとはもう地じ獄ごくの底の底まで落ちても呟つぶやきもすまい。

「ここは高たか天まが原はらではなく根ねの国くにでもございません。この世はとうに人の世でございます。あなた様は生きておられるのではなく、生かされておいでなのでございます。弁わきまえられぬのでございますれば、わたくしめが殺しに参りますことを努ゆめ々ゆめお忘れなきよう、かしこみ申し上げ奉たてまつります」

　そして睡蓮は最敬礼。

　お願いの体ていではあるのだが。

「慇いん懃ぎん無礼とはぬしのためにあるような言葉じゃな、睡蓮や。鈴蘭はまだ愛あい嬌きようがある」

「姉は不束ふつつかなだけにございます」

　面を上げて。

　ミーコはにやついていたが、睡蓮はにこりともせず。

「もう、そのくらいでいいだろう睡蓮。ミーコには俺からもよく言っておく」

　と言った貴瀬の横よこ面つらを、睡蓮は張り飛ばした。

「当たり前だ穀ごく潰つぶしめ。貴様が甘やかすからこのようにあらせられる。それより伊織貴瀬、姉上の手当を任せます。そしてこの館やかたから表に出さぬように」

「……っつつ……。相変わらず女とは思えん力加減だな……。まあうちの会長で総そう帥すいだ、鈴蘭のことは言われるまでもないが、貴様はどうするつもりだ。名護屋河睡蓮」

「ことがことです。悪マツしクきルカイエミーガーが裏にいると分かったのですから、宮様に談判した上でメガフロントへ向かいます」

　そこに、居並ぶ覆ふく面めんやらメイドやらを押し退のけて修しゆう人とが現れた。

「ま、マックルの所へ行くんですか!?　彼女が本当にあのメガフロントにいるのであれば、僕も連れて行ってはもらえませんか!?」

「何な故ぜです」

「理由が、事情があるはずです！　彼女はずっと、それを誰にも打ち明けずにいました！　恐おそらくは友人だという川かわ村むらさんにもです！　ですから話し合えば、きっと……！」

　その後ろに飛び出してきた麻ま衣いが、勢い余って修人の背にぶつかり、押し倒たおして、修人の背中の上で挙手を振ふり回した。

「私も、私も行くっす！　川村さんを助けに行きます！　きっと取り残されてるんすよ！」

　睡蓮は嘆たん息そくもせず事実を述べる。

「わたくしはマックルイェーガーを鎮しずめに行くのでもなければ、ヒデオを助けに行くのでもありません。神カミを殺しに行くのです」

「そんな！　じゃあ川村さんはどうするんすか!?」

「自分でどうかしているはずです」

　さらに修人が食い下がる。

「待ってください！　仮にマックルがあそこにいるとしても、この事件を引き起こしたのが彼女と決まったわけではありません！」

「であるならば、そこに居合わせるのが善くないのです」

「あんまりっすよ！」

「横暴です！」

　睡蓮はやかましそうに眉まゆをひそめると、二人の鼻先に召しよう喚かんした薙刀なぎなたを突つき立てた。

「わたくしもこれ以上みーこ様をお相手致したくないので言いますが、お前たちは、鉄てつ砲ぽうやロケットの飛び交かう中を一人で歩けるのですか」

　ようやく押し黙ったのを見て、睡蓮は踵きびすを返した。

「ほむら！」

「いっ……。いやいや……、おいらに何の用だぃ……」

　社員に交ざって見物していたほむらが、酔よいも醒さめたようにのそのそと出てくると、睡蓮は言った。

「行くぞ。カミよりオニの方が使い勝手が良い」

「行くって……うぇ……いや、けどよぉ……」

　ほむらがこそとうかがった先では、身体からだの半分を無くしたミーコがにこりと微笑ほほえんだ。

「ほむらや。無事に敷しき居いはまたがせぬぞ」

　それに身をすくめて冷や汗あせしながら視線を戻もどすと、睡蓮は空そら恐おそろしい目で刃やいばを手にしている。

「お前が後でどうなろうと、わたくしの知ったことではない」

「……鬼おによりひでぇや……」




　　　　②




　米軍の急造キャンプ。

　その一角にあるテントの中。

「だから私は言ったのだ。このままだと第三次世界大戦が起きる」

「世界大戦とまでは聞いてなかったわよ。急に話が大きくなったわね」

　鼻白む千ち影かげに対して、ミサキはポケットから取り出したＰＤＡをいじりながら、なお続けた。

「……そう。サラエボ事件のときだって、誰だれもそんなことは思わなかっただろう。世界中が戦争状態に陥おちいるなどとはな。しかもそれだけに終わらず、第一次大戦で培つちかわれた国際情勢を元にさらに大規模な第二次大戦が起きた。だから冷戦時代に、東西のちょっとした軋あつ轢れきや摩ま擦さつに、あれほど恐きよう怖ふしながら暮らしていたのではないか」

「と言われても、その頃ころのことなんてあんまりピンとこないんだけど……」

　千影の視線が、自然とヒデオの方に向けられる。

「……それは。もちろん。にわかには、信じられないが」

　乗り気ではない様子に、ミサキが嘆息半分で言った。

「なら、その話は置いておこう。問題はマックルイェーガーだ。見たのか見ないのか。見たならどこで見かけたのか。それだけでもいい。お前たちはここよりも島の中心部にいたのだろう？」

「……見ては、いない。僕たちも捜さがそうと、思ったんだ」

「ならばマザーアースの指揮官は見たか？」

　さあね、とこれは千影が肩かたをすくめた。

「みんなスカーフだのマスクだのしてたもの。それと、その妖よう精せい使いさんは心身共にもう限界よ。さっきからまるでスイッチが切れてしまってるから、話なら私が聞くわ。彼とは一いつ緒しよに行動してたから」

「そうか。そっちの四人は？」

　フォースの四人に向かおうとしたミサキの目の前で、千影はちょいちょいと手を振った。

「みんな疲つかれてるって言ったでしょ。あなた、何の権限でこんなところにいるのよ」

「何の権限もない。だから泳いで来て、こんなところに潜せん入にゆうしているのだ」

「……呆あきれたわね。あなた自身がＴＭＥの一員と疑われてもおかしくないじゃない」

「一応、ロシアの協力者から公式の身分証は預かっているから、言い訳はできる。それでは信用できないというなら頸くび城きからも、ええとこの国の学校の……」

「学校って何よ……」

　もういいわ、と千影は話題を切り上げた。

「テロリストについての情報ね。あなたみたいな工作員レベルが欲しがるものは、ここにいる全員、何も持っていないわ。それは私が保証する」

「……そうか。冗じよう談だんを言ったり出し惜おしみするような状じよう況きようではなさそうだし、信じよう」

「どうも。あなたがこの事態を収拾させられるというなら、私くらいは協力するけど？」

「いや、ありがたいがそれは結構だ。お前こそ怪け我がをしているではないか。私はこれから島の中心部へ向かう。場合によってはワンマン・アーミーをやることになるからな。……いや、ワンウーマン・アーミーの方が正しいのか？」

「だったらワンガール・アーミーでもいいんじゃない？」

「ふむ。そもそも私は……」

　大きな音がした。ロケットを打ち上げるような爆ばく音おんが雷らい鳴めいのように轟とどろいた。人間が扱あつかうには大きすぎるような重火器の音が響ひびき渡わたった。

　テントを震ふるわせる。

　直後の爆風が、舗ほ装そう路にペグを打ち込んだテントすら薙なぎ払はらう。

　何かが起きたのは分かったが、判断する暇ひまもなかった。

「っ……」

　遊園地のイベント会場で味わったのと同じだ。同じ状況だ。より耳鳴りはひどく、今度はもうノアレは呼びかけてくれない。飛ばされたテントの骨組みに引っかけられたようで、腕うでと頭がひどく痛む。

「……るか!?　……て！　……！」

　霞かすむ視界に、ミサキが怒ど鳴なっているのが見えた。主観視点のシューティングゲームで見たような光景だと思った。主人公は爆発に巻き込まれ、視界はぼやけ、意識が朦もう朧ろうとしている、そういう。

　徐じよ々じよに感覚が取り戻されていくところまで、そっくりだ。耳鳴りが止やんで音が戻ってくると、途と端たんに切せつ迫ぱく感も蘇よみがえる。これは夢や演出ではなく、現実だ。

　ざらざらという背中の感かん触しよく。

　気付くとミサキに引きずられていた。

「パンターⅢだ！　立て！　走るんだ！」

　叫さけびながら、ミサキが何かの缶かんを投げた。途端にそれから、もうもうたる煙えん幕まくが噴ふん出しゆつし始める。

　煙けむりに覆おおわれていくのは、あの関式だった。今度は米軍のキャンプ全域に弾たまをバラ蒔まいている。いくら海兵隊でも、世界最強の軍隊でも、装備がなければ生身の人間だ。

「……く、そっ……」

　砲声に容易たやすく搔かき消される怒号と悲鳴を背にして、ヒデオはどうにか立ち上がり、よたよたと走った。

　今度はどこから出てきた。千影はどこへ。ナイトたちは。ウィリアムは無事なのか。

「……くそ、くそ、くそっ……」

　許せない。こんなことがあっていいはずがない。こんなものが世界なのか。なぜ誰も助けてくれない。どこかにあいつらをギタギタにやっつけてくれるようなチカラを持った……。

「行き過ぎだ！」

　ヒデオの腕を摑つかんだミサキが、足あし下もとに開いたマンホールを指差した。

「無理についてこいとは言わないが、アレに乗っているのは洗脳と調整を施ほどこされた少年兵だ。地上は恐らく、さらにひどくなる」

　先に飛び込んだミサキが、ハシゴの横の部分だけ手にして滑すべり降りていった。

　ミサキの投げた煙幕に切れ間ができ、関式の頭部が見え隠かくれしつつあるのに気付いて、ヒデオは同じようにマンホールの中に飛び込んだ。

　底まで辿たどり着くと、それだけで、ずっと静かになる。不安で押しつぶされそうなくらい静かだった。まだ真新しいせいか、下水道だというのに匂においがしなかった。汚よごれた感じがしない。

「これでも持っていろ」

　パキ、と小気味よい音がした。暗視ゴーグルらしきものを被かぶったミサキが、ぼんやり光り始めたケミカルライトをヒデオに手て渡わたし、歩き始める。

「ま……、待ってくれ。君は、どこに」

「私はマックルイェーガーを捜す。そしてマザーアースの幹部を殺す」

「地上が、そんな、ひどくなるならっ……」

「……生憎あいにく私は、マジェストに対たい抗こうできるような装備を持ち合わせていない」

　……誰も、あいつらを止めるチカラを持ち合わせていないのだ。

　誰も。

　自分も、もう。

　ヒデオは無言でミサキの後ろをついて歩いた。すると気にかけたようにミサキが言う。

「言っただろう、無理についてくることはない。仲間が不安なら、あそこで待っていた方が良いのではないか？」

「……」

「まあ、あんな状況で、ひとりぼっちでいようなんてこともないか」

　それもある。

　……それもあるが。

「君は……、知っているのか」

「何をだ？」

「あれに乗っているパイロットが、少年兵だとか。パンターⅢという名前だとか。はっきりと言っていた」

「ああ。もともとイクセＸールｒは東ドイツの、ある研究機関員らが立ち上げたベンチャー企き業ぎようだったのだ。それが十年ほど前に西ドイツ有数の重工企業、グナイスト・ＧローラントＲに吸収され、ＧゲーＲル・Ｘイクｒセールになった。Ｘｒの研究員たちは、旧ソ連国内における神経生理学のエキスパート集団。グナイスト・ローラントの前会長は、ハンス・カムラーの下もとでプロジェクト・リーゼにも参加したと言われる、元ナチス武装親衛隊員だ」

　ミサキは歩く。

「つまりナチズムの亡ぼう霊れいが、金尽ずくで作り出した怪かい物ぶつがあの少年兵たちとパンターⅢというわけだ。やつらご丁てい寧ねいに、アーリア人種はあまり殺さないときている」

「……だが。金だけで、あそこまで高性能なマジェストは完成しない」

「その通り。そこには〝組織〟からのアプローチがあったと見るべきだろうな。神経生理学を土ど壌じようとするイクセールには、人間の運動機能や動作情報を高度にデジタル化するための何か。グナイスト・ローラントには材料工学関連の何か……ではないかと、私は踏ふんでいる。企業二つ分だ。ひとまずはそれで、あれくらい動けるようにはなるのだろう」

　ミサキが下水道の十字路を、迷いもせず左折した。

「道順は……。大だい丈じよう夫ぶ、なのか」

「拡張現実ＡＲとしてゴーグルの裏にちゃんと進路が見えているのだ。あるだろう、箱庭ゲームやレースゲームなんかで道路上にルートの表示されるやつが。ああいう感じだ」

　なるほど。ただの暗視ゴーグルでもないらしい。

「……ザ・マザーアースのことも。何か、知っているのか。君は……以前会ったとき。今回の、この戦争を予見していた」

「警告のつもりだったのだ。まさか本当に東京で起きるとは、思っていなかったがな」

「そう……なのか」

「日本は共産主義への矢や面おもてにするための名残なごりとして、沖縄から横よこ須す賀かまで山ほどの米軍がいる。言わばアメリカのお膝ひざ元もとなのだ。その中でコトを起こすのは、米軍にケンカを売るに等しい自殺行こう為いだ。実戦経験はないにしても、装備と練度だけで言えば日本軍……えーと、Ｊ……じぇい……自衛隊か。自衛隊も充じゆう分ぶんな脅きよう威いのはずだ」

「……それを、無視してまで。この東京を戦場にした、理由は」

「わからん。わかってたら、私だって最初からここに張っていた。政府か自治体にでも犯行予告を送って、人を近付けないようにすることぐらいできた……はずだ。少なくともこれを企くわだてた〝組織〟の上層部は、アメリカを相手にどうにかできる算段があるのだろうな」

　歩くミサキの背後で、ヒデオは歩きながら尋たずねる。

「やはり。これは〝組織〟の、陰いん謀ぼうなのか」

「マザーアース単体でこの規模の作戦遂すい行こう能力はない」

「マザーアースは、利用されただけ、ということか」

「いや、恐おそらくそうでもないのだ。連中はテロリズムによって環かん境きよう保護主義を主張している。イデオロギーは伝わらなければ意味がない。だから全世界に対する示威行為を可能なだけの兵器と物量を得て、それを行った。陰かげで〝組織〟が何をしていようが、それはマザーアースの問題ではないのだ。『地球を大切にしよう』という概がい念ねんが、強力なメッセージとして世界に伝わりさえすればいいのだから」

「では……〝組織〟は。何のために」

「〝組織〟は兵器と物資を提供することで、体ていの良い試験場を確保した。ＧＲのマジェストもそうだが、今回はその装そう甲こう材を流用したパワーアーマーも投入している。見たか？　全身プロテクターだらけの奴やつらだ」

「……ああ。知っている」

「米軍は偵てい察さつ用の名目で自動兵器を投入したが、今のコンピューターテクノロジーであれば、銃じゆうを積むだけで立派な『人間マンハ狩りンター』の完成だ。となればきっと、オートラインもどこかにエスパー部隊を潜ひそませているかもしれない」

　あのテントにいたナイトたちの素す性じようまでは、摑めていなかったのか。それとも、フォース以外にも……。

「少なくとも、その関連としてマックルイェーガーがこの島にいるのは確実だ。言うなれば……そうか。これは、夏に起きたあれの焼き直しとも言えるのだな」

「確かに……。オートラインの保養所がある、無人島が襲しゆう撃げきされた」

「そう。お前は当事者だと頸城が言っていたな。あのときは政府主導で何らかの演習が行われ、オートライン所有の私兵部隊はある薬品を用いて参加していた」

　……夜間の訓練時、敵かたき役として配置された彼らのことだろうか。ケルベロス隊とは別口の警備部という話だったか。

　当時のことを思い返しながらヒデオは尋ねた。

「その。薬品、というのは」

「筋組織を活性化、運動神経機能を促そく進しんさせ、精神的には過度の緊きん張ちようや興奮を抑おさえて安静効果をもたらす……わかりやすく言えば戦せん闘とう用のブースト薬だろうな。だが、それは表向きの説明だった。事実の半分は伏ふせられていたのだ」

「……どういう、ことだ」

「あのとき、停てい泊はくするオートラインの客船にはマックルイェーガーが乗っていたそうだ。そしてその能力を直接戦闘に転化するための導入剤ざい……トランス薬というものが使われていたらしい」

　精霊の能力。精霊の加護を。

　受けやすくするための。

　言うなれば……フォースに使用されていた類たぐいのものを……？

「……それを。今回、〝組織〟側が使っているというのか」

「〝組織〟もだが、米軍も使用しているのだ。お前たちに会う前に調べてきた」

　と、ミサキがポーチからパッケージされたカプセル剤を取り出した。ケミカルライトのホタル色が強すぎて、何色のカプセルかは分からないが。

「なんだったら飲んでみるか？　主に集中力が上がり、射撃時の手て振ぶれが減るらしい」

　なるほど。先ほどのミサキの説明を端的に言えば、そういう表現が妥だ当とうかもしれない。

　順番を考えれば、心穏おだやかになってマックルからのチカラに感応しやすくなる。そして筋組織と神経系の機能がブーストされているから、照準するという動作を加護の通りに実行できる……といったところか。

「だが。それで〝組織〟に、何の得が」

「まあデータは取れるだろうな。両りよう陣じん営えいが次世代兵器を使用する。今後数年の実戦データどころの話ではない。その先にある、次世代兵器対次世代兵器戦まで想定できる、莫ばく大だいな量のデータになるだろう」

　ナイトも言っていたことを、思わず繰くり返した。

「……そんなことのために、あんなに大勢死んだのかっ……」

　わずかに大きく呟つぶやいた声が、響ひびいて、反射して、返ってきて。

　立ち止まったミサキが振り返る。

「残念だが、まだ死ぬぞ」

「ッ……」

　無機質な暗視カメラのレンズが、ヒデオの双そう眸ぼうを覗のぞき込むようにフォーカスする。

「ここで抑え切れなければ、もっと死ぬ。言っただろう、第三次大戦が起きると。次の世界大戦を主導するのは、もはや英えい雄ゆうでも国家でもない。兵器を生産する企業であり、その裏側で兵器のためのテクノロジーを売る〝組織〟だ。今回のマザーアースのモデルは、民族間紛ふん争そうや、国際的な領土問題にも容易に置き換かえられる。ならば戦争はもう、歴史の要よう請せいによって引き起こされることはない。人為的にコントロールされるのだ」

「それは……本当、なのか……」

　ミサキがまた歩き始める。

「正直、私も〝組織〟がどこまでのテクノロジーを擁ようしているのか正確には把は握あくしていない。だがすでに、選挙結果の十パーセント近くがコントロール可能になっているという話もある。これは不正の方法を言っているのではない。それだけ多くの民衆に、ある種のマインドコントロールを施ほどこせるという意味なのだ。ならば最悪のシナリオは、充分に描えがかれる可能性がある」

「……馬ば鹿かな……」

　もう、なんだか、何もかもが茫ぼう漠ばくと感じられてきた。

　アクアリウム号に乗り込んだあのときは、リンデンバーグとマッケンリー、二人の幹部の顔を通してしか〝組織〟というものをイメージできなかったが……ともすれば本当に。リンデンバーグの言った通り、個人では全容の把握など難しいほどに、もはや内部の誰だれ一人すら歯止めを利きかせられぬほどに、〝組織〟というのは途と方ほうもない存在なのではないか。

「私がおいそれと各国政府や、関係機関に知られないよう行動しているのはそのためだ。誰がどこに潜ひそんでいるか全くわからない。今回はそこに米軍を含ふくむ。だから千影が言うところの、ワンガール・アーミーだ」

　ミサキは歩く。真まっ直すぐに。

「いいのか？　私はメガフロントのど真ん中へ進んでいるぞ」

「……構わない。マックルが、その辺りにいるはずだと……僕たちも。見当は、つけていた」

「そうか」

　下水道というのも思い付きはしたが、何のアテもなく地下迷宮をさまよい歩く気には、千影共々ならなかった。

「……だが会って、どうするつもりだ？」

「話をする。いま、君から聞いたシナリオも含めて」

　それでこの事件がどうにかなるのか？

　否。

　ヒデオは小さくかぶりを振った。

　いいんだ。終わらせられるなら終わらせたい。だが、もっと最低限、しなければいけないことがある。

「会って、なぜこんなことが起きたのか。なぜここにマックルがいるのか。それを……彼女が知ってる限り。教えてくれる限り、聞きたいんだ」

　それが。いま生きている自分が、死んでしまった大勢の人たちに対して。そして、友人であるマックルに対してできる、唯ゆい一いつ正しいことのはずだ。その程度のことは人として、なんのチカラなどなくとも、できるはずだ。

「……君こそ。テロリストたちを相手に、勝てる見込みはあるのか」

「弾たまはあるし、途中からは敵の銃を拾えるから慎しん重ちように進めば大丈夫なはずだ。だが、お前……そう言えば名前は……確か川村……」

「川村、ヒデオ」

「私はミサキ・カグヤだが、その私はヒデオを守っている余よ裕ゆうはないと思う」

　恐ろしい。だが、それが当然なのだ。

「……わかっている。僕のことは、気にしなくていい」

「よく丸まる腰ごしでそんなことが言えるものだな」

「今さら。こんなところに置き去りにされても、困る。帰り道も、覚えていない」

「……それもそうか」

　二人は下水道を歩く。
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　ザ・マザーアース側キャンプ。

「全権代行、またです！　今度は東側です！」

　机上の地図に、マーカーを置く。

　大きな円えん筒とう型のロボットが、ザ・マザーアースのメンバーを殺さつ戮りくしている。機械が自動的に人間を殺して歩いているのだ。

　全権代行と同じテーブルで、夕飯の即そく席せきヌードルをフォークでかき混ぜながら、リンデンバーグは言った。

「脚あし付つきのドラム缶かんでしたっけ。武器、通じないんですか」

「小しよう銃じゆう弾だんでは通じませんし、動きが速いのでロケット弾では当て難にくいそうです。最初は投降を呼びかけていたそうですが、あるときから見境無く射殺し始めたと言っています」

　全権代行は、メンバーが撮さつ影えいした映像からプリントアウトしたものを差し向けた。メンバーの死し骸がいとの対比から、大きさが推察できる。全高は人の背せ丈たけよりやや大きな程度だが、寸ずん胴どうで見るからに頑がん丈じようそう。

「ああ、これ……アメリカのどこかが作ってたやつじゃないですか。〝組織〟の幹部が手がけていたやつですよ」

「知っているんですか？　対処法は？」

「さあ……どうでしたかね。でもこういうの、オペレーターとかいないんですか？　本当に完全に自動なんですかねぇ？」

　ひょっとしたら、とリンデンバーグの親衛隊の一人が述べた。

「マジェストの連中が向こうのキャンプを攻こう撃げきしたので、本来の操縦者からの信号が失われたのではないでしょうか？　だから全自動で動いているのでは」

「おいおい……そういうときって普ふ通つう、逆でしょう。セーフティで動かなくなるもんじゃないんですか」

「随ずい行こうの兵士が生きているのであれば、それを守るために……というモードがあるとか」

「博士！」

　違ちがう部下が走ってきた。

「ヘビーアーマーが小型の……ロボットと遭そう遇ぐうしたそうです。走るドラム缶のような」

「今その話をしてました。どうしましたか、そいつら」

「は？　いえ、壊こわしたと言ってましたが」

「どうやって壊したか聞け。はーやーく！　はーしーれー!!」

　走っていった姿に舌打ちして、リンデンバーグは再びヌードルに取りかかる。

「ズルズル……おお、うまい。日本のはうまいですよね。まあ、そのうち戻もどってきますよ」

「そうですか。ですが、いいんですか？　〝組織〟の機械なんでしょう？」

「別に〝組織〟は仲良しこよしのグループじゃありませんからね。その誰かが、いい機会と思って未完成なのを見切りでブチ込んだんでしょうな」

「誰かって……幹部なんでしょう？」

「ええ。顔も名前も知りませんけど、そうだったと思います。これではありませんけど似たようなのを〝組織〟のセキュリティロボとして使うという話が回ってきたんですよ。蹴けってやりましたけどね。私がクスリで作ったゴミカスどもの方が遥はるかに凶きよう暴ぼうで優ゆう秀しゆうです、ってね。こっちも無能が十何人殺されましたが、あるだけスクラップにして笑ってやりましたよ。ゲラゲラゲラ～ってね」

「……」

「改良でもしたんですかねぇ。これを機にその優秀さを実証して見せるつもりなんでしょうか。甘い」

　先ほどの一人が走って戻ってきた。

「博士、グレネードでひっくり返したところを、五十口径で撃うち抜ぬいたそうです」

　リンデンバーグは全権代行に向き直った。

「メンバーにそのような装備は？」

「そこまで重たい銃は持たせていませんが……」

　全権代行は部下に告げた。

「今の話を各部隊に伝えなさい。極力交戦を避さけ、必要な場合はロケット弾で足あし下もとを狙ねらうように」

「はい！」

　ＴＭＥの連れん絡らく役が、通信機のあるブースへ駆かけ戻る。

「……まあ、マジェストの火力なら問題ないんでしょうけどね。あんまりあなた方に死なれると、〝組織〟の存在が浮うき立ってしまって困ります」

「そうですね。〝組あなた織たち〟ではなく、ザ・マザわたしーアースたちの意志で行っていることだと、世界に知ってもらわなくてはいけません」

　利害はきちんと一いつ致ちしている。

「あのマジェストとヘビーアーマーは、この作戦の主力です。幸い、歩くドラム缶の数はそこまで多くないようなので……」

　全権代行の方にまた連絡が来た。

「やりました、米軍のキャンプを壊かい滅めつさせたそうです！　ただ、マジェストの連中が投降した兵士を虐ぎやく殺さつしているとの……！」

「何も問題はありません。それより、近きん隣りんのコンベンションセンターとスタジアムには、まだかなりの避ひ難なん者がいるはずです。弾切れになる前にそちらに向かうように伝えてください」

「はい！」

　リンデンバーグの方にも別なのが来た。

「博士、海兵隊のキャンプが」

「いま聞きました。全部殺していいそうですから、全部殺すように。投降とか降参とかそういうのも無視でいいそうです」

「……しかし博士、海兵隊であれば何かのときにいい人質になりますよ。あいつら仲間を見捨てたりしませんから……」

「同じこと言うくらいなら注射一本ぶっ刺さす方がラクなんですよ私は」

「はっ、すぐに伝えます……!!」

　灯あかりの乏とぼしい東京湾わんの夜空には、いくらかの星が瞬またたいている。

　リンデンバーグはヌードルをすする。

　全権代行がそれを見み詰つめている。

「リンデンバーグ博士は」

「なんですか？　全権代行」

「私たちの行いは、間違っていると思いますか？」

「さあ、別にいいんじゃないですか？　社会的に見れば違い法ほうな行こう為いかもしれませんが、あなた方は社会の外側でしょう、どう見ても」

「そうですね」

「なら、秩ちつ序じよに縛しばられる必要はありませんよ。各国はそれを自分たちの法律で従わせるために、警察力や軍事力を差し向けて来るというだけの話で……そういったものを撥はね返せるなら、何も問題はないと思いますよ」

「そうですね。あなたは本当に理性的な人ですね」

「一応、科学者ですからね」

「では科学者のあなたは、現在の地球環かん境きようについてはどのように考えていますか？」

　スープをすすっていたリンデンバーグは、それを鼻で笑った。

「さあ、正直そこまで暇ひまではないので、考えたことはありませんねぇ」

　双そう方ほうの部下が凍こおり付く。

　凍り付くが、リンデンバーグは気付かず続けた。

「私は私のしたいことを続けるだけですよ。でも、そうやって私の開発したクスリや、それをベースに新薬を開発した誰だれかが、世の中を良くしようと努力したり、ノーベル賞を取ったりする日が来るかもと考えると、ちょっとはロマンを感じますけどね。一応、私の画かいた設計図のいくらかは大学や研究機関にも流れてますので。医い療りよう現場にはまだでしょうけどね」

「……はい。それでもいいと思います。ずっと立派です。私は……そうではなく、何も考えず。何もせず。この環境が、こんなに綺き麗れいな水と空気が当たり前だと思って生きている人間が、許せない。だから、思い知らせに来たんです」

　ふーん、とか思いながらリンデンバーグはヌードルをすすった。

　遠く北の方から断続的な爆ばく音おんが夜空に轟とどろき始める。

「全権代行、コンベンションセンターに向かったマジェストが攻撃を開始しました！」

「博士！　スタジアムに突とつ入にゆうしたヘビーアーマーが、エスパーと遭遇したそうです！」

　全権代行が立ち上がった。

「誰も生きて帰してはいけません。我々は母なる地球の意志であり、自然災害であり、ただそこにある猛もう威いなのです。ハリケーンに慈じ悲ひがなく地じ震しんに祈いのりなど通じないように、私たちを前にして生き残れる希望など無いのだということを、全世界の全人類に知らしめるんです」

　ずるずーる。

「そういうことだから、お前、うちの連中にもそう伝えてきなさいよ」

「は、はぁ……」

　そんなリンデンバーグの親衛隊はしかし、リンデンバーグの耳元に小声で進言した。

「……イカレています。拷ごう問もんで殺すくらいなら自分も何度かやりましたが、民間人を本当にただ殺すだけなんですか。もったいない」

「人間、お前みたいなまともな奴やつばっかりだと思わないことです。あとこれ、捨ててきてください」

　リンデンバーグは食べ終えたヌードルの容器を、その部下に押し付けた。
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　フォースの四人はスタジアムに逃にげ込んだ。

　水みず姫きは常に最さい後こう尾びを務めた。もちろん、ナイトも霧きり也やも、能力を惜おしまずありったけ牽けん制せいした。だが向こうはアクアリウム号にいた軽アーマーではなく、全身プロテクターの、しかもそれが何十人もいた。二十や三十ではない、百に近い方の何十人だ。見えていないだけで、百人以上いるのかもしれない。

　通路を抜けて、開けたスタジアムの中はすでにパニックだった。

　そしてあとは昨夜と同じだ。みんな死んでいく。通路はいくつもある。大きな施し設せつだから非常口もいくつもある。袋ふくろ小こう路じではないが、人が殺さつ到とうすればどうにもならない。わざわざそんなところにグレネードが撃ち込まれ、撃ち込んだヘビーアーマーは大はしゃぎで奇き声せいを上げる。

（……、こんなの……）

　その光景を見るでもなく、水姫は仲間たちに続いてひた走る。

　四人はイベントのために設しつらえられたままのライブステージに隠かくれたが、ステージは瞬く間にもガラクタになっていく。

　水姫が水すい膜まくを張れる範はん囲いの外は、強力すぎる弾だん丸がんが人体すらも素す通どおりするように、バタバタバタバタ死んでしまう。

「もうやめてよぉっ!!」

　美み野の里りが叫さけぶ。

「こんなことをして何が楽しいの!!　何が目的なの!!」

「美野里ちゃん、外に出ないで……！」

　水姫は美野里の方へ走った。

　そんなことを言っては駄だ目めだ。どうせ誰も答えない。そんなところに野放図に立っていては駄目なのだ。

「邪サラ炎マン龍ダー!!」

　美野里の方へ銃じゆう口こうを向けた一人に、ナイトが火か焰えんの奔ほん流りゆうを叩たたき付けた。不意の横よこ殴なぐりのチカラを受けて、そのヘビーアーマーは倒たおれた。だが、それだけだ。

　ひょっとしたらナイトは、いっそ殺すつもりだったのかもしれない。だが昨夜からここに来るまでにも全力で走り、限界までチカラを振ふり絞しぼっているナイトには、その科学の鎧よろいは疎おろか、その中身を灼やくほどのチカラも残っていなかった。

　それはもう、霧也も同じで、

「早く逃げるんだ!!　シルフ!!」

　叫び続けた声すらガラガラになっていて、なのにあの厚いプロテクターの下では、そよ風ほどもシルフのチカラを感じられない様子であった。

　だから。

《いたぞ！　こいつらだ！》

《エスパーだ、エスパーだぞ！》

　連中は、まるで珍ちん獣じゆうでも見付けたようなノリではしゃぎ立てている。

「もうイヤ！　私ここで死ぬ……！」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえぞ美野里！　立て！」

「いい、美野里は俺が担かつぐ！　水姫、走れるか……!?」

　……もう走りたくない。

《せっかくだから魔ま法ほうとやらを拝ませてもらおうか！》

《馬ぁ鹿、さっきのを見なかったのか!?　もうエネルギー切れなんだよこいつら！》

　エネルギー……。

　エネルギー。

《全部殺せ》

　精せい霊れいのエネルギーは。

　……………エネルギーは。




　──たくさんあるよ。




　たくさん、あるね。でも水は？




　──たくさん、あるよ。




　あるの？




　──あるよ。

　──だから、わたしがミズキをまもってあげるよ。

　──ともだちだからね。




　うん。




「じゃあ、助けてね」

　呟つぶやいた水姫の周囲に、ささやかなつむじ風が起きた。

　他ほかの誰の目にも見えなかったが、ナイトと霧也は感じた。場の流れが水姫に向いたのだと。いや、場が水姫に集中したのだと。ただの流れではない。ダムの底に抜ぬけた穴へ、全すべての水流が集中するようなチカラの圧力。

　流れは見る間に激流となり、スタジアムの中に充じゆう満まんする、何百、何千という、たったいま絶たれたばかりの命の残ざん滓し、言うなれば魂たましいを、怨おん念ねんも恨うらみも辛つらみも全て合わせて喰くらい尽つくしていく。

　水姫は右手の人差し指を、腕うでいっぱいに使って真横に薙ないだ。真一文字を書くように。その軌き跡せきに沿って、全て分かたれた。ライブステージを組んだ単管も、横断幕も、ヘビーアーマーの手にした火器も、プロテクターも、その中身も、天地に分かたれた。

　それはもう、鮮あざやかに。

「……ふっ」

　魔法の絵の具で線を引くように。

　引いた先の景色が、バラバラになる。

「………ぅふっ」

　前に見たときはグロいだけだったけど。

　そういうのも、もう慣れた。

「…………うふふ」

　赤い絵の具。

　ここには、緑の芝しば生ふを真っ黒に浸ひたすほどの赤い絵の具がある。水などいらない。空気中に含ふくまれる水蒸気とか難しいこと言わなくてもよかったのだ。
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　もっと難しいことを言うなれば、人体の六割以上は水分だ。

《あいつだ!!　あのおんなだ!!　うて!!　うて!!　うて!!　う》

　地面から針のように伸のびた深しん紅くの水流が、そのヘビーアーマーを貫つらぬき、黙だまらせた。

　ウンディーネのエネルギーは満タン。

　血は水よりも濃こく、しかも重く、鉄分を含んだ赤血球が研けん磨ま材となって装そう甲こうを引き裂さき、また銃弾を受け止める。

　たまに水姫がそうしてきたように、水面から水のベールが沸わき立つように、一面に血潮が沸き立つ。一面とは、このスタジアム、競技場を真っ赤に濡ぬらすその全面。血液が意思ある水溶虫スライムのように鎌かま首くびをもたげた。

「うふ。早く、帰ってよ。帰らないなら、もう、許してあげないよ」

　揺ゆらめく髪かみ。妖よう艶えんに吊つり上がった口の端はし。

　ヘビーアーマーの中でも、超ちよう常じようのチカラに怯ひるんだ者、本能的に危険を察した者は、容易たやすく逃げ出した。元より、彼らを保障しているのはその身を覆おおう科学の鎧と、火力に過ぎなかった。そのどちらもが通用しないのであれば、何ら奮い立つ余地がない。

　常軌を逸いつした光景に腰こしを抜かした者は。

　すでに手足を切り飛ばされて動けない者は。

　帰らないと同義なので。

「だから帰れって、言ったのに……！」

　そういう十何人かは、押し寄せた血の海に溺おぼれ、押し潰つぶされた。

「……」

　銃声も爆ばく音おんも止やみ。

　水姫が振り返ると、助かった誰だれも笑っていなかった。座り込んだ美野里は固く目を閉じたまま、痙けい攣れんでも起こしたように震ふるえていた。霧也はいま見た光景に啞あ然ぜんとしたままだった。そんな中でナイトはそれでも、さすがと言うべきか、いくらか納なつ得とくしたような顔をしていた。

「……俺にも……、覚えはあるぜ。ヒトを喰らうと、途と端たんに強くなりやがる」

　責めるような声ではない。

　ただ経験した者同士のシンパシーに、水姫は頷うなずいた。

「うん……。やっぱり、そうなんだよね」

　だからあの関式の試験場で、美野里のノームが暴走しかけたとき。すぐにわかった。

　美野里が見せたあの高こう揚よう感。あの全能感。あの焦しよう燥そう感。

　あれは、あのときの私だと。

「まさか……、一高のバラバラ殺人の犯人は……」

　霧也が呟きながら、幼なじみの顔を呆ぼう然ぜんと見み詰つめている。

　恐おそるべきはあの日、関せき慶けい子こという女刑けい事じが真っ先に自分にカマをかけてきたことだった。あれは本当に恐ろしいことだと思った。本当に刑事とはそういう人種なのかと、観念しかけた。精霊のしたことだから証しよう拠こは絶対にないと、高をくくっていなければ……あんなに綺き麗れいには、誤ご魔ま化かせなかった気がする。

　でも今はそんなこと、どうでもいい。

　水姫は言った。

「……とりあえず、助かったし、えっと……どうしよっか」

「あ……、ああ」

　霧也がようやく我を取り戻もどしたように、ずれた眼鏡めがねをかけ直した。

「……そうだな。もっと安全な場所へ避ひ難なんしよう」

　霧也のこういう、理解と、頭の回転と、割り切りの速いところは、幼なじみとして昔から嫌きらいではなかった。強くなりたいとかいうのは、どうかと思うけど。

　惨さん劇げきのスタジアムにはそれでもまだ幼い子も含めた十人ばかりが、何が起きたかも理解できないまま、血と涙なみだと恐きよう怖ふと寒さに打ち震えていた。

　そのときまた、ドーン、ドーン、と。

　コンベンションセンターのある方から、大きな爆発の音が轟とどろいた。まるで雷らい鳴めいだ。人間が持ち運びするロケットランチャーよりも、もっとずっと大きく重い音だ。

「みなさん、聞こえるでしょう、敵はまだいる！　あのマジェストだって、いつ戻ってくるかわからないんです！　対岸とは連れん絡らくは付いているそうですから、まずは海の方へ……！」

　霧也の呼びかけで立てる者は立ち上がり、立てぬ者は立てぬままだが、恐怖と絶望で凍こおり付いた時間がゆっくり動き出す。

　ナイトが思い出したように尋たずねた。

「そういえば魔眼と千影はどこへ行ったか、誰かわかるか？」

「いや、俺はテントが吹ふっ飛ばされたときにはもう、それどころじゃなかった……水姫は？」

「ううん、私もぜんぜん……」

「う……、あ、あの……」

　美野里が身体からだの震えを抑おさえながら、声を詰まらせるように言った。

「川村さんは、あの、兵隊の女の子に引きずられていったの、見たよ……すぐ、煙けむりだらけになって、わかんなくなったけど……」

「そう……か。まあ、あんなくだらねえ連中にやられるような漢おとこじゃないとは思うが……。千影の方は？」

　再びのナイトの質問に、美野里は首を横に振ふった。ポニーテールがしょんぼりと揺れる。

　霧也が言った。

「二人のことも心配だが、今はもう、俺たちも限界だ……下手に動けば二次遭そう難なんになる。ここを出て、少し休もう」

　異論は無かった。水姫は震える美野里に肩かたを貸し、支えるようにして立ち上がらせた。

　だがまあ、この先どこに行くにせよ。

（……）

　死体だらけで靴くつが汚よごれて気色悪いなと、水姫は思った。




　　　　⑤




　ホールの外がい壁へきをぶち抜き、そこから火炎フレイム放射器スロワーのノズルを突つっ込めば、あとは一薙ぎだった。

《はっはぁ！　サルのバーベキュー、千人前の上がりだぜ！》

《あったよねぇ、この国の食べ物でさ！　こういうの！　なんだっけ！》

《……カツヲ武士》

《そうそう、それだよヨーゼフ！　熱い料理の上にかけるとこんな風に踊おどってさ、そっくりじゃない!?　アッハハ！》

　コクピットの中で、アドルフは仲間たちのそんな、いつもの会話を聞いていた。

　別口の回線が割り込む。年老いた男の声。

《ハーイル、ハーイル、ヒットラー》

「ハイル！　大管区ガウ指導者ライター殿どの！」

　ナチスもヒトラー総統も、アドルフにしてみればアレキサンダー大王や皇こう帝ていナポレオンのように、過去にそういう人物がいたという話でしかなかった。そのような知識として教育はされているが、実感はない。そういうものを崇すう敬けいするこの老人が自分たちに指令を下す、ということのみが真実だった。

《パンターⅢの調子はどうかね》

「極きわめて良好です。未いまだに作戦遂すい行こうに一いつ切さい問題ありません」

《いいぞぉ子供たち……。劣れつ等とう人種はまだまだたくさんいるからな。仕事はたくさんある。焦あせらず、楽しみながらやりなさい。帰ってきたら、いま開発中の新型機を見せてあげよう。今度はティーガーだ。ティーガーは強いぞぉ……》

　スピーカーの向こうでアラームが鳴るのが聞こえた。

《ふむ……アミーがおかわりを飛ばしたようだ。すぐそちらに到とう着ちやくするぞ。落とせるかね？》

「ヤー、大管区指導者殿。ヨーゼフ、レーダーの出力を上げろ」

《ヤ》

　ヨーゼフの機体とリンクしたデータが、すぐにアドルフの眼前のディスプレイに表示される。

　Ｃ‐[image: 130]。距きよ離りがある。高度もある。

《ロック》

「攻こう撃げき開始」

《ヤ》

　ヨーゼフ機がミサイルを打ち上げた。

　輸送機が回避運動に入る。望遠カメラの向こうで、パッパッと夜空に火花が散った。命中したのではなく、赤外線誘導を回避するためのフレア弾だんが撒まかれたのだ。

　と、今度は全機で警けい戒かい警報が鳴った。

　高度二百メートル以下の超低高度で突とつ入にゆうしてくる……ジェット戦せん闘とう機。こっちが本命だ。輸送機はチャフとフレア満まん載さいの囮おとりだ。

「散開！」

　間もなく、四機のいた直近に数発のミサイルが着弾した。一発はハインリヒが火を放ったホールの外壁を吹き飛ばす。

《ひでえ真似まねしやがるぜ！　民間人なんてお構いなしかよ!?》

　戦車であれば終わりだったが、パンターⅢには人型ゆえの全周方向への俊しゆん敏びん性が備わる。高速飛ひ翔しよう弾の誘ゆう導どう装置では、その柔じゆう軟なんな動きに追つい随ずいしきれないのだ。そしてこんなのは、これまでの戦場でも何度もあったことだ。

　ウェポンベイを空にした二機の攻撃機は離り脱だつのため、カシオペア目め掛がけて機首を持ち上げる。

《君たちは選ばれた子供たちなのだ！　劣等人種の勝手を許してはいけない……！》

「……」

　操作。操作。操作。アドルフはディスプレイを漂ただようロックオンマーカーより速く照準し、親指のボタンを押し込んだ。

　聞き慣れた砲ほう声せい。衝しよう撃げきに機体が沈しずみ込む。

　一機の主しゆ翼よくが砕くだけた。八十八ミアハトリ砲弾アハトの直撃に耐たえられる航空機など、〝組織〟でさえ開発していない。アフターバーナーを入れた急加速中の無理な姿勢変化に耐えきれず、機体は一気に空中分解した。爆発半径は脱出直後のパイロットを巻き込んだ。

　ロックオンマーカーが遅おそすぎる。燃え盛さかって萎しぼむパラシュートなど気にも留めず、アドルフは勘かんで照準を修正し、もう一機を狙ねらい澄すます。

「……」

　発砲。

　コクピットを直撃した。

《おいおい相変わらずとんでもねえスナイプ精度だなアドルフ……！》

《さっすがリーダー、操縦席を一撃だなんて憧あこがれちゃうよ！》

「訓練次し第だいで誰にでもできる」

　だが通常の人間であれば、その訓練自体にまず耐えられない。前段階の投薬にもまず耐えられない。

《敵機。方位別》

　ヨーゼフの声に続いて機体のレーダーが警報を鳴らす。

《いいよ、今度は僕がやる！》

　ヘルマンが敵機の侵しん入にゆうしてくる方向へ二十ミリマシンガンを向け、仰ぎよう角かくを付けた。アドルフ機のような単発ではないので、敵の進路上で引き金を引けば航空機は自然と弾幕に飛び込み、落ちる。あとはタイミングだけだ。

《俺たちの所に落とすんじゃねえぞヘルマン！》

《そんなヘマはしないよ！　……来た！》

　パンターⅢのカメラは最大望遠で夜空をフォーカスする。ヘルマンは、獲え物ものの姿に舌なめずりし……次に気の抜ぬけたような声を出した。

《……なんだ、あれ……？》

　ジェット戦闘機の上部に、見たこともないパーツがついていた。レドームやドーサルスパインの形ではない。白く、上部の先せん端たんが丸く、……その大きさを捉とらえるには、望遠でもまだ距離がありすぎる。

　ミサイルアラート。

　向こうがミサイルを放つと同時、機体上部の白い何かが見えなくなった。

　それを撃うったのか？

　そんな兵装、見たことも聞いたこともなかったが、アドルフは叫さけんだ。

「各機油断するな！　撃ち落……！」

　言いかけて、さすがに言葉を失った。

　一いつ瞬しゆんだが放たれたミサイルの一発に、人が乗っているように見えたのだ。

　いや、あれがジェット機上部にあった何かだ。宇宙飛行士のように見えた。サーフィンでもするようにミサイルに横に乗り、回避するこちらの動きに合わせて飛び降りた。

　ミサイルは回避した。

　だがそのアストロノーツはまるでスーパーマンのようなポーズで、射撃するヘルマンの機体に突っ込んだ。胴どう体たい部分のど真ん中を貫かん通つうした。コクピット部分だ。

《ヘルマン!?　応答しろヘルマン！　馬ば鹿かがしくじりやがって！　連中何を撃ちやがった……!?》

「……撃ったのはただのミサイルだ！　油断するな！　距離を開け！　嫌いやな予感がする……!!」

　この国では一度、南方の島で手痛い失敗を喫きつしている。

　そのときに感じた、あの嫌な感覚だ。

　子供の頃ころにずっと味わっていた、あの嫌な感覚だ。

　大管区指導者に買われ、言語を学習する中でその感覚の呼び方を覚えた。




　不条理だ。




「っ……」

　それ以外の何だというのか。

　ヘルマン機を貫つらぬいた先には、崩くずれ落ちたホールがあった。まだ燃え盛る人体焼しよう却きやく炉ろの中から、宇宙服の白いシルエットがひょっこりと起き上がった。ヘルメットは砕けていた。サングラスを鼻に載のせた長い黒くろ髪かみの男が笑っていた。

《ヒューストン、ヒューストン、こちらキョウジくんでぇす。いま、メガフロントへの一歩を踏ふみ出しました。聞こえますかぁどうぞー》

　それはハインリヒやヘルマンの笑い声よりも遥はるかに不快に、アドルフたちの回線に割り込んできた。




　　　　◆




　横須賀港。とある車中。

「聞こえるけど……キョジさん、無事ネ？」

《これは人類にとっての小さな一歩だけどよぉ、俺にしてみれば大いなる一歩なワケぇ。わかるぅ？》

「そうネ。キョジさん、なんかもうヒトじゃないところへ行っちゃった気がするネ」

《ヘリボンとかもう時代遅おくれだべ？　ベトナムから何十年同じことやってんのよ。戦闘機チャーターのミサイルで現地着。これがこれからのニュースタンダードで、スタァイリッシュなわけ》

　アデラは半ば呆あきれ気味に、チャンの手からマイクを奪うばう。

「社長、それでヨコスカの司令官から結構なチャーター料を求められているわけですが。口止め料が大半ですけど、我が社がピサの斜しや塔とうくらいには傾かたむきます」

《アデラにはロマンってものがねぇのなー》

「女の子、恋れん愛あい以外はそんなものヨ、キョジさん」

《恋愛も宇宙も似たようなもんだべ？　なぁ？》

「いえ……そもそも宇宙服って、いつもアルマーニしか着ないような社長的にはダサくないんですか？」




　　　　◆




《馬っ鹿お前、わざわざ衛星軌き道どうまで上がって毎秒何キロも落っこちるために着る服って、これが人類史上最強に世界一クールだろうがよ。なあ、お前らもそう思うべ？　ハーケンクロイツのファントム部隊よぉ》

《てめぇーのアタマは相当ホットなようだけどなぁ!!　もっともっと熱くしてやるよ！　フットーして消し炭になるまであっためてやるぜッ!!》

　ハインリヒが火か炎えん放射器のノズルをその男に向けた。炎ほのおの熱量と眩まぶしさで、モニター越ごしには何も見えなくなるが……次の瞬間にはその火炎放射器が爆ばく発はつし、ハインリヒの機体が背負う燃料ボンベがさらに大爆発を起こした。

《会いたかったぜぇ？》

　腕うでを不自然に垂らした黒服の男が、ハインリヒの機体に乗っていた。カメラの死角だ。あれが宇宙服の中身だ。だが……腕の先は、なんだ？　水銀のような何かが揺ゆらめいている。

《野や郎ろう、あのサルどこに行きやがった!!》

「落ち着けハインリヒ！　やつはお前の機体に取り付いている！　その場に……！」

　男の腕から伸のびていた銀色の何かが、人の手の形に収束する。そしてハインリヒの機体の頭部を吹ふっ飛ばす。殴なぐり飛ばした。素す手でで。

《くそくそくそ！　カメラが潰つぶされたのか!?　レーダーはどうした！　あのサルはどこへ行きやがったんだ!!》

「ハインリッヒ!!　機体をその場に静止させろッ──!!」

　アドルフは警告し、ディスプレイ内ではそれが味方機であることを派手に警告していたが、構わず、照準をたった十数メートル先のその男に定めた。

　砲撃。




　バァン、とハインリヒ機の上で何かが弾はじけるのが映った。




《やったのか!?　やったぜアドルフ……！　はは、サル一匹ぴきに向かって八十八ミリだぜ！　ヘルマンが見ていたらさぞかし……！》

「ッ……！」

　アドルフは唇くちびるを嚙かむ。

　不条理だ。

　銀色の何かが、盤ばん状じように広がって男の全身を覆おおい隠かくしていた。防がれたのだ。音速以上で飛び散ったのは人体組織や血液ではない。

　こちらが撃ち出した砲ほう弾だんのカケラに過ぎない。

「ハインリヒ、機体を捨てて離り脱だつしろ！　その男はまずい……！」

《なんだ！　どうなってんだよ!?　コクピットハッチが……てめぇサル、なに勝手に開けてやがる!!》

　ハインリヒからの回線に、あの男の声が混ざった。

《ハァイ!!　おさぁるさぁんだぜ～♪》

《ぎゃあああああああああああああああああああああッ!!》

　搭とう乗じよう用のハッチがこじ開けられている。チタンとセラミックの複合材をハードスチールでロックしたものを、人力でなぜ開けられる。どうやって開けられる。

　考えるな。そんなことはどうでもいい。奴やつは開けられる。あの男はこの巨パン人ター機Ⅲ以上の戦せん闘とう能力を有している。それだけが事実だ。

「ヨーゼフ！」

《ゃ……、ヤッ》

「全弾をハインリヒ機へ射出！」

《!?　でも……！》

《助けてくれ！　助けてくれアドルフ!!　俺の腹が！　俺の腹がぁあ、あっ、あ、アドルフぅ……!!　助けて!!　死に、たくなぃぃ……ぎぃいいいいぃっ!!》

「やれ!!」

《ッ!!》

　一息飲み込む声と同時に、ヨーゼフの機体はまるで全身から火を噴ふいたようだった。ミサイル弾、無誘ゆう導どうロケット弾、劣れつ化かウラン弾、それらが一いつ斉せいに、あっという間に、正確無比に、ハインリヒの機体をスクラップに変えていく。

「ヨーゼフはそのまま撤てつ退たいしろ！　キャンプではなく、基ゼーレ艦ヴエへ向かえ！　全すべての戦闘ログはお前の機体に保存されている！」

《あ、アドルフは……？》

　まだ燃え盛さかるハインリヒの機体の中から、ゆらりと立ち上がる人ひと影かげが見えた。

　……ハインリヒの背せ丈たけではない。

「行け!!」

《あ……、ぁ……帰って、来て……》

　ヨーゼフ機は撃うち尽つくした重々しい武装の全てをその場にパージすると、足部のローラーを使い、幹線道路を滑すべるように遠ざかっていった。この滑なめらかな舗ほ装そう路なら時速六十キロを超こえる。人間の脚あしなら追い付かない。

《何があった……!?　何が起きている、子供たちよ……！》

「ハイル、大管区指導者殿どの！　敵は、このパンターⅢを素手で撃げき破はする怪かい物ぶつです！」

《なんだと……また現れたのか!?　君たちの言っていたモンスターが！》

「個体は違ちがうようですが、同種と思われます！　全ぜん滅めつを避さけるためにヨーゼフを先に帰き還かんさせました！　収容願います！」

《君は……君はどうするつもりだ！》

　どう？　どうするだと……？

　……決まっている！

「二人とも救いようのない下げ衆す野郎でしたが、共に戦った戦友です!!　弔とむらわなければいかんでしょうッ!!」

《下らん感傷だ、アドルフ！　それは敗北主義者の言い分だ！》

「ッ……[image: !!!]」

　奥歯が砕くだけそうなほど歯嚙みした。

　そうして八十八ミリ弾を断続的に男へ撃ち込みつつ、パンターⅢを後退させる。後退させるが、同じだけの速度で、男もゆらゆらと近付いてくる。水銀のような盾たての向こうで、ニタニタと笑いながら近付いてくる。

《君は優ゆう秀しゆうな支配者ヘーレン民族フオルクだ。退たい廃はい芸術にほだされる劣等人種のごとく、一時の感情に流されてはいけない》

　画面内にいた男の姿が消えた。上に消えた。カツン、と機体に何かぶつかる音がした。いや、取り付いたのだ。ハインリヒのときのように。

《君も帰ってくるんだアドルフ。また新しい機体を与あたえよう。今度はティーガーだ。ティーガーは強いぞぉ……》

「嘗なめるなよ、劣等人種……！」

　長く付き合った機体だ。直感で手腕アームを振ふり回し、感かん触しよくはないが手マニピユ指レーターを握にぎり締しめる。

　果たせるかな……マジェストの手をカメラの前に持ってきたとき、黒髪長ちよう髪はつの男の姿がそこにあった。黒いスーツに、真っ赤なネクタイ。あまつさえサングラスなどかけている。アクチュエーターが焼き切れそうなほど負荷をかけているのに、男は目を見開いたまま笑っている。びっくり箱から飛び出した人形のように。

　何という侮ぶ辱じよく。なんという、不条理だ。

「貴様らはぁッ!!　一体何なんだあッ!!」

《はぁ？　俺は俺。記録より記き憶おくに残るタイプのキョウジくんだからよぉ、複数形で他ほかの誰だれかと一いつ緒しよにされてもわっかんねぇんだわ。誰のことよ？》

　種類が違うのか。種族のようなものが違うのか。それとも全くの別口の何かなのか。

《それより、あそこで仲間を見捨てるなんていい判断するじゃねぇの。そ、オイラが欲しいのは情報でよぉ。〝組織〟のことなんだけど、ちょ～っと聞かせてくんない？》

《ハインリヒとヘルマンは無能だったんだよ。それだけのことだ。代わりなどいくらでもいる。アドルフ君、キミが気にすることではないよ》

　イカレてやがる。

　……イカレている。世界は狂くるっている。

「ッ……」

　だが、ようやくわかった。ハインリヒとヘルマンがあれほどイカレていた理由が。この狂った世界によって、そうなることを強しいられたのだ。そうでなければ、この世界を生きて行くにはつらすぎたのだ。他者を殺し、押し潰し、それを笑うことすら許してもらえないのでは、そうでなければ、ではどうやって生きていけばいい。

《なぁ聞いてんのかよ？　話をしたいからスピーカー開けたんだべぇ？　なぁ、お前がさっきの奴が言ってたアドルフくんだろ？　なぁ、なぁ、なぁ……？》

《今度はもっと有能な仲間を預けよう。実は新しい機体も開発している。子供たちよ、今度はティーガーだ。ティーガーは強いぞぉ……》

　世界が狂っている。

「……」

　それでも、ここが自分の生きている世界なのだ。

　アドルフはマニピュレーターをロックすると自爆コードを打ち込み、脱だつ出しゆつ装置のレバーを握り締めた。
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　てくてく、リンデンバーグは歩いてきて、部下の一人を捕つかまえた。

「騒さわがしいですね。どうしました？」

「それが、博士っ……マジェストの連中が全滅したそうです！　いえ、一機だけ帰ってきて、でもそいつも真まっ直すぐ潜せん水すい艦かんに帰るとかで海の方に……！」

「へぇ」

　ＧＲＸｒのスタッフも機材資材燃料弾薬の片付けに入り、それが無理なものには爆ばく薬やくのセットまで始めている。

　リンデンバーグは鼻で笑った。

「強そうに見えたんですけどねぇ。ロボットなんて、まだまだオモチャだったってことですかねぇ……」

「でもスーパーホーネットをライフル砲ほうで落としたそうですよ」

「ミサイルでも落ちるでしょう、飛行機なんて」

「それは……。まあ、そうなんですが……」

　リンデンバーグは白衣のポケットに両手を突つっ込んだまま、撤収するＧＲＸｒの様子を眺ながめていた。

　すると、その片付けていたスタッフ目め掛がけて銃じゆう弾だんが飛んだ。

　銃声のした方を振り返ると、武装状態のザ・マザーアース構成員が相当数、揃そろっていた。先頭に立っているのは、全権代行だ。

「逃とう亡ぼうは許可しません。余った資材は我々が有効活用します。さあ武器を手に取ってください。それができない人は射殺します」

「待ってくれ、俺たちは社に雇やとわれただけのメカニックで……」

　全権代行がマントの下から取り出した拳けん銃じゆうで、そのスタッフを撃った。土手っ腹。

（えげつない真似まねしますねぇ……）

　あれでは死ににくいし助かりにくいだろうと、リンデンバーグはまた鼻で笑った。

　全権代行は続ける。

「命を金で売った薄うす汚ぎたないメカニックでしょう。あなたたちはザ・マザーアースの一員としてこの作戦に参加しているということを忘れないでください。それとリンデンバーグ博士」

「はい？」

「マジェストの部隊は壊かい滅めつしたそうです。あなたのヘビーアーマー部隊も、スタジアムで苦戦を強いられたようですね」

「そうらしいですね。ま、ヘビーアーマーは私のというより、〝組織〟の兵隊なんですが……使えなくてすみませんねぇ。あのクズども、装備はいいんですがクスリの食い過ぎでメンタルがズタボロなもので」

「そうですか。……どちらにせよ、この先戦っていくためには、我々はより緊きん密みつに連れん携けいする必要があります。米軍や自衛隊は今後、お台場か川崎側から侵しん入にゆうしてくると思われますから、一度全ての戦力をメガフロントの中心部に集めて、再編制したいと思います。そのためにも残りのヘビーアーマーをそちらへ呼び戻もどして欲しいのですが、いいですか？」

「いいですよ。私は戦術なんかのことはよくわかりませんから、そちらに全てお任せします。……おい、そういう風に伝えてきなさい」

　と、リンデンバーグに命じられた親衛隊の一人が走っていった。それを横目にしながら、リンデンバーグは全権代行に歩み寄る。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？　神経が昂たかぶっているなら、いいクスリを持ってますよ」

「そんな風に見えますか？」

　彼女はターバンのような覆ふく面めんで目元以外の全部と、マントで身体からだの全部を覆おおっている。

「見えるというか、昼間はもっと落ち着いて見えた気がしたもので」

「……当初の計算より各部隊の消しよう耗もうが多いんです。不安にもなります」

「エスパーとかのイレギュラー要素のせいでは？」

「それもあるでしょうけど……いえ、なんというか、草野球みたいなんです。乱打戦、ってわかりますか？」

「さあ、野球は見ませんねぇ。スポーツ全ぜん般ぱん、あまり興味がないもので」

「やたらポコスカと点の入るゲームのことです。我々の部隊も米軍を壊滅させるほどダメージを与えましたが、こちらもまるでノーガードのように向こうの兵士やロボットに殺されました。博士、あなたのヘビーアーマーもですよ。そして今度はあのマジェストまで」

「そうですね。困ったものです」

　全権代行が先ほどメカニックを撃った銃口を、そのままリンデンバーグへ向ける。リンデンバーグの親衛隊とザ・マザーアースの兵士が一いつ斉せいに銃口を向け合う。

「何か理由を知っているんですか？　リンデンバーグ博士」

「米軍もうちの兵隊やあなたたちに配ったのと、同じタイプのクスリを使ってますからね。極度の興奮状態を抑おさえて、精神を集中しやすくする」

「……あなたが配ったんですか？」

「違います。ベースになっているのはフツーの精神安定剤ざいですから、もうそこまで特別な薬品ではないということです。話を戻しますが、それを飲んでいると手ブレなんかも減って、銃を命中させやすくなるんですよ。同じ当たるなら、あとは装備の問題です。あなた方はまるでゲリラで、防弾ベストどころかヘルメットも被かぶってないでしょう」

「……」

「もちろん、今ここでその薬品との因果関係を証明することはできませんけどね。その事実はデータとして頂きます」

　さすがに銃の精せい霊れい云うん々ぬん言っても通じないだろうし。

「我々はそれを得るためだけに、人材と機材を提供しているのであって、勝とうが負けようがそういうのはどうでもいいんですよ。それはあなた方が努力すべき事こと柄がらであって、私に言われても困るんですな」

「……いいでしょう。あなたは命を惜おしまない人のようです。そういう裏表のない人の言葉は信用できます」

「どうも」

　全権代行は汗あせ一つないリンデンバーグの眉み間けんから銃口を逸そらし、背後の部下にも銃を下げさせた。

「ですがこれ以上劣れつ勢せいになったら、あなたたちだって危険なはずです」

　現に、リンデンバーグを取り巻く親衛隊らは、かなり居い心ごこ地ち悪そうな様子を見せ始めている。

「あなたは、どうしてそんな平気な顔をしていられるんですか？　リンデンバーグ博士」

「さあ。別に怖こわくないからじゃないですか。実験で人間や動物の死ぬところを何百回も何千回も観察していると、あ～、生き物って死んじゃうんだな～って、思うようになります。自分だけが特別だなんて、そんな驕おごったことも考えなくなります」

「……そうですか」

　そうですよ、とリンデンバーグは諭さとすように言った。

「確かに命が生まれることは、宗教やメディアが言うような奇き跡せきなのかもしれません。でも命である以上、どこで誰が死のうとも、それはごく当たり前の現象なんですよ」
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　真っ暗い海に浮うかぶ、真っ黒い島。

　第二レインボーブリッジ主しゆ塔とう頂上からは、そんなメガフロントのおおよその輪りん郭かくが見て取れる。

「……これは……」

「遅おそかったですね、キリングマシーン」

　睡すい蓮れんのすぐ隣となりに、シシルが姿を現しながら降り立った。

「すでにマックルイェーガーがどうこうという段階ではありませんよ。見えますか？」

　シシルには見える。睡蓮にも見えた。だが霊れい感かんのないほとんど全すべての人間は気付いてもいないだろう。

　メガフロント全体を包み込むように逆巻く、淀よどみ。晩春の夜風を思わせるような、重く生暖かな瘴しよう気きの渦うず。

「言われずとも、見えています。ですが……ここまでのものを見たのは初めてです」

「私もですよ。確実に何千人以上が犠ぎ牲せいになっています。しかも状じよう況きようから見て、わけもわからないまま気付いたら殺されていた、という最悪の事例が大半でしょう。今、あの島は怨おん霊りようと死霊と悪霊の巣そう窟くつです」

　カミガミの治めぬ地というだけであればまだいい。殺さつ戮りくだけであれば過去にもまだ世界中にあった。

　だが、新しく作ったばかりのまっさらな土地に、一夜にして数千人もの不条理な犠牲者が出たというのはよくない。しかも絶海の孤こ島とうというのでもなく、あまりに陸が近い。

　睡蓮も半ば予測はしていたが、今この場に立ち、目で見て肌はだに感じて、初めて実感する。

　これは、あまりによくない。

　山やま裾すそに突とつ如じよ湧わき出した間欠泉のように、メガフロント自体がある種の源泉を形成し始めている。当然、そこから伸のびるのはただの清流ではない。

「歪ゆがんだ、龍りゆう脈みやく……」

「強きよう烈れつなマイナス場です。対岸に浮ふ遊ゆうしているだけの雑霊まで引き寄せられ、際限なく流れ込み始めています。やがて死者に悪霊が取り憑ついて映画のゾンビのように動き出したり、特異点が生まれて地じ獄ごくの悪あく魔まが現れても驚おどろきませんよ、この私は」

「……真まことですか」

「人の思いには、そのくらいのチカラはありますよ。今や宇宙にまで行けるのです。異界への扉とびらをこじ開ける可能性も、ゼロではないでしょう」

　睡蓮は顔だけでなく、シシルへ向き直った。

「そこまでわかっていながら、お前はここで見ているだけなのですか」

「おかしなものを信しん仰こうしているからこういう目に遭あう、ざまあ見ろ。としかこの私は思っていませんが、元老院から監かん視しを続けるよう命じられているのでここにいます。ひょっとしたらキリスト教徒も、あの島のどこかにはいるかもしれませんから。あなたこそ、こんなところで無む駄だ話をしていて大丈夫ですか？」

「お前から話しかけてきたのでしょう」

　睡蓮はメガフロントの中心部にある摩ま天てん楼ろうへ、目を凝こらす。

「マックルイェーガーを殺しに来たのですが……確かに、すでにそういう段階ではありませんね」

　それだけ有う象ぞう無む象ぞうが寄り集まっているのに、人々がゾンビにならず、地獄とも繫つながらず、未だに一帯が人の世界として破は綻たんしていない理由。

「この瘴気の中で嗅かぎ分けるとはさすがです、キリングマシーン。そう、殺戮を助長するマックルイェーガーのチカラが、皮肉にもあの島の霊的な秩ちつ序じよを統制し、均きん衡こうを保たせているんですよ」

「ですが……あのカミは、もう長くはないはずです」

　シシルの瞳ひとみだけが睡蓮を見る。

「そこです。銃を持った人間からいくらかのフィードバックを得ているのでしょうが、あれだけのチカラを発揮しています。まだこの世界に止とどまっているのが不思議なほどです」

「その加護が消えれば、どうなりますか」

「わかりません。ですが確実に、良いことにだけはならないでしょうね」

　秩序を失う。この世の理ことわりが失われる。

　死者が歩き出す。

　異界化する……。

　理とは常識だ。常識が崩ほう壊かいすれば、何でもありということになってしまう。

（……）

　事態は睡蓮の予想を遥はるかに上回って複雑だった。

　曰いわく神殺しの生体兵器だ。戦うだけであればいかようにもできる自信があるが、此こ度たびは不用意にマックルイェーガーを堕おとせばメガフロントがどうなるかわからない。テロリストやらはまだしも、避ひ難なん者もまだ相当数残っているらしいのだ。

　他方、いま眼下でそうした人々を救おうと力を尽つくしている政府や警察や軍関係者が、その霊的な側面の危機を把は握あくしているはずがない。かといって睡蓮も、現在の避難者の様子や、テロリストの子細な動きを把握しているわけではない。

　誰だれも、この島の全ての状況を正しく捉とらえている者はいないのだ。

「……はい」

　と、シシルが頭ず巾きんの耳元に指を当てた。

「……はい。……そうですか。わかりました」

「なんですか？」

「元老院からです。マックルイェーガーが消えた場合に辿たどる道を、三つほど推定したそうです。大だい爆ばく発はつか、大消失か、異界化だそうです」

　どれもあまり良い響ひびきではなかった。

「それらはどの程度の被ひ害がいが出ますか」

「大爆発と大消失の場合、この島ごと消えて無くなるでしょう。余波は、東京の半分くらいまで及およぶかもしれません」

　論外。

「では異界化は」

「天国、地獄、魔界、ゲームの世界や、過去や未来や外宇宙……どこのどことどのように繫がるかわかりませんが、こちらの方が全世界に影えい響きようの出る可能性があります。なのでそれを防げと、いま言われたところです」

「方法はあるのですか？」

　金色の目を冷たく見開かせたまま、シシルは首しゆ肯こうする。

「マックルイェーガーを殺し、亡なき骸がらに残った霊力を利用してこの島に向かっているマイナスのベクトルを打ち消します」

「……？」

　訝いぶかしげな目で小首を傾かしげる睡蓮に、シシルは言った。

「せっかく横文字を喋しやべれるようになったのに、横文字自体には弱いんですね」

「ベクトルだけです。知らぬ言葉を聞けば誰だってこうなるでしょう」

　小首を傾げたままの睡蓮に、シシルは続けた。

「ベクトルは方向を持った量のことですよ。とにかくマックルイェーガーのチカラが底を突つき、自然消しよう滅めつするようなことがあれば、私たちが利用できる霊力も失われるということです。打つ手がなくなります」

　要領を得た。

　たとえカミが死んだとしても、カミの身体からだそのものが奇き跡せきのカタマリだ。聖遺物や舎利のように、遺のこされてなお強力な神聖性を保つものもある。最低でもマックルイェーガーの亡骸を確保できれば、いくらかのやり様はある。そして同じ利用するなら、亡骸に残っているエネルギーは多いほど良い。

「とかく速すみやかに討うち取らねばならぬ、ということですか」

「おや……最初にあなたが言っていた目的と合がつ致ちしましたね」

　睡蓮は小さく鼻を鳴らす。

「一人で行くのが寂さびしければそう言いなさい。わたくしが連れて行ってあげましょう」

「私の仕事の邪じや魔まをしないのであれば、ついていってあげても構いませんよ」

　二人の女は虚こ空くうへと身を躍おどらせると、荒あれ狂くるう瘴気の中心目指して宙を蹴ける。

「ところで方向を持たない量はなんと言うのですか」

「……」

　風を切る音だけが聞こえる。

《確かスカラーじゃなかったっけ、シシル》

《エリアルの言う通りで合ってます、クルセイダー》

「わかっています、任務中です」
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　水の一いつ滴てきも流れていない下水道を、随ずい分ぶん歩いてきた。

　ミサキからもらったホタル色のケミカルライトはまだ充じゆう分ぶん明るい。

　と……、それまで淀みなく歩いてきたミサキが、あるハシゴに差し掛かかったところで立ち止まった。

「この辺か……。お前が千ち影かげと見てきた、警備された区画というのは何ビルがあった？」

「何……いや。何ビルも、何も。そういうのは、わからない」

　外観を見ればどんなビルだったか思い出せるが、地図を見ながら歩いたわけでもないし、施せ工こう計画の看板はあったがそれがどのビルで何ビルかまで注意している暇ひまもなかった。

「……黒っぽい、ビルがあったと思う」

「私の持っているデータは都市計画の青写真だぞ。ビルの色なんてどこにも書いていない」

　そんなこと言われても。

「今は。どこ、なんだろうか」

「メガフロントのほぼど真ん中だ。政府から優先的に誘ゆう致ちされた、日本国内の大手企き業ぎようのビルが並ぶ本当の一等地だな。このすぐ上は地下駐ちゆう車しや場だが、その上は……オートライン新社屋予定地、となっている」

　……！

「だったら……マックルがいる可能性も、高い」

「やはり、お前もそう思うか。ではここから探たん索さくを開始してみよう。……本当についてくるのか？」

「ああ。僕の心配は、しなくていい。いざというときは、無視して先へ進んで欲しい」

「……現実にそんなことを言う奴やつがいるのだな。私は海兵隊ではないから、では本当にそうするぞ」

　ハシゴに取り付いたミサキが、下からマンホールの蓋ふたに片かた肘ひじを押し当てると、足あし腰こしのバネを使って十センチほど押し上げた。開いた隙すき間まから、周囲の様子を窺うかがっている。

「……駐車場で間ま違ちがいないようだ。人の気配もない」

　蓋を横にずらして、銃じゆうを片手に周囲を警けい戒かいし。

「……クリア。いいぞ、上がってこい」

　ヒデオはケミカルライトを一度口に咥くわえると、なるべく待たせないように、ハシゴを一気に登りきった。

　当たり前だが、ここも真っ暗だ。ケミカルライトの灯あかりが届くより先は、ヒデオには何も見えない。地下、ではあるが何百台も停とめられる設計なのだろう。相当広い。

「ここはまだ地下三階だ。地上に向かうが、人の気配がしたらライトを服の下にでも隠かくせ。見付かれば武装している私などおかまいなしに、灯りを的マトにして撃うってくるぞ」

「わかった」

　コートに、冬服だ。光は漏もれないだろう。

　すたすたと小走りに進むミサキの後を追う。

　スロープを上がる。

　地下二階。

「クリア」

　誰もいない。安全確認はしっかりと、それでいて進むときは大だい胆たんに走るミサキの後を追う。

　スロープを上がる。

　地下一階。

「『地下一階』と『近い近い』は似ているな」

「ああ」

　……。

「……いやまあ。いいんだ。うん」

　ミサキがさらに上を目指す。

　地上への出口は、幾いく分ぶん明るい。ミサキが歩調を緩ゆるめる。ヒデオはライトを、コートの内ポケットに収めた。

「〝雲〟隊整列完かん了りよう！」

「〝虹にじ〟隊整列完了！」

「〝川〟隊整列完了！」

「〝滝たき〟隊……！」

　屋外からの声を聞いたミサキが、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。

「なんだ……？　よりによってこんなところにマザーアースが集まっているのか……？」

「……マザーアース、なのか」

「あんなメルヘン一歩手前の部隊名が他ほかにあるものか。地球上の自然環かん境きようにあやかっているのだ、連中は」

　なるほど。

《すでに知っている者も多いと思うが、例のマジェスト部隊は壊かい滅めつしたそうだ！　我々はヘビーアーマー部隊の到とう着ちやくを待ってこれと合流し、戦力の再編制を図る！　来きたる日米両軍との決戦に備えるのだ……！》

　とても環境保護団体とは思えぬ仰ぎよう々ぎようしい演説が、拡声器越ごしに聞こえてきた。

《このメガフロントに、物言えぬ母なる地球の怒いかりをぶつけよう！　美しい空気を！　美しい水を！　美しい大地を！　美しい地球を守り、より美しくして未来の子供たちへ伝えるために!!》

　そして続くシュプレヒコールを、ミサキが鼻で笑った。

「まるで労働組合だな」

「……だが。あの関式が、壊滅したというのは」

　ヒデオの脳のう裏りには、いつかの睡蓮とほむらの姿が蘇よみがえる。二人が助けに来てくれる可能性も、ゼロではないはずだが……。

「あのときの海兵隊は隙を突かれたが、情報収集を終えた米軍か自衛隊辺りが攻こう撃げき機を飛ばしたのかもしれん。パンターⅢはマジェストとしては規格外だが、現代兵器としては火力、装そう甲こう、電子兵装とも攻撃ヘリを多少上回る程度だ」

　あの無人島でのときも、花か果か菜なが関節部分に銃じゆう撃げきを集中させたことで一矢報むくいたことがあった。ハイテクが故ゆえに、華きや奢しやな部分は華奢なのだろう。

　これで、あの遊園地で亡くなった大勢の仇かたきは……。

（……）

　仇。

　スピーカー越しであったが、あの島で聞いたパイロットたちの声は、ミサキが少年兵と呼ぶ通りのものだった。そんな子供たちが、爆ばく撃げきや何やで殺されたのか。法で裁かれもせず、自分たちがどれほどの罪を犯おかしたかも理解しないうちに、殺されてしまったのか。

「……連中、動きそうにないな。戻もどって他から上に出よう。非常口か、連れん絡らく用通路か、メンテナンスハッチか……まあ何かあるはずだ」

「わかった」

　ヒデオが頷うなずいて、ミサキと共にその場を離はなれようとしたときだった。

《静せい聴ちようせよ！　全権代行が到着した！　この場の全員に対してお話があるッ──！》

　ぴたり、殺気でも覚えたようにミサキが足を止めた。振ふり返ったヒデオのことなど眼中にもないように地上の方を振り仰あおぐ。

《みなさん、お疲つかれ様です》

　意外にも、聞こえてきたのはまだ若い女の声だった。

《みなさんのおかげで、作戦の最終目標は予定より随分早く達成されそうです。結果として、間もなく米軍と自衛隊が総力で攻せめてくることが予想されます。そして、その開戦を以もつてこの作戦は最終段階に移行します。よって……今、この段階を最終分ぶん岐き点とします》

　少し間が空いた。どういう意味かとヒデオが推測するより先に、言葉が続いた。

《最終段階の達成時、我々は全員死にます。私は足あ搔がきますが、アメリカ軍が数で攻めてきたら、あなたたちはまず助からないでしょう。命が惜おしい人は、この場で銃を捨てて避ひ難なん者を装よそおい、北へ逃にげてください。その後に姿を見れば区別なく攻撃しますが、生き延びられる可能性は高くなります》

　整列しているだろうテロリストからはＹＥＳともＮＯとも聞こえない。どよめきも、ざわめきも、聞こえない。

《……そうでなければ。今後、作戦の最終段階に移行してからの投降や降こう伏ふくは認めません。何度も言いますが、我々が母なる地球の怒りであることが最も重要だからです。私たちは意志無き暴力だからです。自らの意志は無く、地球の意志として最後まで戦わなければならないからです。地球の手足として破壊し、殺すからです。最さい期ごの最後まで、絶対に挫くじけず諦あきらめない暴力として戦い抜ぬき、地球の怒りがどれほど恐おそろしいか、その代弁者たる私たちがどれほど恐ろしいかを、全人類に知らしめなければなりません。だからこそ、死ぬまで戦い続けることが最も重要なんです。だから……この先もみなさんがザ・マザーアースであるのなら、生き延びることはできません》

　少し間があった。時間でも確かく認にんしたのかもしれない。

《……三分間待ちます。自分が地球という星の一部であるか、それとも一個の人間であるのか、よく見み詰つめ直してください》

　馬ば鹿かな。

　そんな馬鹿な話があるかとヒデオは思った。誰だれだって人間のはずだ。みんな反乱する。選ぶ余地なんてないはずなのに……なのにテロリストたちからは、隣となり近辺と相談するような囁ささやきすら聞こえてこない。そんな気配すらない。研とぎ澄すまされた真しん剣けんのように、静せい謐ひつな沈ちん黙もくしか伝わってこない。

「……、どうして……」

　ヒデオはぞっとした。

　恐ろしい。

　命が一番大切じゃないのか。この世に生まれて、いま生きている奇き跡せきを捨ててまで達すべき目標が、このテロリストたちには存在するとでもいうのか。ただ破壊して殺さつ戮りくすることが、奇跡よりも重要だなんてことがあるのか。

　だが、同じくらい鬼き気き迫せまるものを押し殺したミサキが、背負っていたバックパックを下ろしながら呟く。

「……大した洗脳だな」

　そうだ。そうに決まっている。

「やはり。マインドコントロールの、ような」

「知らん。だが、人間は誰しも生きたいものではないのか」

　そう思う。ヒデオは頷いた。

　ミサキはバックパックの中から何かのケースを取り出した。そのケースを開けると、幾いくつかの機械的な部品を取り出し、組み上げていく。

　一見した分には、そのシルエットは長大な銃のようにしか見えなかったが、その機関部には電子的な配線と電力ケーブルが施ほどこされている。

「無茶だ、ミサキ。狙そ撃げきでも、するつもりか」

「私は強い。もしあの女が私の追っている標的であるなら、刺さし違ちがえても私の勝ちだ。マックルイェーガーはもういい、お前に任せる」

　ミサキの腕うでを摑つかんで引き留めた。

　頭がどうにかなりそうだ。誰も彼も彼女も、どうしてそんなに死にたがる。

「死んだら、おしまいなんだ。何も、無いんだ。誰しも生きたいと、君自身が今、言ったばかりじゃないか……」

「そうだな。任務を達成できずに死ぬことはできない。だが、達成できないのであれば私は生きている意味がない」

「っ……そんなのは、馬鹿げている。誰だって」

　摑んだヒデオの手を、ミサキは振り解ほどいた。

「そのために生きているというだけで、虐ぎやく殺さつされた人々に比べればずっと幸せなのだ。この先、そうやって死んでいく人々に比べれば」

「っ……」

「お前のケミカルライトでは見えなかったかもしれないが、下のフロアに非常階段とエレベーターのドアがあった。エレベーターは電力が来ていないだろうが……」

　そのとき、地鳴りがした。

　否、地鳴りではない。これは音。ビリビリと震ふるえる大気が、地面までも伝わって揺ゆらしているのだ。大出力ジェットエンジンの爆音。

　にわかに表が騒そう々ぞうしくなった。

「戦せん闘とう機が接近中!!　洋上の空母からの攻撃機と思われます!!」

「東側から低空で侵しん入にゆうしてくる輸送機があります！　北西からもヘリコプター多数！」

「ヘビーアーマーの連中はまだ来ないのか!?　これじゃいつまで経たっても連れん携けいできんじゃないか！」

「全権代行だけでも急いで避難を……！」

《戦いますッ!!》

　凜りんとしたその声だけで、浮うき足あし立つパニックが急転し、落ち着きを取り戻した。

《時間切れです！　私たちは全員、地球の率そつ直ちよくな意志として戦い抜きます！　地球と共に生きることを選せん択たくした、最も正しい人類として戦いましょう！　虹、雲はミストラルで迎げい撃げきの用意を！　全隊北上してヘビーアーマー部隊と合流しつつ、私たちと地球の未来に立ちはだかる全すべてを攻撃しますッ！　さあ、行きましょう──!!》
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　全権代行の声に呼応する雄お叫たけびは、戦闘機の爆音を凌りよう駕がする怒ど濤とうとして響ひびき渡わたった。

「では、生きていたらまた会おう」

　空爆の始まった最さ中なかへ、ミサキが飛び出していく。

　馬鹿げている。

　こんなのは間違っている。この島で起きていることに、正しいことなんて何一つ無いが、あまりにも。

「っ……」

　ヒデオは袖そでで涙なみだを拭ぬぐうと、スロープを降りて地階に戻った。探せばすぐに、非常階段のドアも、エレベーターのドアも目に入った。

　で、どうする。

　上るのか。マックルがいる確証もないのに、地上何百メートルまで。

（……行こう）

　そうとも、他にない。

　地上は戦場だ。自分がミサキの後を追っても死しか道はない。かといって自分一人では、構造を知らぬ下水道へはもう戻れない。よって、ただここで救助を待つくらいなら何時間かかけてでも、非常階段を上るべきだ。マックルを捜さがすために上り、誰もいなければ他を捜せば良い。

　自分はまだ生きている。為なすべき事を為す。そのために生きている。そうでなければ……あのテロリストたちほども、生きている価値がないじゃないか。

「……」

　ヒデオが非常階段への一歩を踏ふみ出した刹せつ那な、電子音がしてエレベーターのドアが左右へ開いた。

　エレベーターのボックス内は、空だった。

　灯あかりが点ついている。

　到とう着ちやくを知らせる電子アナウンスの代わりに、男の声がした。

《まさか地上八百フィートまで徒歩で階段を上がる気かい？》

　聞き覚えのある、軽けい薄はくな口調。

《乗りたまえ。まさか君がここに現れるとはね。ヒデオ・カワムラ》

「その声……ミスター・ダラーか」
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《おや、私のことを忘れたのかい？　以前にアクアリウムⅡ世号で会った、マイケル・マッケンリーだよ》

「そっちこそ、なぜここにいる。やはり、この戦争は〝組織〟の仕し業わざなんだな」

《私はこのビルのオーナーもやっていてね。今年オープンの予定だから施せ工こう状じよう況きようを確認に来たら、運悪く事件に巻き込まれてしまったというわけだ……が、防犯カメラ越ごしで立ち話もないだろう。オートライングループを代表して、君の来訪を歓かん迎げいするよ。乗りたまえ》

　マッケンリーは、聞き分けのない男ではない。メリットが充じゆう分ぶんであれば、敵の言い分にも耳を貸す。リスクが過分であれば自ら身を引くこともある、そういうビジネスマンだとヒデオは見ていた。

　ヒデオは臆おくせず、エレベーター内に足を踏み入れる。

　一人だ。

　ウィル子はいない。ノアレはいない。自らの意志で、自らの考えで、その誘さそいに乗った。

「……どの道、情報は欲しい」

《そうとも。乗るしかないんだ。理解してもらえて嬉うれしいよ、ヒデオ・カワムラ。以前、幹部に誘った私の目に狂くるいはなかったようだね》

　階数のボタンを押す間もなくドアは閉ざされ、ボックスは垂直に昇のぼり始めた。最新型の高級機は、ドアの開閉の音もせず、重力の変化もまるで感じさせぬまま、揺れもせず、移り行く階数表示だけがトップスピードに到達したことを示し唆さする。

《しかも丸まる腰ごしだ。君は役人よりも、サスペンス・ヒーローが相応ふさわしいな。人はその計算された勇ゆう敢かんさを理解できず、ときに愚おろかと呼ぶこともあるだろう》

「なぜ、丸腰だとわかる」

《最新のタワービルだからね。そのエレベーターにも、金属や爆ばく発はつ物の探知機能が備わっているんだよ。誰もがじっとしていることを余よ儀ぎなくされる閉へい鎖さ空間で、危険人物はそのままシャットアウトという寸法だ……合理的だろう？　ああ、もっとも、レイス・パワーを持つ君には無意味な話だったかな》

　そうこう言っているうちに、階数表示の変わり方が穏おだやかになり始めた。ほぼ最上階近くまで行くらしい。そして……止まった。

「っ……」

　ドアが開く。

　よりによって、分厚いプロテクターを全身にまとったヘビーアーマーが四人。サイレンサー付きの五十口径機き関かん銃じゆう装備が二人。携帯型のガトリング銃……ミニガンを携たずさえたのが二人。

《出ろ》

　これはヘビーアーマーの声。

　足の長いカーペット敷じきのフロアには、ヘビーアーマーの重々しい足あし跡あとがくっきりと残っている。そして通路に出た途と端たん、ヒデオはヘビーアーマーの一人に蹴けり倒たおされた。

《また会ったなクソ野や郎ろう。あのとき助けた出来損そこないのガキとは、よろしくやってやがるのか？》

「が、はっ」

　よくわからないうちに今度は背中から踏まれた。重いだけでなく、重いなりにパワーがあるらしく、骨が軋きしみ息が止まる。

《無様に逃にげ帰ったてめえは知らないだろうがな、俺はあのあと現れた妙みような女に顔面を潰つぶされてサイボーグみたいになっちまった！　同じようにてめえの目玉も潰してやろうか!?　ああ!?》

《おいよせ！　ボスがお待ちかねだ、あとにしろ》

《チッ……》

　……そうか。

　このヘビーアーマーが誰だれにやられたかは知らないが。麻ま衣いを狙ねらって壁かべの向こうから現れた、あのときの中の誰か。マッケンリーの部下だったのだろうか。

（……）

　笑える。

　生かしたまま帰した連中が、生きたまま戻ってきたとは……ノアレは、よく言ったものだ。

《立て》

　言われて咳せき込みながら立ち上がると、あばらが鈍にぶく痛んだ。いよいよヒビでも入っただろうか。

《わかったと思うが、痛い目に遭あいたくなければ黙だまって言うことに従え》

　ヒデオは言われるまま黙って歩いた。そうして案内……というより連行された先は、展望室のようなレストラン。スカイラウンジだった。

　純白のテーブルクロスを纏まとわせたテーブル。金きん箔ぱくを貼はったような大おお袈げ裟さな椅い子すに、ビビッドな紫むらさき色いろのデザイナーズスーツを着たマッケンリーが掛かけている。

「丁度これから食事にしようと思っていたところなんだよ。一いつ緒しよにどうかな？」

　不気味な仮面を着けたホテルマンのような正装の男たちが、マッケンリーに対たい峙じするヒデオの前にもグラスを並べ、ワインを開け、ワゴンを押してきて料理の配はい膳ぜんを始める。

「……何人死んだか、わかっているのか。すぐそこで、ここから見える、すぐあの場所で、あの火の手の中で、大勢殺されたんだ。そんな光景を見ながら、よく、食事なんてっ……」

「ヒデオ・カワムラ君。私はアクアリウムⅡ世号の中で警告したはずだよ。後こう悔かいしないように、ってね」

　彼は泰たい然ぜんと、前菜……彩いろどりの良い野菜をゼリーで固めたような何か……を一口して続ける。

「あのとき君が、私やドクター・リンデンバーグを殺していたら、今回のこのテロ事件はもう少し違ちがった形になっていたかもしれない。君はあのとき、そのチャンスを手放したんだよ。大勢が犠ぎ牲せいとなった責任の一いつ端たんは、君にもあるんじゃないのかい？」

「そんなことが、あるものか。お前たちが殺したんだ。全てお前たちが計画して、実行して、引き金を引いたことだっ」

「なるほどね。だがそう主張をするくらいなら、実はわかっているんだろう？　実行したのも、引き金を引いたのも、私じゃないよ。ザ・マザーアースという環かん境きよう保護主義者たちさ」

「……計画したのは、誰だ」

　マッケンリーはニヤつき、意味深長に沈ちん黙もくを長引かせると、コースの二皿めであるスープを一口した。

「アンコウとロブスター、そしてカキを使ったポタージュだ。悪あく趣しゆ味みだろう？　全体のバランスから見ればコーンかソラマメでも充分だろうに。でも私は金持ちだから、悪趣味なのは大好きさ」

「誰が計画したっ！　誰を止めれば、この戦争が終わるんだっ！」

　進み出そうとしたヒデオの行く手を、五十口径の図太いバレルが遮さえぎる。

「それを聞いてどうする気だい？　もう止まらないよ」

　マッケンリーはスープ皿を持ち上げた。

「見たまえこの皿。この一枚七百ドルのスープ皿がこのメガフロントだとしよう。アンコウも、ロブスターも、カキも、みーんなすり潰してこのスープという料理のうま味、ダシになってしまった。どれがＴＭＥで、どれが米軍で、どれが一いつ般ぱん市民か……もう関係ない。どうでもいいんだ、そんなことは。全すべて調和し、アンサンブルを奏で、一つの料理として今のこのメガフロントの状況を表している。それだけのことだよ。今さら元に戻もどすことはできない。覆ふく水すい盆ぼんに返らず。こぼれたミルクはボウルには戻らない。その中で君が言う『止める』とは、『終わる』とは、どういうことを指すのかな？」

「ご託たくはいい」

「いいや、言いたまえ。答えたら教えてあげようじゃないか」

　曰いわく贅ぜい沢たくで悪趣味なスープをさらに贅沢に半分以上も残して、マッケンリーは皿を脇わきへ押しやった。

「君はこのメガフロントで、何をする気だい？」

「……できるなら。平和を、取り戻したい」

　マッケンリーは両りよう眼めの横で、両手で指を鳴らした。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ!!　マーヴェラスだ。私は一口で飽あき飽きしたが、君は飲み干そうというわけだ。愚かだよ。行く行くは高血圧か、高こう脂し血けつ症しようか……まあいい。君の人生だ。まだ若いしね。じゃあ教えてあげるよ。正義のヒーロー、よく聞きたまえ。計画した人間は、いない」

「……散々気を持たせて、それが答えか」

「君の目は怖こわいな。そう怒おこらないでくれよ。でも事実なんだ。〝組織〟のあり方は、以前にドクター・リンデンバーグが説明してくれただろう。幹部それぞれが自然と、今回のザ・マザーアースの動向に興味を持っていたんだ……これは、何かの切っ掛けになる。何かの拍ひよう子しに時代が変わるような、そういう節目に当たるレベルの計画だとね。本来であればそれだけだ。鍋なべの中身を、アンコウと、ロブスターと、カキが、興味半分に見み詰つめている。あわよくば飛び込んでみようかな？　だがそれだけでは、醜しゆう悪あくな生ゴミのできあがりだ。そうなるはずだったが……あるとき、その様子を見ていて名付けた者がいた。『Ｔ─ｄａｙ』と」

「……トーキョー・デイ」

　マッケンリーがもう一度指を鳴らす。

「惜おしいな。半分違う。『試験日』。『テストの日』、という意味だ。ザ・ＴマザーＭアースＥの日でもいいかもしれないが……ともあれＴＭＥを利用してみんな好き勝手暴れるだけの、ただの残飯になるはずだったものが、こう名付けただけで意味が通ってしまった。なるほど、試験日か！　誰が言ったか知らないが、〝組織〟の擁ようするテクノロジーを試ためすには良い機会だ！　どうせなら、いま〝組織〟にある全技術力を結集してみよう！　……幹部の誰もがそう思い、幹部以下全員がそれで納なつ得とくしてしまった。バラバラだった〝組織〟内部で、自然と連れん携けいが取れ始めた」

「……事実、なのか」

　ヒデオの疑問を、マッケンリーは肯こう定ていした。

「基本的に、横の繫つながりとしては打算でしか動かないからね、私たちは。そんな日取りが決まったと、まことしやかな噂うわさを聞いたらどうする？　自分だけ参加しないことで、その後の流れに乗り遅おくれたら大きなミスだ。あいつのテクノロジーは日の目を見て大成したのに、俺の所のは未完成？　冗じよう談だんじゃない！　ミスター・コウヤマはそれでフォースの完成を焦あせった部分があったんじゃないかな。結果的にその焦りで起きたフォースやドクター・アケツとの不和を君に突つかれ、プロジェクトは凍とう結けつにまで追い込まれたわけだけどね」

「……甲こう山やま副社長は、今回のことを知っていたのか」

「まさか。知っているわけがないだろう。彼は、〝組織〟の幹部ではないからね。だが、何らかの成果発表の機会が近付きつつあることには、感付いていたんじゃないかな。オートラインの、社長か、会長か、株主か、あるいは政府関係者にでもせっつかれてね」

　くそ。本当に、どこまで根が深い。

「そんなわけで、『Ｔ─ｄａｙ』は静かに、だが着実に、大きなプロジェクトへと成長していった。自然発生的にその名前の下もとに全員が集つどい、そしてプロジェクトとして誰が主導するわけでもなく……言わば一人歩きし始めたわけだ。わかったかい？　計画した人物はいない、と言った意味が」

　ヒデオは……そんな事実をいま確かめる方法はないと割り切った。そもそもの発ほつ端たんは誰なのかと、再三尋たずねる。

「だったら。それを名付けたのは、誰だ」

　分厚いステーキにフォークを突き立て、マッケンリーが薄うつすら笑う。

「マックルイェーガー。君の友人だよ」

「いい加減にしろっ」

　ヒデオは目の前の機き関かん銃じゆうを押し退のけようとして、逆にヘビーアーマーに振ふり払はらわれた。ふかふかの絨毯は、倒れても痛くも何ともないほどだった。いや、それまでの打ち身や擦すり傷があるので痛いは痛かったが。

「そんなはず、あるものかっ……」

　再び立ち上がり、食い下がろうとするヒデオへ、マッケンリーは頷うなずいた。

「なら、そうなのかもしれないね。まあ、私の知らない場所で、彼女が何を思って何をしていたかまでは、さすがに知らないからね。……ふむ、うまいな日本のオージービーフは。あの値段でこの味ならば納得だ」

　マッケンリーはスープよりも安いらしいメインディッシュに大きな舌した鼓つづみを打って頷いていた。

「食べないのかい？　うまいよ」

　絨毯から立ち上がったヒデオは目の前の皿を摑つかみ、投げた。

　マッケンリーの横に控ひかえていた仮面のサーヴァントが、ナプキンの一振りで皿はもちろん料理まで一緒くたに、テーブルの外側へはたき落とす。

　だからふかふかの、いくらするかもわからない絨毯は盛大に汚よごれたが、マッケンリーには料理の雫しずく一いつ滴てきも付着していなかった。

　ヘビーアーマーの外観にばかり目を取られていたが、どうもマッケンリーの側にいる仮面の男たちも相応に常じよう軌きを逸いつしているようだ。

「……言え。マックルは、どこだ」

「会ってどうするつもりだい？」

「説得する」

「説得すればこのテロ事件は終わると？」

「終わらないかもしれない。だが。彼女のチカラが、テロリストたちの行いを助長しているのは、事実だ。やめさせれば、犠ぎ牲せい者の数は減らせる」

「いいだろう。ＨＡＨＡ、わかりやすい。なるほどね、そういうことか。彼女のせいだったわけだ。そうならそうと早く言ってくれればいいものを。では君に依い頼らいしよう」

　当然、ヒデオは訝いぶかしんだ。

「依頼……、だと」

「その通り。マックルイェーガーを止めてくれないか」

　一度耳を疑った。

「……どういう、意味だ。また、からかっているのか」

「そうじゃない。やり過ぎたんだよ、彼女は。これじゃ死に過ぎだ。民間人の虐ぎやく殺さつはパフォーマンスのためにまあいいとしても、米軍、ＴＭＥともにあまりに死に過ぎている。最新の情報によれば、ヘビーアーマーまでフォースの少年たちの手にかかって相当数犠牲になったそうだ」

「っ……」

　考えるな。下らない話だ。

「データを実証する者も、戦訓を語り伝える者も、投入したテクノロジーを宣伝する者すらいなくなってしまったのでは、なんのための計画だったのか分からなくなってしまう。原因は？　このメガフロント全域が、マックルイェーガーの支配下にあるから？　それで一ヶ月以上は続くはずだった戦せん闘とうが、みんな死んでこの一両日中にも片が付いてしまいそうになっているだって？　……それでは意味が無いんだよ」

「戦争や、殺し合いに、意味なんてあってたまるかっ」

「なら、マックルイェーガーにそう伝えてきてくれるかな？　ヒデオ・カワムラ」

　いちいち癇かんに障さわる男は続ける。

「兵器という商品は悲ひ惨さんな状況下で長く使用されてこそ、その真価を問われるというものだ。この数キロ四方の都市一個丸ごとの、地下数十メートルから地上数百メートルまでが戦場だ。第一次大戦の塹ざん壕ごう戦どころではない、三次元構造の泥どろ沼ぬまの消しよう耗もう戦。もちろんその最中では大量の食料、燃料、医薬品が消費されるだろう。それを果か敢かんに伝える放送各局の株は上がりまくるだろう。一ヶ月もして視し聴ちよう者がショッキングな映像とセンセーショナルな報道に飽きる頃ころには街は荒こう廃はいし、全てが終わった暁あかつきには再開発のためにまた新たな需じゆ要ようが生まれるだろう。テロ対策の名目が付いた法案はほぼ無条件で審しん議ぎを通過し、今回のプロジェクトで実証された有用な兵器の獲かく得とくのために莫ばく大だいな予算が組まれるだろう。……ぜ～んぶ、我々、企き業ぎようのところに落ちてくる金だ」

「イカレている」

　そんなヒデオへ、マッケンリーは指差すようにナイフを向けた。

「そうとも、君の個人的な感情などお構いなしだ。その理解が及およばないほど莫大な金が、つまりは世界経済としてこれから動き出す。世界的な市場経済の停てい滞たいを打破し、資本主義の歪ゆがみを正し、開きすぎた貧富の格差を是ぜ正せいするための……これはチャンスなんだ。邪じや魔まをしてもらっちゃ困るんだよ。だからギブ＆テイクだ。君はマックルイェーガーを止める。我々はその後、ゆっくりと騒そう乱らんが終息していく中で金を儲もうける。儲けすぎた分は貧しい地域、子供たち、教育施し設せつに寄付をしよう。先進医い療りようの研究開発にも投資しよう。いい話じゃないか。もちろん望むなら、君にだって取り分をあげるよ。何億ＹＥＮ欲しい？」

　まともに話を聞くだけ、無む駄だだ。

「マックルは、どこだ」

「この上の階にいる」

　くそ、どこまでもっ……！

　たったその一つだけを聞き出すために、百も耳障りなノイズを聞かされた。ヒデオがもはや聞くべきことも無いと踵きびすを返すと、六銃身のミニガンが行く手を遮さえぎった。

「どくように、言え。マッケンリー」

「ミスター・カワムラを通して差し上げろ」

　おどけたマッケンリーの声で、ヘビーアーマーが左右に道を空けた。

「丸まる腰ごしで大だい丈じよう夫ぶかい？」

　今さら心配されることではない。

　ヒデオはマッケンリーを無言で一いち瞥べつするとレストランを後にし、進んだ。

　戦いに来たのではない。

　友人と、話をするために来たのだ。

　武器など、戦うチカラなど、必要あるものか。




　　　　④




　幹線道路上のトラックに航空爆ばく撃げきが突き刺ささり、ピンポイントで吹ふっ飛ばされた。架か装そうを剝はがされた鋼鉄のフレームが地上十数メートルまでも跳はね上がり、街灯を薙なぎ倒たおし、アスファルトを穿うがちながら転がっていく。

「空爆だ！　退たい避ひ！　退避！」

「どこでもいい、屋内へ逃にげ込め！」

「隊長、あの男は……!?」

「今はそれどころじゃない、放っておけ！」

　キョウジはそんな切せつ迫ぱくした賑にぎやかな声と行き違ちがいに歩いていた。

　ファントム部隊。最後に捕つかまったあの一機に突とつ然ぜん自爆されたせいで、頭ず蓋がい骨こつの何割かまで吹き飛ばされていた。スーツはぼろぼろ、皮ひ膚ふまではまだ治りきらずゾンビさながら、髪かみはぐしゃぐしゃに焼けて溶とけてしまったので、うなじからばっさり切り落とした。

「あー……。あーぁーくそ……ダッセェが……くそ……」

　ダサくても死んでないのであるから、進むしかない。ショーウィンドウのようなものに自分の姿を見たらダサさでショック死するかもしれないが、それまでは生きるしかない。

「……あー」

　キョウジは空を見る。

　まだ父が健在な頃、どこかの戦場を歩いたのを思い出す。その時と同じ状じよう況きようだ。最悪の気分。だからわかるのだ。

　これは、米軍が本気を出し始めたのだと。

　このままでは、全すべてアメリカに持って行かれてしまう。なんとか、その前に……〝組織〟のしっぽを摑まなければ。でなければ、ここまで来た意味が無い。と……同じようなことを、そのときは父が嘯うそぶいていた。

「……くそ……あーあ、何が幹部だよ見っけたら拷ごう問もんする前にいっぺん殺してやっかんなクソが……」

「あんたが死ね」

　どぼっ、とキョウジの脇わき腹ばらに大穴が空いた。

　血を吐はき、膝ひざをつきながら後ろを振り返ると、いつだか天あま白しろの本家で見た少女が、五十口径機関銃を腰だめに抱かかえ込んでいた。

「あっはは！　ばーか。ここまでストーキングしてきた甲斐かいがあったわ。死ね。死になさい。さっさと。早く。今すぐ」

「お……、くそ……」

　神器〝千変サウザ万化ンドアの器ームズ〟がスライム状に体内から溢あふれて体組織に成り代わり、即そく座ざに出血を止める。が、それ以外は頭部への致ち命めい傷しようを防ぐのに手て一いつ杯ぱいで、盾たてを作れない。四し肢しへ連続する命中弾だんに対処できない。骨や筋組織を失えば、さすがに立っていることができなくなる。

　ぐずぐずになったキョウジへ歩み寄りながら、千影は言った。

「は、ははっ……呆あきれるわね。なんでまだ生きてるの、あんた。何しに来たの。死ねばいいのに。死んでよ。ねえ、早く、死ね」

「くそ、てめぇ……」

　頭に銃口を押し付けて千影は尋たずねた。

「それさ、脳みそもその神器でできてるの？　神器で再生できるの？」

「うひゃ……さすがに、そいつぁ試ためしたことはねえかんなぁ……やってみるぅ？」

「ええ、もちろん、やるけど。その前になんであんたがここにいるの。あんたも今回の事件や〝組織〟に関係しているの？」

「違ちげぇよバーカ」

　千影は撃うった。情報だけは聞き出せるように、頭ではなく心臓の方であったが。噴ふき出したのは血ではなく水銀の塊かたまりのようなもので、すぐにそれが傷口を覆おおいつくす。

「げはっ……何が女難の相だチャンの野や郎ろうまるっきり当たってんじゃねぇかくっそッ……」

　また戦闘機が飛んでいく。

「早く言いなさいよ。私はあんたと違って、爆弾が落ちてきたら死ぬのよ」

「……あ……、くそ……」

　キョウジは呻うめく。

　ファントム部隊との戦いで消耗した、自分の中の無敵エネルギーのようなものが、いよいよ底をつき始めたことに気付いたのだ。

　撃たれても大たい概がい死なないが、今回の戦闘は受けた火力が大きすぎた。挙げ句はこの粘ねん着ちやく女子高生と来た。

　だからキョウジは諦あきらめた。

　元々、根が真面目まじめではない。粘ねばり強くもない。「死ぬまで絶対に諦めない」なんて、これ以上暑苦しくダサいことはない。今回はここまでなのだろう。潔さこそがサムライであり、ＣＯＯＬなのだ。

「わぁったよ……何が聞きたいってぇ？」

「あんたが首しゆ謀ぼう者なの？　国立展示場の件を忘れたとは言わせないわよ」

「だから違ぇよバーカ。てめえこそ一回言ったこと覚えらんねぇのかよダッセェな」

　撃たれた。恨うらみを持つサッカーボールのように蹴けられ、踏ふみつけられた。

「……げはっあ。で、他ほかにはぁ……？」

「じゃあなぜここにいるの？　あんたと〝組織〟との関連性は？」

「これが親おや父じから引き継ついだ仕事なんだぁよ」

　まるで意外な言葉に、千影は眉まゆをそびやかす。

「どういう意味？　あんたの父親っていうと、今の天白家当主の息子むすこよね。でも養子に出されて……」

「それが北陸にある召しよう喚かん師しの家だったんだとよ。親父は召喚師になったが、〝組織〟に利用された」

「……は？」

　キョウジはもそもそと無事な腕うでで胸むな元もとからタバコを取り出すと、首だけ起こして火を点けた。

「ふ～ぃ……まぁ俺だって聞いた話だかんよ。けど、こいつぁ世界中どこの軍も情報機関も握にぎってねえ究極のレア情報だぜぇ。木き島じま連隊は、親父が〝組織〟を潰つぶすために作った部隊だ。これはマジでな」

「冗じよう談だん」

　キョウジはお台場の方を煙草たばこの火で示す。

「前にすぐそこで暴れたのは、なんとかってプログラム手に入れたら何でも手伝ってくれるって、魔ま人じんの連中が言うからよ。ま、結局ガセだったかなんだか知らねぇけどな」

「ふざけないで。愉たのしみながら殺していたくせに」

「そりゃあお前……同じ仕事なら楽しくやる方が人生、有意義だべぇよ」

　引き金を引くだけでは飽あき足らぬ千影が、台だい尻じりでぶん殴なぐって……殴って、殴って。それも不毛だと思ったように、溜ため息いきをつく。

「……あんたと話していると、何もかも無駄に思えてくるわ」

「ひゃはっ。あんまイライラしてると、お肌はだが荒あれちゃうぜぇ……ま、そんなわけでよ。そっちこそ〝組織〟のこと知ってるんなら、ちょっと教えてくれるぅ？」

「っ……」

　キョウジから流れ出る水銀状のものが、細く鎌かま首くびをもたげた。

　それに気付いて我に返った千影が息を吞のむ。

　死に損そこないでも神器は神器。殺しても死なないアウター同士が、潰し合いをするためにあるようなオモチャだ。魔導障壁シールドくらい、わけなく貫かん通つうするかもしれない。たとえ針の先ほどであっても、大きな血管か重要な神経を引っかけでもすれば、人間は死ぬ。人造魔人でも、無事では済むまい。

　千影の手持ちのマシンガンでは……キョウジを殺しきるのは、間に合わない。あれだけかましたのにまだ平然と喋しやべっているようなバケモノなのだ。

「〝組織〟なんて……私だって、ほとんど知らないのよ。妖よう精せい使いさんが入れ込んでるってくらいで」

「あ？　誰だれよ」

「天白の家にいた、目付きの悪い男よ。いたでしょ、私を助けに来た」

「あー。あーあーあー、あーいつなぁ……あーんまり覚えてねえけど」

　じり、と千影は踵かかとを後ろへ滑すべらせた。

「彼もまだ、このメガフロントのどこかにいるはずよ……死んでいなければ」

「捜さがしてきてくんない？」

「そう思って歩いていたら、あんたがいたのよ」

　じりっ、とさらに後ろへ足を滑らせて、マシンガンを構え直す。

「おいおい、じゃあ何か。この状況で今のカレシの行方ゆくえより昔のオトコの復ふく讐しゆうに粘着しちゃってるのかよ。やべぇなお前……」

「は……？　私が？　ありえないわ。馬ば鹿かじゃないの。どう考えてもあんたのが異常者でしょ」

　たんっ、と降り立つ足音一つ。

「千影。無事でしたか」

「睡蓮？　どうして……じゃないわね。あなたの場合は、来るべくして来たってところかしら」

「マックルイェーガーを討うちに行く道すがら、見かけたものですから。それより……お前はなぜここにいる、天白の」

　すたんっ、と降り立つ足音もう一人分。

「復讐のためでしょう。彼の父は〝組織〟の機関に言い包くるめられ、精せい霊れいの研究に協力していたのです。精霊を兵器として利用されるとも知らずに」

「え……じゃあ、こいつの言っていることって……」

　千影の声に、シシルは頷うなずいた。

「企たくらみに気付いてからの木島隆りゆう次じは、その悪用を防ぐために傭よう兵へい団を率いて戦っていたようですが、南米で返り討ちに遭あったと聞きます。あなたは父親の復讐のためにその〝組織〟を追っている……違ちがいますか、木島キョウジ」

「復讐じゃねえよ。仕事だよん。誰よお前？」

「通りすがりのシスターです」

　それはない。

　とみんな思ったが、誰かが口に出すより早くシシルは続けた。

「要するにオートラインがフォースに用いた技術の発ほつ端たんは、彼の父です。途と中ちゆう、マックルイェーガーと盟約を結び、共きよう闘とうもしていたようですが……マックルイェーガーも結局は敵かなわず、〝組織〟に与くみしているというわけです」

「あいつもここにいんのかよ」

　キョウジの言葉に、睡蓮は冷たく返した。

「お前には関係の無いことです」

「それより睡蓮、妖精使いさんを見なかった？　ミサキ・カグヤと逃にげたみたいなんだけど、煙えん幕まくで見失ったのよ」

　それでヒデオは毎回一番厄やつ介かいなところに顔を出す性しよう分ぶんだからと、万一に備えてマジェストの方に張り付いていたら……キョウジが現れた。

　今に至る。

「いえ、わたくしはここまで見ていませんが」

「闇やみ使つかいですか。近くにいれば闇の精霊の気配で気付きますよ、この私は」

「そう……じゃあ仕方ないわね。今回の件、私の知る分には妖精使いさんが焦しよう点てんになっている節があるみたいだから、なるべくなら一いつ緒しよにいたいのよ。全容が摑つかみやすいわ」

　それを聞いて、二本目のタバコを点けたキョウジが言う。

「へぇ。そんなすげぇやつなわけ。いや、あいつ確かカスターの野郎とあのガキどもと……なんだよ、結構会ってんじゃねえか。へえ。あれがねぇ」

　シシルが補足した。

「詳くわしくは知りませんが、〝組織〟の幹部とも面識があるのは彼だけでしょう」

「誰でもいいから、あとで紹しよう介かいしてくんない？　連れん絡らく先教えるからよ」

「ではわたくしが盾たて代わりに、連れて行ってやりましょうか」

「おいおい俺様のキュ～ティクルな髪かみを引っ張んじゃねーよっ……！」

　睡蓮がウサギの耳でも持つようにキョウジの髪を引っ張り上げたとき、向こうに人ひと影かげが見えた。

　悪あく趣しゆ味みなくらい仕立ての良いデザイナーズスーツ姿の、金きん髪ぱつの男。それを取り巻く仮面を着けた召めし使つかいのような男たちと、重火器で武装したヘビーアーマー。

「もう、こんなやつに構ってたせいでっ……！」

　千影がマシンガンを構えると、ヘビーアーマーの一人が声を上げた。

《！　ボス、あの女とあの男です！　前に俺の部隊を無茶苦茶にしやがったのは……！》

「……なるほど。こういう日はそういう因果が強く作用するのだろうね。いいよ、君たちの好きにしたまえ」

　金髪の男が言い、ヘビーアーマーが大おお仰ぎような銃じゆうを構える。だがそのときには、キョウジを手放した睡蓮が弓を引き終えていた。

「聞く耳がなかったか覚える頭がなかったかは知らぬが、二度目はないと言ったぞ」

　矢を放つ。

　音も無く、ヘビーアーマーの一人の上半身が血ち煙けむりとなった。

　名前の由来である、ヘビーアーマーのプロテクターごと跡あと形かたもなく消し飛んだ。馬鹿みたいに残った下半身だけが、遅おくれてバタリと倒たおれ腸はらわたをぶちまける。

「他は初めて見ますが、この場は危険です。悪あしきモノに憑つかれる前に、疾とく立ち去りなさい」

　突とつ然ぜんすぎて何が起きたのか、どういう意図で何を言っているのか理解できる者は少ない。

「へひゃひゃ！　あのダッセェ連中連れて歩いてるって、どー見ても幹部だべ！」

　ヘビーアーマーと千影が撃うち合いを始めた最中、いくらかの身体機能を回復させたキョウジはすっくと立ち上がった。

　睡蓮だけはどうにも厄介なので狸たぬきの真似まねをしていたが、ただの人間相手なら問題ないのだ。キョウジは銀の触しよく手しゆを伸のばし、残るヘビーアーマー三人の喉のど笛ぶえを引き千切る。

「よぉ、てめーらのアジトってぇの？　本部？　そういうの、どこにあんのか教えてくれよ。あんた、〝組織〟の人間だべ？」

　仮面男数人に庇かばわれた後ろで、スーツの男はさほど動じる様子もなく言った。

「ないよ？」

「……はぁ？」

　男のスーツに負けぬよう、キョウジは雑ぞう巾きんよりぼろぼろになっている自身のジャケットの襟えりを整えた。

「しらばっくれてんじゃねえよ。こっちは青春時代に、幾いくつかてめーらのそういう施し設せつ潰してんだぁよ」

「なるほどね。そういうのはあるだろうね。でも、私は持っていない。強しいて言うなら、あそこにあるビル。あと、アメリカに私が名めい誉よ顧こ問もんを務めるシンクタンクが幾つかあるが……別に、そういうのではないんだろう？　君が探しているのは、マッドサイエンティストが世界征せい服ふくのためにバイオモンスターやダークエネルギーを開発しているような巨きよ大だいな地下研究施設だ。そしてそこに君臨する悪の首領ドンをやっつけたいと思っている」

「お……おう」

「では、他の幹部を当たってくれたまえ。私はそんな場所に行ったこともないし、私の連絡先リストにそんな人物の電話番号は載のっていない」

「ハイそうですか、で帰るわけねぇべ」

　再びキョウジの腕うでから伸びた銀色の触手が、今度は仮面の取り巻きたちへ襲おそいかかり……しかし、全て手刀や手持ちのトランクで弾はじかれ、かわされた。

「フツーの人間じゃねぇな。何喰くってやがる」

「やれやれ、ＣＯＯＬＳのキョウジ・キジマ社長からのアポイントメントは入っていないはずなんだがね……」

　男は懐ふところから金色のクレジットカードのようなものを取り出し、高々と掲かかげる。

「ＭＯＮＥＹ　ＰＯＷＥＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ!!」

　男の全身が金色の光に包まれた。

　それが止やむと、マスク、マント、タイツ、ベルト、全身金色のアメコミヒーローのような男が立っていた。

「ミスター・ダラー、参上！」

　仮面の召使いたちはその神こう々ごうしいまでの輝かがやきを前に恭うやうやしく膝ひざを突つき、それを讃たたえるように溜ため息いきと共に頭を垂れる。

「来たまえ、キョウジ・キジマ社長。フィットネスの時間だ」

「お…………おう」

「マニダァゴアーパカッＭｏｎｅｙ　Ｄｒａｇｏｎ　Ｕｐｐｅｒｃｕｔ!!」

　ステップは一いつ瞬しゆんで完かん了りようした。地を切り裂さくほど低空からの黄金のアッパーカット。銀色、神器の盾が半自動的に受け止めたが、方向が悪かった。上からの力であれば受け止めることもできるが、人間は空に向かって踏ふん張れるようにはできていない。

　人間大たい砲ほうか何かのように、キョウジはビルの谷間をすり抜ぬけ遥はるか彼方かなたまで飛んでいった。

「……えっ」

　と、千影の方が一瞬はやく我に返って瞬まばたきした。

「えっ？」

「落ち着きなさい千影。落ち着くのです」

「いや、あなたこそなんで興奮気味なのよ睡蓮。どう控ひかえ目に表現しても、オッサンのコスプレよあれ」

「わ……わかっています……！」

　これはわかっていませんね、とシシルがこっそり呟つぶやいたが。

「ＨＡＨＡＨＡ！　悪いがサインはしないよ、お嬢じようさんたち。筆ひつ跡せきから私の正体がバレるといけないからね」

「……、そうですか」

「す、い、れ、ん！」

　千影は露ろ骨こつに肩かたを落とした睡蓮の胸ぐらを摑むと、一音ごとに睡蓮の頰ほおをぺちぺち撫なでた。べちん、と一発にまとめてはたき返され、千影はひっくり返った。

　向き直って睡蓮。

「……あなたは、どちらから来たのですか。この辺りでマックルイェーガーという女と、川かわ村むらヒデオという男を見ませんでしたか」

「いたよ。ヒデオ・カワムラであればマックルイェーガーと話をしたいと言って、そのビルを上っていったよ」

　彼は親指で、背後にそびえ立つガラス張りの黒っぽいそれを指差した。

　シシルが目を見開いたまま小首を傾かしげる。

「……マックルイェーガーがあの最上階付近にいるのはわかります。しかし、闇使いの気配はないようですね」
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「そうかい？　つい先ほどまで、私……いや、マッケンリー社長と話をしていたんだけどね」

「誰だれもそんな設定気にしてないわよ」

　目付きをＭＡＸ鋭するどくしながら立ち上がる千影に、睡蓮はそっと耳打ちした。

「千影、こういうのはお約束というのです。言わば聖十サンタ字翁クロースのようなもので、察して口にしないのが粋いきというものなのですよ」

「はいはいあなたの中ではそれが真実なの……ねっ」

　千影はやり場のない怒いかりを弾たま切ぎれのマシンガンに込こめて、どこかへぶん投げた。それで代わりに、ヘビーアーマーの遺のこした武器を拾い上げる。

「とりあえずミスター何とかさんは、ＴＭＥとは関係ないのね」

「ないよ」

「つまりあなたを今どうにかしても、この事件は終わらない。それでＯＫ？」

「ＯＫ、その認識で間ま違ちがいないよ。今回の事件を起こしたのは〝組織〟ではなく、ザ・マザーアースさ。なのに君たちも、ＴＭＥではなくマックルイェーガーを追うのかい？　ヒデオ・カワムラのように」

　ミスター・ダラーの言葉を、シシルが肯こう定ていした。

「私もキリングマシーンも、〝組織〟やテロリストをどうにかするために来たわけではありません。しかし後日、この場にあなたがいたことは問題となるでしょう」

「精せい霊れいの庭……いや、元老院で……かな？」

「！　……召しよう喚かん師しでもないあなたが、なぜその名前を……」

　ジェット戦せん闘とう機の爆ばく音おんが会話を断ち切った。

「夜遊びはほどほどにしたまえ、お嬢さんたち！　ではさらばだ！」

　ミスター・ダラーが路地の向こうへと走り去っていった。召使いたちもそれを追って走って行った。

「……空を飛んだりは、しないのね」

「そのようです」

　そう言った睡蓮は心なしか肩を落としていたが、千影もシシルもいちいち言わなかった。
















　　　　①




　通路から階段を上がり、また通路に出る。

　ヒデオの目の前に広がる景色。雰ふん囲い気きが変わった。

　そのフロアは一転して社屋という感じではなくなった。部外者を招待するタイプの内装ではない。窓は一枚もなく、潔けつ癖ぺきで無機質な雰囲気。どちらかと言えばこれは、研究所だ。

　たとえるなら……アクアリウム号の船底で見たような。

「……」

　マッケンリーはああ言っていたが……その話には、整合性を感じられた。

　世界警察を標ひよう榜ぼうするアメリカは絶対にテロリストとの交こう渉しようのテーブルに着かないだろう。一方のザ・マザーアースとて、さっきの演説を聞いた分にはスタンスは同様だ。ならば見付け次し第だい撃うつ者同士、撃てば当たるという特とく殊しゆな状じよう況きよう下にいるのだから、それはあっという間に双そう方ほう壊かい滅めつ状態まで陥おちいるだろう。

　そうして……一ヶ月以上続くはずの市街戦が、マックルのチカラで今日明日中に片付くとしたら、どうなるだろうか。あまりに早く片付いたのでは、何千人死のうとも事件扱あつかいだ。その後の展望を目もく論ろみたい〝組織〟の計画は、破は綻たんするに違いない。ならばそのためにマックルのしたいままにさせ、いま眼下に広がる戦闘の激化をただ見過ごせとでも？

　だが長引いた上での犠ぎ牲せい者数が何千人なら、それこそ後世に戦争と呼ばれるべきものになるだろう。やがて国連が動くような事態となれば、比ひ較かくにならないほどの人が動き出す。人が動けば比例して金が動く。金。企き業ぎよう。技術。〝組織〟……ともすればミサキの危き惧ぐするような、第三次世界大戦への道筋を辿たどることになるかもしれない。

（だが……）

　だが、たとえそうだとしてもだ。

　どうあれ、マックルにやめさせるのだ。

　その上で……人間同士の努力でのみ、こんな愚おろかな殺し合いも、第三次世界大戦も、やめなければならない。それでこそ本当のはずだ。

「………」

　ビルの中心部に向かって設置された、大きな両開きの搬はん入にゆう路。ヒデオがその前に立つと、扉とびらは自動的に、わずかな作動音だけで、左右にスライドして分かれた。

　最初、室内はぼうっと薄うす明あかるいように思えたが、すぐに気付く。蛍けい光こう灯とうのような専用の光源がないだけで、壁かべ一面がモニターで埋うめ尽つくされている。映っているのはデータや何かではなく……恐おそらく、現在のメガフロントの様子だった。

　しかし……このビル自体は非常用発電機で電源を確保しているとしても、街頭の防犯カメラなどどうして生きているのだろうか。これもデータ収集の一いつ環かんなのだろうか。

「そうじゃないのよ、ヒデオ」

　フロアの何割かを占しめるだろうだだっ広い空間。何百ものモニターに囲まれた中心部に、見覚えのある機械……言わばアクアリウム号にあったようなあの科学の祭さい壇だんがあり、そこに、軍用ジャケットのようないかつい私服姿ではあるが、あの装置を被かぶったマックルがいた。

「そっか。最初に辿り着いたのが、よりによってというか、やっぱりというか……あなたなのね。ヒデオ」

　耳に馴な染じんだ彼女の明るい声こわ色いろで、ヒデオの中の緊きん張ちようが噓うそのように解けた。

　ヒデオは先に進み出ながら言う。怒おこるでも責めるでもなく、自然と、思ったままが言葉となった。

「……聞きたいことが。たくさんあるんだ、マックル。なぜこんなことが、起きたのか。なぜ君は、ここにいるのか。どうすれば、この戦争が終わるのか」

「うん、うん。じゃあ、一番最初の疑問から答えるわね。この部屋の画面に映っているのは、まちかどカメラの映像じゃないわ。メガフロントにいる兵士一人一人の視点。つまり今、あたしが捉とらえている全すべての視界」

「……君はそうやって、一人一人の、撃った弾を。制せい御ぎよしているのか」

「そんな面めん倒どうなことはさすがにしていないわね。対象が違うわ。一人一人じゃなくて、この島に対する……この機械から半径何キロって言ってたかしら……まあ、個体ではなくて場所に対する加護なの。狙ねらいやすくて、当たりやすい。そういう『場』になっているのよ」

　空間全体へ大きく手を広げるように、マックルは言う。

「聖地って言うと、もうちょっとイメージしやすいかしら。悪いことは起きにくくて、幸せなことが起こりやすい土地。今ここではあたしが神さまだから、兵士にとってのそういう地になっているの。もちろん意識すれば、誰だれか一人に特別強い加護を与あたえたりもできるけどね」

「……君が。起こした、戦争なのか」

「さっきのマッケンリーの言葉がほぼ正しいわね。最近のザマスは時間や場所を問わずに戦場を作り出すから、みんなその動向に注目していて、それを何かに利用できるはずだと誰もが考えていたの。だからあたしは言ったのよ。そう考えているみんながある日、その一日に一いつ斉せいにテクノロジーを試ためしたりしたら……まるでテストの日ね、って」

　装置を被っているので口元しか見えないが、その口元は綻ほころんでいる。

「ええ。みんなが一斉だったわよ。砂鉄に磁石をくっつけたみたいに、一斉にその方向を向いたの」

「なぜ。幹部同士が、足を引っ張り合うような関係なら。他ほかを出し抜ぬいて。自分の勢力のテクノロジーだけ、試す方がいいじゃないか」

　ヒデオの質問にマックルは答える。

「今日を境に、幾いくらかのテクノロジーが一いつ般ぱんの軍事技術として浸しん透とうし始めるわ。そうなったらほんの数年で、現在ある戦術教本が全て書き換かえられることになる。マジェスト、ヘビーアーマー、アームズボット、メゾドラッグ、ステルスヘリ、スーパージャマー、アンチソナー、エトセトラエトセトラ、などなどなど、他。このメガフロントで行われているのは、ただの性能試験じゃないわ。次世代の戦場の試験的再現なのよ」

　他で正規軍に勝てても、ここで実用に耐たえられなければ数年後には陳ちん腐ぷ化する。ここで活かつ躍やくできなければ、他の技術に取って代わられるのが明白な、先のない技術。

「で、二つめの質問の答え。せっかく戦争が起きるっていうなら、銃じゆうの神さまとしては、一ひと肌はだ脱ぬがないわけにはいかないのよ。それで今、あたしはここにいるわ。人じん為い的にトランス状態を作り出すＡ薬とＢ薬を用いた……ええと、『戦場における精せい霊れいの影えい響きよう力の有効性の実証実験』、だったかしら。本当ならシュウトの指揮で、ナイトたちも参加させられていたんでしょうけどね」

「彼らが。承しよう諾だくする、はずがない」

「でもね、巻き込まれたらどうかしら。今回は四人とも、たまたまこの島に遊びに来ていたみたいだけど……別にそんなの、ヒデオじゃなくてタカシやシュウトが招待していても同じことだったわ。そして彼らは巻き込まれる。火の粉が降りかかったら、誰だって払はらおうとする。結果的にあの子たちもザマスから散々逃にげ回って、限りなく実戦に近い体験をしたわけでしょ」

　破壊と殺さつ戮りくを行ったのは、〝組織〟とザ・マザーアースだ。だが……昨夜、ナイトたちをこのメガフロントに呼んだのは、他でもない自分だ。

「ま、ま。そう自分を責めるものじゃないわ、ヒデオ。だからあなたは気が優やさしいとか、気が弱いなんて言われるのよ。お膳ぜん立だてをしたのは〝組織〟、引き金を引いたのはザマス。それがあなたの認識のはずでしょ」

「……」

「三つめの質問に答えましょうか。どうすればこの戦争が終わるか？　簡単よ。このあたしを倒たおし、この世界から消し去ればいいのよ」

　ヒデオは否定する。

「そんなはずがない。マッケンリーは、君一人をどうしたところで、何も変わらないような口ぶりだった。君が。……君自身がこの戦争をやめさせることは。終わらせることは、できないのか。銃の神のチカラで。そうすれば……」

「できないわ。あたしはそれをしてはいけない。戦神として自分を否定することはできないの、ヒデオ」

　マックルが頭の装置を外した。壁のモニターパネル群は徐じよ々じよにノイズだらけとなり、やがて何も映さなくなった。

　いよいよ薄暗い中でマックルは祭壇から降り、無骨な古めかしい軍用ヘルメットを被る。

〝ヒデオ。そこにいますか〟

　唐とう突とつに脳のう裏りに響ひびいたのは睡すい蓮れんの声だった。

〝マックルイェーガーはそこにいますね〟

　いる。

　いるが……。

〝わかりました。恨うらむならわたくしを恨みなさい〟

　ぞっ、と背筋が凍こおった。

　睡蓮は何かするつもりだ。

　ヒデオはなんとなく、その声が後ろから聞こえていたような気がして、横に跳とび退のいた。

　現金なものだ。あれだけ大勢の死を目まの当たりにしたのに、それでも自分が死ぬことが一番恐ろしい。

　飛び込むように床ゆかに伏ふせた直後、髪かみ先のほんの上辺りを、ふっと何かが通り過ぎたような気がした。

　一いつ拍ぱく置いて破は砕さい音。それとも崩ほう落らくするような。

　目を開けたときには、壁がなくなっていた。

「ッ……」

　ヒデオは絶句した。一面の壁がなくなっていた。そのフロアより上には、夜空以外はなくなっていた。瞬まばたきの間に、ヒデオとマックルのいるそのフロアが屋上になっていた。
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「……さすがね、神殺し……！　なるほど、これが本気ってことね！」

　ヘルメットの鍔つばの下で、双そう眸ぼうを輝かがやかせたマックルは嗤わらっていた。防いだのかかわしたのか、ヒデオは見ていなかったが、それでもマックルの身体からだからは消しよう耗もうしたように、神こう々ごうしく、淡あわい光の粉が舞まう。

「でも狙いが甘かったわね！　あと五メートル下なら確実だったけど、それじゃあヒデオまで死んでしまうものね！」

　その視線の先に、すでに神殺しの巫女みこが舞っていた。

「ならばこれで堕おとし奉たてまつる!!」

　二つ向こうの高層ビルからほむらに投とう擲てきされた睡蓮が、高空から弓矢で狙い定める。

「あなたじゃ無理よ、時代遅おくれの神かぶれ!!」

　銃の神が両りよう腕うでを広げた。翼つばさのように、右に五門、左に五門のミスリル銀製八十八ミリ高こう射しや砲ほうが広がる。

　射る。

　撃うつ。

　群ぐん青じようの炎ほのおをまとった矢は、砲弾を打ち砕くだく。百分の七秒のうちに時間差で五発。全て砕いたが、それで軌き道どうを逸そらされた矢は、マックルではなく向こうのビルの土手っ腹を消し飛ばす。

　そして高射砲十門の斉射のうち残り五発が睡蓮に直ちよく撃げきした。

　装しよう束ぞくは煤すすけ、ぼろになって、こちらのビルにまでは足が届かず、地に引かれ墜おちていく。

　やがて、砲声以上の咆ほう哮こうがジェット戦せん闘とう機よりも夜の大気を震ふるわせた。

「げらげらげら!!　ざまぁねえ!!　あの小生意気な小こ娘むすめが死にやがった!!」

　悪あつ鬼きの姿を晒さらしたほむらが髪を振ふり乱し、夜空を高く跳び、爛らん々らんと目を光らせてマックルの眼前に降り立った。

　両手の指を組み合わせ、振り上げる。

「はー！　はー！　ヨダレが止まらんぜぃ!!　ここまで若わけぇ女神サマの肉は初めてだぁああああ!!」

　ほむらが渾こん身しんで振り下ろしたハンマーナックルを、マックルは頭で受けた。

　否、頭ず突つきで合わせたのだ。

　砕けたのは、ほむらの両りよう拳こぶしの方だった。

「ッ……!!」

「悪いけどあたし、銀の銃弾なんてシャレたものは持っていないわよ……！」

　剝むき出しになったほむらの腕の骨を握にぎり、引き付け。ヨダレと、噴ふき出た鮮せん血けつをヘルメットに被かぶりながら、巨きよ軀く目め掛がけて右の拳を振り抜いた。

　それ自体が砲弾とでも言わんばかりに鬼おにの巨軀、胸むな先さきから上が爆はぜる。血と肉のシャワーの最後に、カッと真っ赤な眼めを見開いた巨大な生首がどんと落ち、ごろんと転がった。

「ナメたわね、鬼さん。バケモノにやられるような神さまはいないわよ」

「そうです」

　立ち尽つくしたままのほむらの腹ふく腔こうの向こうから、ハルバートがマックルの胸を突ついた。銘フェルーカ。ようよう姿を見せたシシルが、鬼の亡なき骸がらをカモフラージュにしてマックルを貫つらぬいたのだ。

「悪あく魔まを殺すのは、主の加護を得た人間のみが果たせる務めです……死ね、邪じや神しん!!」

　青白い光と共に、貫かれたほむらの半身がパッと燃え上がり、塩と化す。

　そういう、超ちよう常じようのエネルギーが蓄たくわえられたハルバートの柄えを……。

「っ……あたしから言わせればね。スイレンも、あなたも。充じゆう分ぶん、立派なバケモノよ……！」

　マックルはハルバートの柄を摑つかみ、自身の胸から引き抜ぬいた。

「!?」

　シシルが両手で押さえ付ける。マックルは、さらに押し返す。

「馬ば鹿かなっ……！　邪神がなぜ聖なる光に焼かれない……！」

「シシル……ニンゲンは、魔法を使わないわ。先祖代々受け継つがれる、よくわからないチカラとか。万能属性の加護とか。そういうズルをしないのよ。自分たちが考えた武器で戦うの。知性と勇気で戦うの」

「正しく人間です、この私は！　主を何より愛するこの私こそ！」

　シシルが両手で振ふるおうとするフェルーカを、マックルは摑んだ片手で押さえ込む。

「いいえ、いつかきっと目を覚ますわ。あなたは信しん仰こうを逃げ場にした、ただのキリングマシーンよ。自分の全すべての行動を神のためと言い訳して、その責任から逃のがれているだけの家出娘」

「黙だまれポルカプッターナ!!」

　逆上したシシルが両眼を見開き、聖なる気を爆ばく発はつさせる。真っ青な光がマックルを打ちのめし、束そく縛ばくを解かれたフェルーカは大上段まで振り上げられる。

「異教徒どもなど知るものか！　塵ちりに返れマックルイェーガー!!」

　マックルが床が砕けるほどの勢いで飛び退いた場所に、紙一重でシシルの放った火柱が駆かけ抜ける。光の粉を尾おに曳ひきながら。

「ニンゲンだと思うならっ！」

　マックルが後ろから前へと手を薙ないだ。

「これで死んでごらんなさい!!」

　その軌道上に、七銃じゆう身しんの常軌を逸いつした巨大なガトリング砲が現れる。




　ドォンッ[image: !!!]




　一秒足らずの連続発射に大気が唸うなる。

　シシルを覆おおう神聖なる光と、彼女の構えたフェルーカは、三十ミリ劣れつ化かウラン砲弾の一つたりとも貫かん通つうを許さなかった。だが全てを相そう殺さいはしきれず、シシルの身体はビルの外へ跳はね飛ばされ、くの字にひしゃげたフェルーカはさらに彼方かなたへと弾はじき飛ばされていく。

「っは！　ははっ……!!」

　睡蓮とシシルの落ちていったビルの谷底を見下ろし、そこにほむらの首も蹴け落おとしてマックルは笑う。

「あははははははっ……！」

　無邪気な少女のように、彼方に向けて笑いかける。

「……そっか！　これね!?　これなのね、あなたたちがいつも見ていたもの！　感じていた気持ち！　達成感と高こう揚よう感と爽そう快かい感と優ゆう越えつ感！　兵士たち、あなたたちは勇ゆう敢かんだった！　だから戦ったんだわ！　わかるヒデオ!?　これが戦いの本質なのよ！　あはぁ……!!」

「……わかる。だが」

　マックルが小こ躍おどりする足をぴたりと止めた。

　パチクリ。

「だが？」

「たった一人がそれを得るために、とても大勢が。辛つらく、悲しい思いをするんだ」

　マックルの顔から、笑えみが消える。

「……ヒデオ」

「いま君が得たその幸福と。戦うことを知らない、戦うこともできない多くの人たちの不幸は……絶対に、釣つり合わないんだ」

「あなたはつまらないわ、ヒデオ」

　戦闘機の行き過ぎる音がした。二機か三機。その数秒後にまた、同じ数。地上の方から、爆音が轟とどろいた。マジェストが使っていたようなものより、さらに大きな爆発がビルに反はん響きようし、こだまする。閃せん光こうが、メガフロントの夜景を照らし出す。

　このビルの頂上にまで、ビリビリと地じ響ひびきが伝わってくる。

「……終わりね」

　さっぱりした表情で夜景を見み渡わたしながらマックルが言った。

「ヒデオ。残念だけど、遅おそかったわ。もうすぐこの戦いは終わる」
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　ジェット戦闘機の轟ごう音おんが遠くに去ってから、ヒデオは問う。

「終わる……。終わる、のか。本当に」

「ええ。そうなるように私が早回ししたんですもの」

　早回し。

　撃てば当たる殲せん滅めつ戦の様相。

「でももっと見たかったわ。もっともっと見たかった。戦争を見たかった。人間の生きる姿と死に様を見たかった。第一次大戦、第二次大戦は本当に素す晴ばらしかったわ。みんなみんな生きることに必死になっていた。兵士も、その家族も、生きるためだけに生きていた。この世界に存在する全ての原色をちりばめても足りないくらい、毎日、毎晩、世界中が何百億個の銀河よりもキラキラと輝かがやいていた。死の瞬しゆん間かんに見える命のきらめきよ。あなたたちじゃ絶対に見ることのできない、本当の魂たましいの輝きよ」

　夜空を見上げて彼女は言う。

「でも、今のあなたたちは違ちがうのね。人生なんてつまらないって言うわ。お金なんて下らないって言う。社会は間違ってるって言う。夜の星空の方が美しくて、野生の動物たちの方が素晴らしいって言う」

　マックルは視線を落として、肩かたをすくめた。

「それがね。あたしには、よくわからない。どうして？　星なんて何十億年も前からず～っとそこにあるだけじゃない。野生動物なんて食べるか寝ねているだけじゃない。ニンゲンの方がずっとすごいのに。生まれて、生きて、いろんな物を作って、必死に大戦を生き抜いて、どうにか核かく戦争を回かい避ひして作り上げたこの奇き跡せき的な平和が……その中で生きることが、どうしてつまらなくて悪いことなの？　どうして……、あなたたちは戦時下と同じように、生きるために生きられないの？」

　嘆たん息そくして。ガッカリした様子でマックルは続けた。

「だから残念だけどヒデオ、こんなのは戦争のうちに入らないわ。戦争っていうのは国家間の闘争よ。だからこそもっと陰いん惨さんで、卑ひ劣れつで、卑ひ怯きようで、容よう赦しやなくて……だからこそみんな必死で、もっと熱くて、悲劇も勝利も、物語としてお金を取れるほど胸の昂たかぶるものなのよ」

「……そんなのは、上辺だけの詭き弁べんだ。まるで、戦争なんて絶対に身近で起きないと、高をくくっている人間の言い分じゃないか。君の言うべき言葉じゃない」

　マックルは微笑ほほえむ。

「いいえ。ここで起きたのは殺さつ戮りくという行こう為いだけ。闘争じゃなくて、人を殺す作業があっただけなのよ。殺す方は、それが仕事や義務だと思いながら引き金を引いただけ。殺された方は、目の前の光景を映画みたいって思いながら、そのうち警察か何かが解決してくれるって思いながら死んだだけ……」

「そんな言い方を、するなっ！」

「いいえよく聞いてヒデオ。第三次世界大戦はそうなるわ」

「っ……」

　ミサキがそんな未来を言っていた。

　そしてマッケンリーも同じようなことを予言していた。

「繰くり返すけど、ここで起きたのは、未来の戦場の縮図よ。薬やく剤ざいで恐きよう怖ふ心とモラルを抑よく制せいされた兵士が、安全なパワーアーマーを着たり、安全なマジェストに乗ったりして、安全な自動兵器に露つゆ払はらいさせながら闊かつ歩ぽする。殺される方は完かん璧ぺきな戦略と戦術と装備の前に、なすすべもなくただ殺される。それって何かしら？　勝利が約束されているんじゃ、ゲームにすらならない。ただの作業よ、そんなの。映画でパットンが言っていたわ。勇気が伴ともなうから殺人も栄光に輝くんだ、って。英えい雄ゆうもいない。臆おく病びよう者もいない。軍隊もない。将軍もない。生き死にだけの戦争に何の意味があるの？」

　マックルは問う。

「答えられる？　生き死にだけの戦争に、何の意味があるの？」

　考えすぎだとか、そんな未来は来ないとか、そもそも。

「……戦争自体に、意味なんてあるものか」

　ヒデオはそう言った。そう言うだけであれば簡単だ。自分はそう思っている。それが真実だと信じている。

　だが、……だが。

　それは、戦の神を説得できる言葉ではなかった。

「戦いには、勇気が必要なのよ。あなたたちはもう少し悟さとった方がいいわ。〝命〟と〝自分〟を同一視しすぎていることを。命なんてそこまで特別なものじゃない。もっと一いつ般ぱん的で、もっと普ふ遍へん的なものよ。もっと簡単に死ぬものなのよ。生きているのは自分だから、自分を大事にするのはわかる。でも自分を大事にし過ぎるせいで安全と平和だけを追求して、リスクを世の中からどんどん排はい除じよして、勇気を振るう場面がなくなってしまったら……そこで生きるあなたたちはもう、動物ですらないわ。生まれたときから人生という作業をこなすだけのロボットよ」

「だが……だからって。戦争だけが、そのために必要なわけでは、ないはずだ」

「必要がなくても、意味なんてなくても、戦争自体は起きるのよ」

「ッ………」

「そういう戦場が訪おとずれようとしているわ。そういう世界が数百年後には訪れるわ。あたしはそれを阻そ止しするの。だってあたし、銃の神さまだからね。戦神として、自分の存在を認めるためには、戦争そのものを正当化しなくちゃいけない。今日ここで起きたような、物語にもならない作業場の存在を認めるわけにはいかないのよ」

　溜ため息いき。

「科学の発展がもたらした急速な世の移り変わりには、古い神さまたちはもちろん、比ひ較かく的新しいあたしでさえついて行けなかったわ。そして大半のチカラを失っていたあたしには、〝組織〟に抗あらがうだけのチカラも残ってなかった。せめて〝組織〟に協力するフリをしてそれ以上のチカラを蓄たくわえようとしたんだけど、それも叶かなわなかったわ。だから……ただ利用されるだけの存在となる前に」

　マックルは、その手に召しよう喚かんした拳けん銃じゆうをヒデオに向かって投げた。不思議と。

　否、それこそが最も鮮せん烈れつな加護であるかのように。

　拳銃は吸い込まれるようにして、ヒデオの手中に収まった。

「あなたが倒たおすのよ、ヒデオ」

「……なに、を……」

「あたしを」

「……マックル」

「いつだかシシルに邪じや魔まされたときの続きを言うわね、ヒデオ」

「待ってくれ……」

「あなたに、あたしを消して欲しい」

「そんなことのために、来たんじゃないんだっ……」

「そのためにあたしはあなたに近付いたのよ」

　彼女との唐とう突とつな出会いからの全すべてが、ヒデオの脳のう裏りをフラッシュバックする。

「死ぬため、に……？」

「役目を終えたから消えるだけよ、ヒデオ。あなたが倒さなければいけない。このあたしを、勇気を持って倒すのよ。あなたが、この事件を一日で終結させる。そしてあなたは聖せい魔ま王おうとしてだけでなく、この表側の世界でも英雄になるの。世界の表側にだけ依よって立つんじゃ、〝組織〟の権力と資金力に潰つぶされる。でも世界の裏側に『聖魔王』としてのバックボーンを持つ、あなたなら」

　ヒデオは頑がんとして首を横に振ふった。

「馬ば鹿かなことを、言うな……」

「お願い、ヒデオ。あたしじゃ〝組織〟に勝てなかった。だからあなたに倒して欲しい。人格を失ったあたしのチカラが、戦争をコントロールするためのデバイスと化してしまう前に。あたしが、あたしであるうちに。世界をコントロールするのは、精せい霊れいでも、科学でも、特別な存在でもない。いつだって、ただの人間でなくちゃいけない。だから……ただの人間であるあなたが、あたしを消して」

「……」

　彼女が満面の笑みで右手を薙ないだ。

　そして声高らかに告げる。




「我こそは魔王ザミエルである！」




　マックルが笑顔のまま左手を薙いだ。




「我こそは聖バルバラにして聖フーベルトである！」




　満天の星に向かって両手を掲かかげる。




「人の作りし億千万の鉄血鉄火、その全てを纏まといしこの世最後の戦神であるッ──!!」




　空の色が塗ぬり替かえられた。

　星に覆おおわれていた夜空の黒は、星の数ほどの銃じゆう砲ほうの黒金色に埋うめ尽つくされる。

「さあ始めましょう、ヒデオ」

　そう告げたマックルの身体からだには、もう半分以上も色がない。

　彼女の手にした一丁のピストルが、ゆっくりと、ヒデオの眉み間けんを狙ねらい澄すます。全ての銃口と砲口が同じ点を指向する。

「甘えは抜ぬきよ」

「マックルっ……」

「もう最さい期ごだから、あたしは撃うつわ。あなたごとぶち抜く。このビルの天辺からこの東京湾わんの最深度まで全て穿うがつ。ミーコなら一口でぺろりと食べちゃうんでしょうけどね。あたしにだって、まだこのメガフロントを沈しずめるくらいはできるのよ。〝組織〟のテストした機材も資材もデータも人員も、全て沈める。あたしに直接できるとしたら、それくらいが最期の抵てい抗こう……。だけど避ひ難なんしている人も、この真冬の海水温に長く耐たえられる人は、そう多くないでしょうね」

「本気で、言っているのかっ……！」

　ヒデオは、受け取った銃を構えた。

　銃の精霊が口の端はしを持ち上げる。

「それでいいのよ。あなたの優やさしさは、どのくらいのもの？　あたし一人撃ちたくないから何万人も死なせるなんて、そんな馬鹿な話はないでしょう？　優しいなら、優しいなりの覚かく悟ごを見せなさい」

「ないんだっ、そんなものは!!」

　ヒデオは、泣きながら叫さけんだ。

「僕は優しくないし、覚悟だって、知ち恵えも勇気もないんだ……!!」

　天に。神に。藁わらに。すがれる全てにすがりたい。

　だが驚おどろくほど冷静な自分もいる。

　ノアレの気配は影かげも形もない。ウィル子を呼んでも、電子の能力ではこの場を打開できない。エリーゼに友人を殺させるようなお願いはできない。そもそもマックルが求めているのは、問いかけているのは、川村ヒデオという自分に勇気があるか否いなか、自らの意志でこの引き金を引けるか否かだけ。

　それ以外の全てが、マックルにとっての答えではない。

「……」

　引き金を引く以外の全ての回答は、彼女に……。

　……マックルに、邪神として数万人を殺させる結果だけをもたらす。

　引くしかない。

「……ええ。そうよヒデオ。あなたは、あたしを撃つしかない。知性とは、そうやって自分で考えて決めること。勇気とは、その行いの結果を誰だれのせいにもしない覚悟のこと。……あなたが今まで、ずっとやってきたことよ。そうでしょ？」

「っ……！」

　ヒデオは泣きながら。

　これが彼女のためだと言い聞かせて。

　そして。




　　　　④




　勇気とは……。

　その行いを。その結果を。誰のせいにもしないこと？

「……」

　だったら。ここで撃ったら自分は。

　彼女がそうしろと言うから、そうするだけの、ただの馬鹿じゃないのか。そういうのは……そういう、行いは。結局そうやって、考えることを放ほう棄きした決断こそを、ならば蛮ばん勇ゆうというのではないのか。

「ヒデオ」

「……」

　マックルはずっと見み詰つめてきたのだろう。

　幾いく多たの地じ獄ごくのような戦場で、そういう本物の覚悟も、命令されるがままの破れかぶれも、身み震ぶるいするような勇気も、目を覆うような蛮勇も、見尽くしてきたから、言えることなのだろう。

「僕は……」

　初めから考えていなかった。

　血と硝しよう煙えんの匂においの中を、パニックになっていただけだ。そうして状じよう況きように流されていただけではないのか。

　大勢が犠ぎ牲せいになるのを見て、それで、なんとかしなければと思った。それは確かにそうだ。重要だ。大事なことだ。

　だが、なんとかすることと、マックルを殺すことは、決してイコールではない。結局はＴＭＥをなんとかしなければこのメガフロントで起きている戦争は終わらず、〝組織〟をなんとかしなければ将来的に、今日のメガフロントと同じことが繰くり返されるだけなのだ。

　ならば仮に、マックルが消えることで全ての問題が片付き、未来永えい劫ごうの平へい穏おん平和が約束されるなら……殺すのか？

　違ちがう。

　そんなわけがない。

　自分で考えろ。自分が何をしたいかを。

　そもそもこのメガフロントをどうにかする以上に、マックルを助けたいのだ。

〝そう〟

　そして行う。彼女を、助けることを。

〝そうよ〟

　そのために、どうすべきかを考える。

〝そうそう〟

　後で身勝手と誹そしられ、被ひ害がい者の遺族から恨うらまれ、結果世界が敵に回るようなことがあっても決して後こう悔かいしないのだという覚悟。

　それこそが、勇気ではないのか。

〝お帰りなさい、閣下〟

　ただいま。

　長い悪夢から覚めるように、呪じゆ縛ばくから解かれるように、ヒデオは拳けん銃じゆうをガチガチに握にぎり締しめた両手から、ゆっくりと、力を抜いていった。

「……ヒデオ。それじゃダメよ」

　初めて、マックルの目が、声が、言葉が、怒ど気きを孕はらんだ。

「あなたは神を嘗なめすぎよ。戦神の恐おそろしさを知らないのね」

「知るものか」

　ああ。

　今日、初めて、こんなにもすっと言葉が出た。

　知るものか知るものか。知ったことか。

　アドレナリンが巡めぐる。身を切るような寒さも気にならない。自分が正しいと、信じられる。

「僕は。君とは、生まれ育った時代が違う。思考の根底にある価値観も。人格を形成する概がい念ねんも。だから、僕は。たとえこれが、君を殺すことで終わる物語なのだとしても、僕は……友人は、殺さない」

「敵だって言っているのよ」

「否、たとえ敵であっても殺さない。睡蓮たちがどうかは知らない。純じゆん粋すいに、僕は、殺さないんだ」

「……いいわ。どうせ消えるんだし！　邪神とか、破は壊かい神とかも、ちょっとカッコイイかなってね!!」

　マックルの背景を埋め尽くす銃口の、その半分が火を噴ふいた。




　戦うという思考を放棄するのではない。

　戦う以外を模も索さくする道を、諦あきらめないのだ。




〝それもいいと思います、閣下〟

　そうだろう。

　だって自分は、聖せい魔ま王おうなのだ。

　それくらいの我わが儘ままは許されるべきなのだ。

　マックルの放った数万発の銃じゆう砲ほう弾だんが、ヒデオの全身の紙一ひと重えを行き過ぎる。熱波だけが肌はだを撫なでる。

　何かしたわけではない。

〝私も何もしていませんわ〟

　つまりマックルがそうしなかったのだ。

　この嵐あらしのような銃じゆう撃げきはブラフ。

　別にそうと読んでいたわけではない。自分の知っているマックルは。戦争が好きで、それをする人間が大好き過ぎて、自分が神であることにあまりにも責任を負っているマックルは、自ら人間の命を手にかけるようなことは絶対にしないと、思っただけだ。

　そういうふうに自分で考え、判断し、ヒデオは動かなかった。

　撃たれれば負けたが、生きているなら、まだ大だい丈じよう夫ぶ。

　戦う以外のことを、諦めない。

「……次は、脅おどしじゃないわよ……！」

「かまわない」

　戦い以外にも勇気は必要のはずだ。

　銃を持った立て籠こもり犯を説得するために丸まる腰ごしで挑いどむのも、戦車の通り道を座り込みで遮さえぎるのも、勇気のはずだ。

「なっ……なんでよ！　偉えらそうに！　あれだけ大勢死んだって、ヒデオ自身が言ってたじゃない！　あの中にもし、あなたのパパやママや兄弟が混ざっていても、同じことが言えるの!?」

「言わなくちゃ、いけないんだ！」

「っ……」

　言う一方だったマックルが、初めて口を噤つぐんだ。そうとも、言わせるものか。

　自分が言うのだ。

「世の中が、決けつ闘とうと戦争で決められていた時代に生まれたような君には、理解できないかもしれない。だから君は、今の時代が気に入らないのかもしれない。だが。たとえ肉親を殺されても、暴力で解決しないことが。大勢が知恵を出し合って決めた、人類としての知性だ。たとえ敵でも、同じ世界に住む、自分と同じ人間としてその存在を認める……そういう、勇気なんだ」

「出任せだわ……！」

「力ちから尽ずくでいいなら、核かく兵器だけあればいいじゃないか！　何が、次世代の戦場だ！　作業でいいなら川に細さい菌きん兵器を流して、リモコン飛行機から化学兵器をばらまいて、それでいいじゃないか！　そんなの、〝組織〟や科学の進歩すら関係ない！　今の時代にだって簡単にできることだ！　だが……それが嫌いやだから、君は抵てい抗こうしようと思ったんじゃないのか？」

「それは……」

「〝組織〟の兵器は、魔法や何かじゃない。ただ次世代を先取りしただけのものであれば、〝組織〟がなくても、時間さえかければ、いつか人類が手にする技術のはずだ」

　だとしたら。それはもう、兵器の種類や、戦争のあり方の問題ではない。いま〝組織〟をどうかしたところで。科学は進歩していく。技術が発展する以上、兵器の進化も止まらず、作業化された戦場はやはり到とう来らいするのかもしれない。

　ならばこれは〝組織〟の問題ですらないのだ。

「だったら……それを避さける方法は、一つしかない」

「……」

「どれだけ複雑な問題でも、どんなに相手が憎にくくても、暴力に頼たよらないことだ。そして暴力に屈くつしないことだ」

「無理よ。戦争は起きる。まだまだ起きるわ。ええ、何度でも。何度でもね」

「ああ、きっとそうだろう。でも、諦めないんだ。暴力に頼らず、暴力に屈しないことを、辛しん抱ぼう強く、何世代かけても、伝えていくんだ。いつか……そういう価値観が当たり前の未来が、来るはずだと信じて。そのために生きるという勇気は、いま、平和に暮らしている大勢の中に少しずつ、あるんだ。君が愛した戦争が語り継つがれるべき教訓となり、そのための礎いしずえになっているんだ。君が愛せないような、語る価値もないような作業だけの戦争を、決して起こさせないために」

「……」

「マックル。僕は……そういうのが、正しいと思うんだ。だから。自分が無理にヒーローになろうなんて、思わない。このメガフロントのためだからといって、君を撃うち殺すような真似まねはしない。そうじゃない。君の言う通り、世界を動かすのは、特別な何かという時代じゃない。もっと先へ行っているんだ。もっとずっと、何の変へん哲てつもない大勢の意思が、世界を決めるんだ。みんなで決めるんだ」

　マックルが呆あきれたように笑っていた。

「……そう。じゃあ結局あたしは……ただ必要とされなくなったから、何のドラマもなく消え去るのね。〝組織〟や科学が、戦争の形態を変化させるからなんて、言い訳でしかなかったのね。見向きもされなくなったあたし自身が寂さびしいから、最さい期ごにわがまま言っていただけなのね」

　気付いたときには、空のどこにも銃口はなく。冬の星空だけが闇やみ夜よに瞬またたいていた。

　その中へ溶とけ出すように……マックルの身体からだが、淡あわい光に変じていく。

「あたしは……あたしの好きなニンゲンを信じて、何もせず、黙だまって消えれば良かったのね」

「まだ、何もしていないじゃないか。君は、ただ、この場所で。神として、兵士を見守っていただけだ。誰一人、傷付けていない」

「ありがと。でもね。もう、なんか、あれだし」

　マックルが視線を落とした自身の指先は、もう形ばかりで、色すら失い始めていた。

「うん。ヒデオみたいな優やさしい子がね。きちんと〝組織〟のことを把は握あくして。このメガフロントの有様を体験して。それでも諦めないって言うのなら……あたしも神さまとして安心かな。同じことを宗教家や、政治家や、学校の先生が言っても、〝組織〟を倒たおせるとは思わないけどさ。エリーゼや、みーこや、鈴すず蘭らんや、いろんなみんなと友達のヒデオなら、大丈夫なのよね」

　すっきりしたような面おもてを上げたマックルへ、ヒデオは強く頷うなずいた。

「……ああ。やろう。いつまでかかるかわからないが、僕は」

「良かった」

　ぽん、とマックルが軽く床ゆかを蹴けった。

　身体は驚おどろくほど軽く舞まい上がり、トンボを切って。

　光の尾おを引きながら、背後の、ビルの谷間へ落ちていく。

「ッ……!!」

　ビルの、フロアの外へ落ちていくマックル目め掛がけ、ヒデオは走った。走ったまま、限界を超こえた足をもつれさせて、落ちていくマックル目掛けて自身も虚こ空くうへ身を躍おどらせた。

　もう、戻もどれない。

「ちょっとヒデオ!?」

　空中で驚くマックルの、色のない、温ぬくもりも感かん触しよくもない手を摑つかみ、言った。

「助けてくれ、マックル！」

「はぁっ!?」

「君が死んだら、僕も死ぬんだぞ！」

　なぜそんなアホなことをやったのか、言ったのか、わからない。考える暇ひまはなかったから……間ま違ちがいなく、勇気ではないだろう。

　だが、もう戻れない。これでいい。

「あたしは生きていない！　消えるだけなの……！」

「生きて、いるじゃないかっ!!」

　マックルの瞳ひとみから、光ではなく、涙なみだがこぼれた。

「あたしはっ……！」

「生きるんだ!!」

「っ……」

　そして。

　風に霞かすみのさらわれるように、マックルの姿が搔かき消えた。

「っ……」

　そうか。本当にもう、姿を保てるだけのチカラもなかったのか。

　真っ黒いアスファルトの地面だけが迫せまってくる。

〝……私は助けないけど、閣下〟
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　ああ。

　後こう悔かいなんて、誰がしてやるものか。




　ガシャアンッ[image: !!!]




「っ……」

　体が何かに埋うもれた。

　何かの、ジャンクか、スクラップの山。

　道路からの高さが十数メートルもある、金属製の黒山の雪崩なだれに乗って、ヒデオはあちこち擦すり切らせながら、ざらざらと滑すべり落ちていく。

　そうして辿たどり着いた先に、マックルが仁に王おう立ちになっていた。

「マッぐぶっ」

　ストレートにゲンコツ一発。

「噓うそつきはキライよ。適当なこと言わないで。きちんと約束したことをやりなさい」

「……はぃ」

「言っておくけど、あたしにはもう、本当に何もないの」

　そう言ったマックルの視線の先。ヒデオが、落ちてきたジャンクの山の……積み上げられたスクラップの一つをヒデオが手に取ってみると、銃じゆうのトリガーだった。ハンマーもある。シアーもある。スライドも、グリップもある。上の方には、リコイルスプリングが大量に積み上げられていた。その大量のバネがたわみ、同時にスクラップの山が崩くずれることで、落下の衝しよう撃げきを吸収してくれたのだ。

　チカラを使い果たして召しよう喚かんされた、謂いわば彼女の最後の眷けん属ぞくたちも、組み上がる前の部品に帰した。マックルにはもう、銃の神としての何も残っていない。

「あたしはヒデオにこの先、何もしてあげられない。そしてヒデオが死ねば、あたしも消えてなくなる」

「……」

「わかった？　それでもいいの？」

「ああ。もちろん」

「じゃあ、契けい約やくよ。生きましょう」

　次にマックルがヒデオに手を差し伸のべる。色のない手。形もわからない手。でも、差し伸べたのだとわかる。

「あなたが、あなたの命をどんなふうに使って生きるのか。それを見て、満足してからの方が……安心して、死ねそうだからね」

「……ああ」

　ヒデオはマックルの手を取り、立ち上がる。

　ヒデオが触ふれた瞬しゆん間かんに、マックルにはっきりと色が戻る。

「……呆れたわ。生きているのね」

　向こうから千ち影かげが、宗派の違う装しよう束ぞくの女二人を引きずり、てくてく歩いてきた。

「千影。無事、だったのか」

「私のセリフよ。あなたまで落ちてきたのが見えたときには、もう帰ろうかと思ったけど……そっちは誰？」

「あたし、マックルイェーガー。銃の神さま……というか、今はもう妖よう精せいみたいなものだけど。よろしくね」
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「は？」

　と睡蓮が言った。

　戦神からバケモノ呼ばわりされただけあって、伸びていただけで死んですらいなかった。

　目を覚まさせて事情を話したところ、は？　と言われた。

「つまりお前は……あれら小さきカミガミだけでは飽あき足らず、この……。これ」

「マックルイェーガーです、キリングマシーン」

「知っています、キリングマシーン」

　同じく伸びていただけで、怪け我がすら負っていないらしいシシルがヒデオに視線を移す。

「世界征せい服ふくでもするつもりですか、闇使い」

「否。そういう、つもりは」

「現代文明で最さい恐きようの電でん霊れいと、神話時代から最さい凶きようの闇霊と、恐おそらく古今最強の戦神を引き連れて、はいそうですかと納なつ得とくすると思いますかこの私が」

「わたくしでも思いません」

「キリングマシーンもこう言っています」

　ま、ま。とマックルが割って入った。

「そうは言っても、あたしはもう、空っぽだからね。ヒデオを依より代しろにしないと、こうやって姿も保っていられないくらい」

　それについては、視みる目のある二人の方がわかっているのだろう。

　睡蓮が嘆たん息そくした。

「……神格がなければ、人格を貼はり付けただけの悪あく霊りようです。お前は己おのれの存在を喰くわせるだけなのですよ、ヒデオ」

「いいんだ。それでも」

　次にシシルが目を見開いた無表情のまま、あざ笑うように言った。

「ではそうして人の姿をし、人の言葉を話してすり寄ってくれば、誰だれにでも己を分け与あたえるとでも？」

「ああ。場合によっては、そうかもしれない」

「偽ぎ善ぜんというのですよ。それを」

「それで、僕が満足するのだから。いいじゃないか」

　専門的な話題から距きよ離りを置くように千影が、瓦が礫れきに腰こしを下ろしたままぽんぽんと手を叩たたいた。

「じゃあ、いいんじゃない？　妖精使いさんは妖精に貢みつぐのが好きなのよ。そういう趣しゆ味みなの。それより、今回のテロ事件はまだ終わっていないんでしょ」

　ジェット機の音はほぼ止やんだが、断続的に小しよう銃じゆう弾だんの撒まき散らされる音が聞こえるようになっていた。攻こう撃げきが、航空機による準備爆ばく撃げきから、地上での対人戦せん闘とうに切り替かわったのだ。テロリストたちのあの気勢からすれば、投降や降こう伏ふくはなしの殲せん滅めつ戦になる。

「マックル」

「なに、ヒデオ」

「君はまだ。この戦場を、見み渡わたせるのか」

「もう無理。なんとなく、どの辺りが白熱してるかはわかるけど……」




　パァン!!　と凄すさまじい音が轟とどろいた。




　銃声よりも甲かん高だかい破は裂れつ音だが、戦闘機が落としていく誘ゆう導どう爆弾以上の音圧に、ビルというビルのガラスが鳴動した。だが快晴の星空に、雷らい雲うんなどあるはずもない。

「ちょ……あれ」

　いつもクールな千影が珍めずらしく、ぽかんとしていた。彼女の指差した先。爆撃か何かの炎ほのおでぼんやりライトアップされた超ちよう高層ビルの一つが、大木の倒たおれるかのごとく、ゆっくりと傾かたむき始めている。

　どんどん傾く。

　加速度的に速度を増し、コンクリートの砕くだけて鉄骨のひしゃげ引き千切れる音と共に、隣となりのビルに衝しよう突とつした。あとは重力に引かれるまま、砂城のごとく崩れ始める。

「何が……起きたのですか、あれは。ほむら！」

〝……いくらオイラでも、首だけじゃなんもできねぇよい……〟

　さしもの睡蓮も肝きもを冷やした様子であったが、どこからか聞こえてきたほむらの声はいつになくぐったりとしていた。

　頭ず巾きんの上から耳元を押さえたシシルが言う。

「……まだ、地じ獄ごくへの扉とびらが開いたわけではなさそうです。人じん為い的なものだろうと言っています」

「人為的って、あんな軽い音であんな威い力りよくのある兵器なんて……あ……ひょっとして。あの音って」

　思い出したような千影に、みな振ふり返る。

「今のほどじゃないけど、似たような音は前に聞いたのよ。ほら、あなたたちが倒れていた公園で……」

「……ミサキね？」

　悟さとったようにマックルが声を上げた。

「あの子なら、確かにそういう武器を持っているかもしれない。あたしに銃が効かないからって、いつもヘンテコなＳＦアイテムを持ってきたから」

「まさか。あの……」

　ヒデオはミサキとの別れ際ぎわに、彼女が大おお仰ぎようなライフルを組み立てていたことを思い出した。

　いや。だが。それがレーザー銃やビーム兵器だったとしても、ビル一つなぎ倒すなどということがあるのか？

　ともあれヒデオは、そちらへ向かって走り出した。

　あれがミサキの仕し業わざであるなら、そこにＴＭＥのリーダーもいるはずだ。もしまだ無事であるのなら……言わねばならない。聞かねばならない。知らねばならない。

「待ちなさい、妖精使いさん……！」

　千影もそれを追っていく。

　残った睡蓮とシシルへ、マックルは言った。

「平気よ、お二人さん。行き場のない魂たましいのことを心配しているんでしょ」

　ギロリとシシルの瞳ひとみが向く。

「あなたが消えれば、この人工島は史上希まれに見る地獄と化す……そう予測されています」

「だったら、ほら。あたしは消えていないわ」

　両りよう腕うでを広げるマックルへ、睡蓮は言った。

「あなたはヒデオに取り憑ついたのですか？」

「いいえ、契約よ。あたしは、あたしがこの世界に存在するための最低限のチカラをヒデオからもらう。代わりにあたしは、あたしに残っていた最低限の神格をヒデオに与えたの」

　神さまとしての形質。

　それ自体はカタチであって何のチカラもなく、何の奇き跡せきも起こしはしない。だがそれを人間が持つということは、その人間は全存在を神に認められているということだ。

　神話や伝承によって、御み子こや、勇者や、英えい雄ゆうや、呼ばれ方や称しよう号ごうは様々だが……つまりは。

「神に等しき者である、ってね」

　ノアレが寝ね転ころんだ姿勢で虚こ空くうに現れて、二人のキリングマシーンに告げた。

「自ら考えることもできない、流されるだけの雑霊に神との区別なんてつきはしないわ。ヒデオがいればマックルもいるし、だからメガフロントは今のところ、現世としての秩ちつ序じよが保たれる。結界を張るのも、悪霊を浄じよう化かするのも、瘴しよう気きをよそへ散らすのも、やりたいならお好きにどうぞ。今のうちよ。今なら何も知らずに命を懸かけた聖せい魔ま王おう閣下に免めんじて、私が手伝って上げてもいい」

　睡蓮が氷のような瞳を、シシルは機械のような瞳を、それぞれ見合わせる。

「悪魔の手助けなど」

　と言いかけたシシルの頭巾を、ガッと摑つかまえた睡蓮。

「だからヘブライ人は頭が固いというのです。気に入らなければ、利用してやる、くらいの気構えでいいのです」

「わかっていますよ、この私だって。ですが見み逃のがすまではまだしも、頼たよるのは無理です。神に仕える者として許せません」

　シシルはぐずるが、睡蓮とて姉と出会ったばかりの頃ころよりは、随ずい分ぶんと丸くなった。

「いいですかシシル。神の作りたもうた世界の一部を、魔にくれてやるのがお前の信しん仰こうだとでも。それも、お前の見ている目の前で」

「……なるほど。それはそれは。なかなか信仰心をくすぐる言い方をしますね、キリングマシーン」

「そうです。お前が本当の機械ではなく、神を信じる程度の人としての心があるのなら。そもそも……マックルイェーガーに刃やいばも立てられなかった私たちに代わり、このカミを穏おん便びんに鎮しずめたのは、そういうヒデオの心根だったのでしょう」

「そう、そう。ヒデオは、とてもいい子よ」

　マックルは無条件に、嬉うれしそうに呟つぶやく。

「私も、閣下がうろたえたり、苦しんだりする姿が大好きだわ」

　妖よう艶えんに笑うノアレへ、シシルは唇くちびるを歪ゆがめた。

「悪魔どもめ。いいでしょう。今回ばかりはキリングマシーンの言い分を認めます。決して私の信仰が折れたのではありません」

　それを聞いてノアレが笑った。

「そういうのは私たちじゃなくて、懺ざん悔げ室で神様に言うことじゃないの？」
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　崩くずれたビルから巻き上がる莫ばく大だいな量の粉ふん塵じん。粒りゆう子しが濃こすぎて赤外線も何も通らない。

「外したッ……!?　外したのか……、くそッ……！」

　ゴーグルを通してミサキの目にぼんやり映るのは、まだ殺したばかりの、足元で湯気を立てているような死体ばかりだ。雑ざ魚こばかりだ。肝かん心じんの全権代行と呼ばれていたリーダーがそこにはいない。

「ッ！」

　音を頼りに身を低くしようとしたところに、一いつ瞬しゆん早く銃声。ゴーグルが砕けて吹ふっ飛ぶ。

「よくもみんなを!!」

　さらに銃声。ミサキの腕うでの肉が裂さける。深く入ったが、まだ大だい丈じよう夫ぶ。向こうも完かん璧ぺきには見えてはいない。

　声と銃声のした方へ、ミサキはハンドガンを抜ぬいて応射した。

　手て応ごたえがない。悲鳴も、バランスを崩すような足音もない。

　だが、追い詰つめてはいる。荒あらい呼吸が聞こえる。

（……落ち着け。追い詰められているのは、私も同じだ。私が最後なのだ）

　ゴーグルの残ざん骸がいを首から外したミサキは、新しい、最後の弾倉をピストルに叩き込む。

　闇やみだ。

　灯あかりを点ければ、粉塵が白い壁かべとなって立ちはだかるだけ。そういう夜だ。

　声が聞こえた。よくもみんなを、と罵ののしったのと同じ。少女のように若い、女の声。

「あなたは……なに？　なんなんですか？　誰の差し金？　どこの所属？　それは私の仲間たちをこれだけ大勢殺して、その上あなた自身の命を賭としてまですることなんですか？」

　直接一直線にという音ではない。壁一枚隔へだてたような向こうからか、反はん響きようしていてピンポイントに居場所を摑つかめない。

　……もう一発くらい喰くらってみるか。

「そうだ。私はそのために生まれてきたのだ」

　ミサキは喋しやべりながら、わざと足音が残るように移動する。

　誘さそいの隙すきだが、気付かれているのか撃うってこない。

「ＣＩＡ……ＳＶＲ……モサド……ＳＩＳ……でも、まともな公的機関があんな破は滅めつ的な武器を持たせるとは思えません。いいえ、〝組織〟でもあんなもの、まだ実用化していないはずです」

　声が移動していく。

　……だめだ。無む駄だ弾だまはもう撃てない。

「あなたは……一体どこであの武器を？」

「まるであれがなんなのか、知って……」

　こちらの声に合わせて突つっ込んできた。

　鉈なたのように分厚いコンバットナイフ。

　それをミサキは、ハンドガンのフレームで受け止める。

「……知っているような口ぶりだな！」

「どこで手に入れた！　あれは原子グルーオ分解ンイレ銃ーザーじゃないんですか!?」
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「なぜその名前を知っている……!?」

「っ……！」

　渾こん身しんで押し返し、押し返した先へ銃じゆう弾だんを撃ち放つ。

　ミサキは嬉しかった。やっと報むくわれたと感じた。やっと捕まえた。別に聞かずとも殺してしまえば同じことだが、それでも自分の行いは、やってきたことは正しかったと証明されたのだ。双そう眸ぼうは獲え物ものを狙ねらうまま、口元の笑えみが抑おさえきれなかった。

「見付けたぞ……地球生命解放戦線……!!」

「!?　まさかッ……機械化帝てい国こく軍……!!」

　声が移動しない。足音も止まったままだ。

　ミサキは残った全弾をその一点にぶち込み、そして……嗤わらった。
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　笑い声がする。聞き覚えのある声だった。

　崩れたビルの近く。砂すな埃ぼこりか土埃か、とにかく粉塵が立ちこめていたが、当初よりは随分晴れ、一寸先も見えないというほどではなかった。

「ミサキ、大丈夫……か……」

　辺り一面にテロリストの死体が転がっている中で、一人だけ立っている者がいる。

「……ヒデオか。千影も、元気そうで何よりだ」

　手にはスライドストップしたハンドガン、肩かたからはあの複雑な形のＳＦ銃を下げている。帽ぼう子しはすでにどこかへ行ったようで、まとめ上げた髪かみの半分がこぼれ落ち、別れたときと迷めい彩さいの色が派手に違ちがうのは、夥おびただしい量の返り血と、あちこちから噴ふき出した自分の血。

　そうして満身創そう痍いで笑っているのに違いはないが、ひどく物もの憂うげな、悲しそうな、泣き笑いのような声だった。

　その足元に跪ひざまずいている者がいる。マントと覆ふく面めんで全身を覆おおい尽つくした小こ柄がらなシルエット。胸むな元もとがずたずたに裂け、どす黒く染まっている。ぴくりともしない。

「……どうやら、違ったらしい。いや、合っているのかもしれないが……もう、殺してしまったからな」

「それは？」

　最も興味なく、関心もなさそうな、距きよ離りを置いた態度の千影に、ミサキが答えた。

「……全権代行。マザーアースの指揮官だ」

「そう、呆あつ気けないものね。そいつが……ＴＭＥ自体の指導者なの？　それとも、今回のこの事件だけの指揮官？」

「わからん。聞かなかった」

「こっちで預かってもいいかしら？」

「何をだ？」

　千影は指差した。

「そのリーダーの亡なき骸がらと、できればあなたの身柄」

「……私は嫌いやだ。身元引受人として頸くび城きか……ロシア軍を呼ぶことにな」

　ミサキが瞬まばたきの間に吹っ飛んだ。

　全権代行と呼ばれた死体……死体と思っていたものが、目にも止まらぬ速度でミサキを蹴けり飛ばしたのだ。一直線に二十メートル以上も先の瓦が礫れきの壁に叩たたき付けられ、ミサキはそのままぐったりと崩れ落ちる。

　全権代行は覆面の口元だけ剝はぐと、溺おぼれるように血を吐はいた。

「がっ……かはっ！　けほっ！　えほっ、えぁ、っ……」

　マントの下から血ち塗まみれの、砕くだけた板のようなものを取り出し、地面に打ち棄すてる。べちゃりと地面に広がったのは、血ち糊のり袋ぶくろのようなものだろうか。

「生きて、る……まだやれるっ……！　負けないっ……、負けるもんか……！」

　まるで女の子のような声で、足あし下もとに落ちていた仲間のライフルを蹴り上げ手にする。ミサキを狙おうとする銃じゆう身しんを、ヒデオは咄とつ嗟さに下から押し上げた。

「もう、やめろっ」

「はな、せっ……！　その……その女はっ」

　ヒデオはあらぬ力で全権代行に投げ飛ばされた。

　が、直後に千影が強力に全権代行の腕を後ろに取り、地面に組み伏ふせる。

「大人しくしなさいっ！」

「その女を生かしておいてはダメ……！　この世界ッ……あなたたちを不幸にする……！」

「ここで何千人も殺しまくったあんたたちは、誰だれも不幸にしていないとでも!?」

　舌打ちした千影が折れよとばかりに一息に体重をかけ、腕を抱かかえ込んだまま、流れるように首に肘ひじを絡からめる。

「っ……わかっていない！　あなたたちというのは、そんな狭せまい意味じゃないっ……！」

「黙だまれって、言ってるのよ……！」

「……どうして誰も信じてくれないの……！　いま勝たなくちゃ……今やらなくちゃダメなのにっ……どうして……！」

「っ!?」

　背中に乗った状態で完全に喉のど元もとに腕を入れていた千影が、あっさりと体勢を返された。

　千影へ拳こぶしを振ふり下ろそうとする全権代行へ、ヒデオは全体重でタックルした。横っ飛びに体当たりしたのだ。

「だったら、理由を話してくれ！　お前らがここまでしなければならなかった理由をだ！」

　押し倒たおした全権代行へ向けて……拳の代わりに、ヒデオは言葉を叩き付けた。

「お前らがそこまで暴力に徹てつする理由をだ！　なぜ殺した！　どうして殺したんだ！　あんなに大勢！　たくさん!!　クソ野や郎ろうが！　わからなければ、どうしようもないじゃないか！　答えろ!!　言えっ!!」

「だって！　言葉じゃあ、もう間に合わないッ!!」

「だったら、手て遅おくれなんだッ!!」

　はっと息を吞のむように、全権代行が瞬まばたきする。

　ヒデオは全権代行の血塗れの胸ぐらを捕つかまえて、引っ張り上げて、言った。

「何が目的か知らないがっ……暴力に訴うつたえるしか手段がないようなものが、今の時代に認められるはずがないじゃないか……！　自分の親や家族や大切な人を殺したような相手を、そんな連中の言い分を、認められるはずないじゃないか……！」

「……手遅れ……なの？」

　じわ、と。全権代行と呼ばれた少女の瞳ひとみに、涙なみだが滲にじむ。

「そんな……はずありません。だって、悪いのはあなたたちの方……！」

「ッ……」

　胸ぐらを摑んでいた手首が捕まえられたかと思うと、悲鳴を上げる間もなく握にぎり潰つぶされた。それで呆気なく、ヒデオは彼女の上から払はらい除のけられる。

「死んで当然のことをしているんだから、そんなのは問題じゃないんです！　何人死んだって、そんなのはどうでもいい！」

　毅き然ぜんと立ち上がって、全権代行は言った。

「だって……今なんとかできなければ、どうせみんな死ぬ」

「なぜ、死ぬんだ……！　その理由は……、なんだっ……！」

　折られた手首を抱えたまま、呻うめくようなヒデオの言葉に、全権代行は少し迷ったように瞳を揺ゆらした。

「あなたは……あなたは、機械化帝国軍というロボットの軍団が、人間を滅ほろぼそうとしているって。そう言われて、あなたは信じられますか？」

　ミサキは昏こん倒とうしている。千影は完全に耳を疑った様子だった。だがヒデオは、これまで見聞きしてきた全すべてを鑑かんがみて、問い返した。

「それは……、〝組織〟が、そう……なのか」

「そう……呼べる、かもしれない。実際には、違いますが、でも……あの科学力は、その到とう来らいを早めるかもしれない。でも、根本的な問題は情報過多と地球温暖化。まだ……今ならまだ、変えられるはずなんです」

「……君、は……」

「私は、それを阻そ止しするために組織されたレジスタンス、地球……」

　音が聞こえた。

　軍用のジェットヘリの音。直上近くを過ぎたため、ローターの音圧で全権代行の言葉が聞き取れなくなった。サーチライトなんて点つけてはいないが、赤外線でこちらを捉とらえられたかもしれない。

　遅おくれて吹ふき荒あれたヘリコプターからの下降気流によって、再びもうもうたる粉ふん塵じんが舞まい上がる。ヒデオや千影が目元を庇かばっている隙に……全権代行の姿は、見えなくなっていた。

　ヘリも行き過ぎたまま、旋せん回かいして戻もどってくる様子もない。ただの偵てい察さつか、それともこちらに気付かなかったのか。

　街が静かになっていく。

「……銃声も散発的になってきたわね。あとはもう残党狩がりでもして、夜が明ける頃ころには終わりかしらね」

　千影がミサキの身体からだを担かついで歩いてきた。

　そして両手が塞ふさがっているので、座り込んだままのヒデオの背を蹴った。

「いつまで泣いてるのよ。ロボット軍団ですってよ。笑えるでしょ」

「……っ、僕は……」

「世界中の軍と警察と情報機関がマークしているザ・マザーアースのリーダーから、言葉だけで言葉を引き出したんですもの。私は尊敬するわよ、妖よう精せい使いさん」
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「斜しや陽よう……落日……黄昏たそがれ……。ん～……」

「もう二時間もすれば夜明けだっていうのに、何ですか？　博士」

「呆気なく終わったもんだなーと。そう思っただけです」

　ヘビーアーマーからの生体反応は全部消えた。元より跳とんだり跳はねたりのできない、動きの鈍にぶい連中だ。攻こう撃げき機の精密爆ばく撃げきと戦せん闘とうヘリの人間狩りで、あらかたやられた。所しよ詮せんは個人兵装。搭とう乗じよう型兵器に本気を出されたら、敵かなうわけがない。

　じゃあそれは、マックルイェーガーのおかげなのだろうか？

　そんなはずがない。きっとマックルイェーガーのレイス・パワーは、光学兵装や画像解かい析せきプログラムや誘ゆう導どう装置にまで影えい響きようを及およぼさない。ならばつまりは人間が、人間の知ち恵えと技術で人間に勝利したのだ。

　リンデンバーグはそう思った。

　そろそろマックルイェーガーは、消えてなくなっているのだろうか。

「やあ、お待たせ」

「遅おそいですよマッケンリー。よくそれでビジネスマンを名乗れたものですね」

　不気味な仮面を着けた悪あく趣しゆ味みな召めし使つかいを引き連れて、マッケンリーがヘリコプターに乗り込む。

「いやいや、ヒデオ・カワムラに会ってね。この私が柄にもなく、つい話し込んでしまったよ」

「へぇ。川かわ村むらがね。物好きですね、あいつも」

「このメガフロントに愛と平和をもたらすんだそうだ」

「笑える」

「なら少しくらい楽しそうな顔をしたらどうだい？　ドクター・リンデンバーグ」

　ヘリはローターの出力を上げると、ほどなく離り陸りくした。

　赤々と燃えるメガフロントが遠ざかり始める。それを見み詰つめながらリンデンバーグは繰くり返す。

「呆あつ気けなく終わったものですね。もって一ヶ月、早くて一週間の予定が、まさかの一日半で終わりましたよ」

「やはり今の時代、旧態依い然ぜんとした戦闘行動に価値はないってことだね。武器を手に取り、面と向かって命の奪うばい合いをするなんて、倫りん理り観の欠落したココのおかしい野や蛮ばん人のすることさ。戦争反対。平和バンザイ。だからこれだ」

　マッケンリーがリモコンを取り出した。

「なんですか？」

「核かく爆ばく弾だんのスイッチだよ。私のビルの地下にある……まあ、そんな巨きよ大だいなものじゃないがね。ごく小さな、いわゆるスーツケース爆弾さ」

　押した。

　黒い人工島の中心部が、ピカッと光ったのが見えた。夜空に突つき出たビルの何本かが傾かたむき始めるのも、なんとか見えた。

「ちょ、おま……。おいおいオッサン、そんなあっさり……」

　ずずーん、という鈍い轟とどろきが、遅れて響ひびいてきた。小型と言うが、距きよ離りと音量から比ひ較かくするに、やはり相当な威い力りよくだと窺うかがい知れる。

　マッケンリーは役目を終えたリモコンをポイ。

「私は放射能除去技術の研究に投資していてね。もうほとんど実用レベルになってきたんだよ。わかるかい？　世界中で撤てつ廃ぱいされつつある核兵器が、再び意味を持ち始めるということだ。だって、使えるんだからね。実戦闘のように人命を消しよう耗もうすることもなく、ありもしない恐きよう怖ふへの妄もう想そうだけで軍備が膨ふくらみ続ける。核配備できない貧びん乏ぼう国や平和主義国でも、放射能除去技術は欲しがるだろう。丸まる儲もうけだよ」

「……それで、なんでメガフロントを吹っ飛ばしたんですか」

「ＴＭＥは核兵器を持っているぞ、というアピールさ」

「持ってるんですか？」

「さあ？」

「……。」

「誰もその真実を確かめられないところがポイントだよ。もし彼らがそんなもの持っていないとアピールしても、誰も信じないだろう。何しろこうして実績ができてしまったんだからね。そして彼らはどこにでもケンカを吹っかける。世界は、備えるしかないんだよ……私の持つ放射能クリーナー、『ＮｅｗＣｌｅａｒ　Ｘ』をね！」

「しかもダジャレかよ、オッサン……」

　リンデンバーグは窓に張り付いたまま、辟へき易えきと呟つぶやいた。
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「核兵器だと!?　馬ば鹿かなッ……!!」

　咲さき坂さかが叫さけぶまでもなく、核のただ一語に閣議室の空気は凍こおり付いていた。

　咲坂は……首を並べた大臣、官かん僚りようたちが次の言葉を待つ間。やけ酒のように、グラスの水を飲み干した。

（やってくれたな……！　ＴＭＥ……いや、マッケンリーの奴やつか……!?）

　環かん境きよう保護をお題目にしているザ・マザーアースが、まさか放射能汚お染せんを望むはずがない。

　勢いのある大だい企き業ぎようは、こぞってメガフロント計画に投資した。企業間による一人歩きのような投資合戦と開発の熱はしかし、今回のテロ事件で回収不可能となり、そのダメージが各企業の政府や党に対する影響力を削そぐことになる……はずだった。

　勢いがある企業とはつまり、オートライングループのような〝組織〟、あるいはマッケンリーの息がかかった勢力。政府とはもちろん、咲坂自身の力のことだ。まさか、国が企業に負けるようなことがあってはならない。そのパワーバランスの変化を、咲坂は目もく論ろんでいた。

　そのために今回、見えぬ部分でメガフロントの警備に穴を作らせた。常識的に何も問題はないが、ステルス潜せん水すい艦かんは全くのノーマークで往航できるように取り計らったのだ。そうしてＴＭＥを利用したＴ─ｄａｙの実行を、政府として見て見ぬフリを続けてきた。

　いや、実際、国内企業の力はいくらか衰おとろえるだろう。メガフロントの再建計画とその後の運営は、再び政府主導のものとなるだろう。だが……放射能汚染された土地では、再建するにも手間と時間がかかりすぎる。有効な手立てを打ち、それが評価されるような頃には、自分の任期が終わっていてもおかしくはない。

（……いや。いやいや）

　いや、そもそもだ。いま自分がこの椅い子すに座り、自分の党がこの国を動かすに至ったのも、あの技術があったからこそだ。ならば……時間自体はまだなんとかなるか。むしろ時間が経たてば、もっと進んだ技術が開発されて、もっと安定した票数と多くの議席数を獲かく得とくできるようになるかもしれない。

「総理」

　長考を心配したらしい官かん房ぼう長官の呼びかけに、咲坂は首しゆ肯こうして答えた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。しかし……どのような理由、経けい緯いであれ、国民感情を考こう慮りよすると……、核兵器や放射能というものはあまりにショッキングです」

　閣僚の一人が答えた。

「ですが事件の大きさを考えると、いつまでも伏ふせておけるものではありません」

　別な一人が言う。

「それは当然ですが、正確な犠ぎ牲せい者数も把は握あくできていないうちから畳たたみかけるようにそれを発表するのは、パニックを誘発しかねません……」

「その配慮も一考の余地はありますが、結局は後で、知っていて発表しなかったというネガティブな風聞を生むことに……」

　にわかに紛ふん糾きゆうし始めたが、どうあれ問題はそこではない。

　むざむざ国民を犠牲にした挙げ句、そんな汚よごれた兵器の使用まで許したとなれば、軍事的な問題を一足飛びにして、政府機能に批判が集まることは想像に難かたくない。テロリストはほぼ壊かい滅めつさせたというが、確実にこれが首しゆ謀ぼう者しやだと呼べる人物を確保したとの報告はない。

　国民感情、言うなれば怒いかりの矛ほこ先さきの向かう場所が必要だ。少なくとも、政府から視線を逸そらすための何かが──。

「……篠しの田ださん」

「はい」

　咲坂は官房長官へ告げた。

「確か、いましたね。東京が戦場になる、ということを予見していた……あれは確か、宮く内ない庁の……」
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「お。目が覚めたか」

　ガスマスク越ごしのくぐもった声。

「……おぉ……、カスターか……」

　キョウジは身を起こしながら、すぐに思い出す。ペヨーテを安いテキーラでしこたまぶち込んだ後が、丁度こんな気分だった。

　要するに最悪だ。

　大型ＳＵＶの中。ガスマスク姿と、その部下が数人。ガスマスクは後ろのシートにいて、自分は荷室部分にいる。

「ここは……どこだべさ」

「ヨコハマだべさ。失ぎょ……休きゆう暇かだったんだが、東京湾わんでテロ事件が起きたって聞いたからな。アルバイトでもないかと思って向かってたところに、お前が降ってきた。真横からな」

「……おう」

「おうじゃねえよ。お前が目指すスッタァーイリッシュっていうのは、……なんなんだ？　このクルマのドアのところな、お前の形に凹へこんでるわけだ。弁べん償しようしろよ」

「俺じゃねえよ。あいつに請せい求きゆうしろよ……マッケンリー。そう、マイケル・マッケンリーだ。あの野や郎ろう……」

　油断はしていなかった。何しろ、いつでも殺すつもりでいたのだから。だのに、あのスピードとあのパワーだ。

　あれも人外か。それとも神器持ちか。それとも……。

「……へっ、だが幹部か。あれでもまだ幹部程度かよ……参ったねぇおい。だったらどこの何をやれば〝組織〟ってぇのは潰つぶれるワケぇ？」

　ガスマスクが身を乗り出す。

「お前、どこで何してたんだよ」

「そこの……お前の言うテロの真まっ只ただ中なかに乗り込んだんだけどよ。まるで返り討うちよ」

　キョウジは袈け裟さほども残っていないぼろぼろのスーツのポケットから、クタクタの煙草たばこを取り出して咥くわえる。

　そこにオイルライターで火を点けてやりながら、ガスマスクは言った。

「そうかい。それがここまでどうやってテレポートしたか知らないけどな。身だしなみにファッキンやかましいお前が、そんな下水の腐ふ乱らん死体みたいな格好になってるんだ。なかなかの鉄火場だったんだろうよ。で、仕事はありそうか？」

「ねえよ。もうアメリカが入ってやがる。それに、ただの戦争でもねえしよ」

「何が」

　キョウジは煙けむりを吹ふき出した。

「利権じゃねえのよ。思想系のやつだ。アフリカとかでたまにあっただろ。殺しまくって、それで終わりっていう」

　あー、と諦あきらめたような声がガスマスクの喉のどから聞こえた。

「そうか。ま、人工島から石油やダイヤが出るわけもないしな。じゃあマジでＴＭＥ辺りの絡からみだってことか」

「もろにＴＭＥだったぜぇ。裏で糸引いてるのが〝組織〟……だが、そんなのもっとカネになんねぇしよ。なに、お前ら失業してんの？　だっせぇな。まあいつだかアデラが人が足りねえっつってたし、ＣＯＯＬＳうちの下した請うけでもやってみるぅ？」

「休暇だっつってんだろ！　ハッピーなニューイヤー休暇なんだよ！」

　すると前の席の、確かイギリス人の副長が言った。

「『何がハッピーニューイヤーだよハッピーならマイアミででも休んでるっつーのファックファック』って言ってたの、隊長じゃないですか」

「言ってない」

　東の空が白んでくる。
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　そして夜が明ける。

　快晴。雲一つなく晴れ渡わたるが、どこか淡あわく煙けぶったような東京の冬空。

　メガフロントの北にある、海かい浜ひん公園から、駐ちゆう車しや場から、幹線道路に至るまで。

　避ひ難なん者たちは毛布に包くるまったまま、放射冷れい却きやくの寒さと払ふつ拭しよくしきれぬ恐きよう怖ふに震ふるえ、その周囲を米軍と自衛隊、警察関係者がひっきりなしに駆かけ回っている。空にはジェット機といわずレシプロ機といわず、ヘリコプターも含ふくめてもう何十機もが何度も往来を繰くり返している。

　どうも、最後の最後に核かく兵器が使用されたのではないか……という噂うわさが一人歩きしている。島の中心部はビルが数本崩くずれ、未いまだ燻くすぶった煙を高くたなびかせていた。

「……まぁ、言うところの一発目は、私が使用したアレのことだろう。原理上、多少の放射線は出るが本当の核爆ばく弾だんほどではない」

　腕うでと言わず足と言わず、腹や胸や、包帯でぐるぐる巻きにしたミサキが幹線道路の中央分ぶん離り帯に腰こし掛かけ、支給された熱いコーヒーを手に薄うすく笑う。

　同じコーヒーを手に、ヒデオは立ったまま問いかける。

「寝ねて、いなくて。平気なのか」

「私は丈じよう夫ぶだから平気だ。もちろん、帰ったらきちんと治ち療りようは受けるが……そうか。逃にげたか」

「ああ」

　全権代行のことだ。ヒデオも彼女に手首を潰されたが、それはノアレが、長く入院されると退たい屈くつだからと簡単に治してくれた。骨がくっついただけで捻ねん挫ざ以上に内出血や痛みはあるが、手術室に送られるよりは遥はるかに有り難い。

　公園内の広場や駐車場部分や、幹線道路の交差点に、自衛隊や、海上保安庁、病院からのヘリがひっきりなしに着陸しては、また様々な方角へ向けて飛び立っていく。

　だが治し様のない人たちもいる。失われた命は戻もどってこない。

「なぜ殺さなかったのだ？　殺せなかったのか、逃げられたのか……」

　ミサキの質問に、ヒデオは素す直なおに答えた。

「……両方だ」

「そうか。正直……なんと言うのだろうな。安心したとは違ちがうと思うが。まあ、ほっとした」

「……」

「私には、今まで生きてきた価値があった。そして、今まだ生きているのであれば……これから先、生きていく目標がある」

　まだ生きているというのは、全権代行のことだろうか。それとも、ミサキ自身のことだろうか。

「こう言っては何だが、奴やつらはまたやるぞ」

　そうだろう。きっと、そうなのだろう。

　あの目は声は執しゆう念ねんは、きっとそういう類たぐいのものだ。

「君も……また、追うのか」

「ああ。〝組織〟よりはあの女だとはっきりした。放っておけば……今回の犠ぎ牲せい者すら、比ではなくなる」

「彼女も、言っていた」

「何をだ？」

「今のままだと、ロボット軍団に人類が滅ほろぼされると」

　ミサキが小さく笑う。

「まさか、真に受けたのか？」

「噓うそや。冗じよう談だんや。苦し紛まぎれにしては……ひどすぎる」

「だから真実だとでも言うつもりか？　エイリアンが地球を侵しん略りやくしようとしていると言ったら、お前は信じるのか」

　それは和平調停が成立したはずだから、信じないが。

「だが……ドラム缶かんロボは、簡単な指令だけで自動で戦った。マジェストは、何千人も殺さつ戮りくできるだけの兵器を持ち歩いていた。できるんだ、そういうことは」

「だがそれが、連中が事件を起こした正当な理由になるわけではあるまい？」

「……君は、なぜ彼女に固こ執しつするんだ」

　コーヒーを口元へ運ぼうとしたミサキの、手が止まる。

　ヒデオはさらに言葉を続けた。

「確かに、事件を起こしたのはテロリストだ。だが。その戦せん闘とう力が、どこから来たかをきちんと把は握あくし。〝組織〟の世界に対する影えい響きよう力も知っている君が、なぜ……〝組織〟より、全権代行と呼ばれていた彼女を追うんだ」

「別に戦争の抑よく止しや、世界平和が私の目的というわけではない」

　と。第三次大戦を危き惧ぐしていたくせに、そんなことを言う。それともあれは、こちらの危機感を煽あおるための出任せだったのだろうか。

　ヒデオがしばし黙だまっていると、ミサキはいよいよ観念したように小さく笑った。

「じゃあお前、ヒデオ。ロボット軍団とは言わないが、地球温暖化と情報過多で人類が滅めつ亡ぼうすると言って信じるか？」

「……」

　絶句した。

　同じ言葉が出てきた。

　やはりあの少女と、この少女は、共通の認にん識しきの中で戦っているのだ。

　だが肝かん心じんの、それが通用する世界というのはどこなのだろう？　表世界、裏世界、闇やみ世界、外の世界……魔ま族ぞくや魔力という魔法関連の方面ではあるまい。同じく神や霊れいのような精霊関連の方面でもあるまい。かといって科学的な……というには、二人のどちらも、〝組織〟のことはそこまで問題視していないように聞こえる。

「信じる、と。言ったら……教えて、くれるのか」

「『もし人類に言葉さえ無かったら。一ひと握にぎりの脳みそさえ無かったら、この時は来なかったに違いない』……」

「それは……」

　ミサキがコーヒーで舌を湿しめらす。白い息を吐はく。

「私はこの一節が好きだ。人類そのものをとてもシンプルに表現していると思う。脳みそを持ったから人は人になったというのに、およそ人類を取り巻く問題のほとんどは、そのちっぽけな脳みそから端たんを発しているのだ」

「……」

　そこに足音がした。近付いてきた数人の先頭に、ウィリアムがいた。腕にギプスをはめ、頭に包帯、顔にも絆ばん創そう膏こうを貼はっていたが。

「ミスター・カワムラ！　無事で良かった……！」

「ウィリアム氏っ……こそ、その怪け我がは……」

「ああ、これかい？　見た目が大袈裟なだけで、なんてことはないさ。学生時代にスポーツをしていたおかげで、体は丈夫なんだ」

「そうか。……よかった。本当に……」

「おい、泣かないでくれよ。こっちこそ、昨日会ったばかりなのに、また会えて嬉うれしいよ。……ところで……」

　ウィリアムの後ろにいた武装した男が、音もなく進み出てきた。

「突とつ然ぜんで失礼かとは存じますが、御おん曹ぞう司しとはご友人だそうですね。少々お話を伺うかがわせてください」

　その男の後ろには厳いかめしい様子の米兵もいる。あまり友好的な雰ふん囲い気きには見えず、ヒデオは視線をウィリアムに戻した。

「彼は、いわゆるＣＩＡだ。疑っているわけじゃないんだが、友人がテロリストと戦っていたと言ったら、興味を持ってしまってね……」

　それはまあ、疑うか。

　疑うというより、調査などが仕事であれば、全すべての可能性を先入観抜ぬきに公平に見なければならない。どうせ昨日も一回取り調べられている。

「……まあ。話、くらいであれば」

「それは助かります。おい」

　ＣＩＡの男が言うと、米兵がヒデオの左右に回り込み、腕を捕とらえる。

　途と端たんにウィリアムが声を荒あららげた。

「待て、話が違うじゃないか……！　拘こう束そくの必要なんかない！　ミスター・カワムラはテロリストに手を貸すような男じゃない！」

「ご協力に感謝します、ミスター・ウィンドー。あとは我々で処理致いたしますので、御曹司はごゆっくりお休みください」

「貴様っ……社として厳重に抗こう議ぎしてやるぞ！　公務員が上院下院に睨にらまれて生きていけると思うな！」

　すると。

　そこに今度はアメリカ人ではなさそうな、スラブ系の屈強な男たちがぞろぞろぞろと現れた。先頭に立っているのはガスマスクをおでこに載のせた若い女だ。

「お待たせしました、少しよう佐さ。ときに何か揉もめ事ごとですか？」

「わかっていて聞くのだな、ナディヤ・カミンスキー中ちゆう尉い。そこのヒデオという男だ。私と共にマザーアースのリーダーに接せつ触しよくしたのは」

　ナディヤと呼ばれた女性がＣＩＡの方へ向く。

「申し訳ありませんが、彼には我々との先約があります。ステイツが何のご用ですか」

「同盟国として当然の権利を行使するだけだ。ロシアの田舎いなか者は国へ帰ったらどうだ」

「我が国もとっても友好的です。あなたの国以外とは」

　ナディヤが悪い笑え顔がおでＣＩＡを指差すと、後ろの男たちがサブマシンガンを構えた。米兵もアサルトライフルを構えた。

「貴様……ただの軍人がなんのつもりだ！　国際問題になるぞ！」

「ただの軍人なので国際問題とか難しいことはわかりません♡」

「ここは日本ですっ！」

　千ち影かげの大声が聞こえた。

「彼は日本国民ですっ！」

　とヒデオを指差す千影の後ろに、自衛隊と機動隊がたくさんいる。

「なのでアメリカでもロシアでもなく、日本国政府によって保護されます！　ご用のある場合は大使館を通じてお願いします！」

　周囲から様々な視線が集まり始め、双そう方ほうのリーダーが銃じゆうを下ろさせる。そしてヒデオは、千影に腕を引かれてその場を離はなれた。

「ったく何やってるのよ……厄やつ介かいごとに首突つっ込むのは性しよう分ぶんらしいけど、自分が厄介ごと起こしてどうするのよ」

「……いや、僕は。何も」

「あんたがどうでも、周りが放っておかないわ。あんたはもう、世界にとってそういう人間なのよ」

「……」

　そうか。まあそうだ。

　そういうふうに、マックルとも約束したのだ。自覚するのは難しいが、慣れていくしかない。

〝そうそう〟

〝そう、そう〟

　最初のはノアレ。次のはマックルの声。

「それで……。ナイト、たちは」

「大だい丈じよう夫ぶよ、全員無事。もう先生の所にも連れん絡らくした。朱あけ津つ博士、だったわよね。向こうに着いたら、すぐに診みてくれるって」

「そうか。よかった」

「と言ってもヘリは今のところ、重傷者の搬はん送そうを最優先で飛んでるわ。私たちは特別に手配してもらえた船で戻もどるわよ。あの子たちも先に待ってるから、急ぎましょう」

「特別、というのは」

「だからそこを自覚しろってのよ。重要参考人でしょ。しかもＴＭＥのリーダーとまともに会話したのは、世界中で妖よう精せい使いさんだけなんだから」

　睡すい蓮れんとシシルはとうに姿が見えなくなっていたが、ノアレが言うにはこの島に遺のこされた瘴しよう気きに対処しているということだった。

　マックルが言う。

〝本当にキレイになるのは、この場所にこの先何年も大勢の人が訪おとずれて、泣いたり花をあげたりしてからでしょうけどね〟

　受けてノアレ。

〝とりあえずは神父やお坊ぼうさんみたいな、ほんとの聖職者が来るまでのつなぎってことよ〟
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　ヒデオたちを乗せた小型の巡じゆん視し船せんは、臨海公園に着岸してタラップを下ろした。

　それを降りていった先に、黒くろ塗ぬりの高級車が停とまった。そして、会った覚えはないが見覚えのある顔をした男が、ＳＰと共に降りてくる。

「……誰だれだ？」

　とナイトが訝いぶかしむ横で、美み野の里りが目を細める。

「え……、でも有名な人だよ、確か……テレビの」

「バカ、お前たち、高校生にもなって現げん役えきの首相の顔も知らないのか」

「バカじゃねえ」

「バカじゃないもん」

　呆あきれる霧きり也やの横で、水みず姫きがポンと手を打った。

「ああ……！　サッキーだぁ……！」

　咲さき坂さか栄えい悟ごの選挙戦時の愛あい称しようだ。政党のオンラインショップでグッズも買える。

〝わかります？　閣下〟

　社会人を馬ば鹿かにするな。

　言われてみれば、まあ、ワイドショーで見た覚えはあるが……少し前に那な田たから、自分を疎うとんじているのは彼の派は閥ばつだと聞いてからは、あまり良い印象を持てていない。

　千影など珍めずらしく真面目まじめな顔して、直立不動で敬礼などしているが。

「……千影。特別な、取り計らいというのは」

「え、ええ。いえ。私も、まさか、上司に言われただけで……まさか」

　咲坂が他ほかではなく、真まっ直すぐにヒデオへ歩み寄ってくる。そして立ち止まり、こう言った。

「君は以前、東京でこのような事態が起きることを示し唆さしたレポートを上げていたが、全くの妄もう言げんでもなかったわけか」

「……それ、は」

「ザ・マザーアースの動向を、正確に把は握あくしている国というものはない。だが、なぜ君はそれを個人で知り得ることができたのか。そして世界各国、いかなる機関でさえ近付くことすらできなかったＴＭＥの司令官に、なぜ君だけが接触することができたのか」

「お待ちください総理、彼は……！」

　敬礼を解いて弁解しようとした千影を、咲坂は片手で制した。

「本来、こういった尋じん問もんは総理大臣の職責では断じてない。だが、あまりにも……今回の事件はあまりにも影えい響きようが大きすぎる」

　空は静かだ。

　海も静かだ。

　およそ東京湾わん沿岸は全て危険地帯として封ふう鎖さされているのだろう。

　見み渡わたす限り、彼ひ我がしかいない。

「つい先ほど、アメリカとロシアの情報部までが君の身み柄がらを拘束しようとしたそうだが……川かわ村むらヒデオ君。君は、何者だ？」

「……僕は」

「単刀直入に聞こう。君が、この事件を手引きしたのか？　もしそうであるのなら、一国の首相として君たちの主張や要求に耳を傾かたむける用意がある」

「ま、さか……」

　まずい。

　噓うそや冗じよう談だんで総理大臣は出て来ない。

「テロリストの要求を吞のむなど、本来であれば断じてあってはならないことだ。だが、国民の命には代えられない。これ以上、日本の国土を放射能で汚お染せんさせるわけにはいかない……！」

「違ちがいます、僕はっ……」

　自分は、テロリストの仲間ではない……！
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　そこから水路を挟はさんで少し離れた、高級ホテル屋上。

「再確かく認にんします。北東からの風、風速五メートル。距きよ離り、一九〇五メートルです。やはりこれだけの長距離だと、五十口径の方が……」

　観測員として三さん脚きやく付きスコープを覗のぞく三み津つ屋や曹そう長ちようへ、同じようにライフルのスコープを覗きながら花か果か菜なは言った。

「今回はラプア弾だんですから、二キロであれば届きます」

　届くだけで、普ふ通つうはまず当たらない。だが人間相手であれば、当たれば殺傷できる。魔ま人じん相手となれば……さすがに、対物ライフルでもなければ致ち命めい傷しようには至らないそうだが。

　猟りよう科か教練としては国立展示場占せん拠きよ事件以来の出動だ。三津屋は当時、新人として出動したそうだ。花果菜は今回これが初の実戦となる。花果菜の率いるわずか五名のただ一班だけが、現在この屋上に展開する。

《どうだ、天あま白しろ》

　地上の指揮車からの能の登との声に、花果菜は応答した。

「こちら天白、問題ありません」

「巡視船が接岸します。ターゲット……降ります。二人目の男です」

　事前にターゲットの顔写真も渡されたが、花果菜はすでに知っている。

　目付きが悪く人好きはしないが、とても大人しい、寡か黙もくな好青年だ。

　それが、今回のテロを手引きしたザ・マザーアース側の通つう謀ぼう者なのだという。

「連隊長」

《なんだ、天白》

「こんなのは間違っています」

　一秒ほどの後、深い嘆たん息そくが聞こえた。

《そうだな。俺もそう思う》

「だったら！　なぜ！」

《防大出のお前が今さら何を言っている。俺たちは政府の犬だから、テッポウなんてキバを持つことを許されている。自分勝手な考えや感情で行動するなら、それはクーデターだ》

　花果菜の覗くスコープの狭せまい視界の中、船から下りたヒデオの対面にテレビでよく見る顔が映る。

　最高指揮監かん督とく権を持つあの男が今回の命令を下したのか？

　それとも隊務のトップである防衛大臣が？

　それとも幕ばく僚りようの誰かが？

　誰がこんな馬鹿げた作戦を立案し、決定した。なぜ逮たい捕ほではなく射殺なのだ。

《命令に従う限りは、全すべて国が保証してくれる。俺たちや俺たちの行いは、正しいことだってな。それが狙そ撃げきによる暗殺だろうとだ。俺たちを首輪でつなぐ政府は、選挙という鎖くさりで国民につながれている》

「だとしても。暗殺なんてことが、国民の総意のはずがありません」

《責任は俺が取る》

「責任を取って、川村さんを生き返らせてくれるのですか」

　返事はない。

　引き金に指をかける。

　怖こわい。

「私は、外しませんよ」

《だからお前なんだ》

　外さない。

　外したことがない。届く限りは当てられる。

　自分には、そういう才能がある。祖父はそれを、天白家の業わざと呼んだ。祖父の兄は、一万メートル上空を飛ぶ爆ばく撃げき機を弓矢で射落としたという。

　下方へ火薬で撃うち出すたかが二キロ。スコープを覗けば、ターゲットまでは目と鼻の先。

「……」

　花果菜は、深しん紅くに輝かがやかせた瞳ひとみを見開いたまま、

　瞬まばたきもせず、

　人差し指を、




　引き切った。




　トリガープルは軽い。

　ショルダーストックが鋭するどく肩かたを打つ。

　銃じゆう声せい轟とどろく。だがその伝でん播ぱより早く弾丸が飛んでいく。

　……二、一、弾着。

　ヒデオは倒たおれない。ただ弾はじかれるように驚おどろく様子に、三津屋が声を上げる。

「外したっ……!?」

「違う、防がれた！　まずい！」

　舌打ちしながら花果菜はライフルのボルトを引き、次弾を装そう塡てんする。

「警けい戒かいを怠おこたるな！　戦せん闘とう準備！　彼の友人は普通ではありません！」

　背後で隊員たちが小銃を構える音がする。

　着弾時、ヒデオの手前に空気の揺ゆらぎのようなものが見えた。透とう明めいな板のようなものが現れたのだろう。恐おそらくは何らかのバリアーだ。防がれたということは、すでに気付かれているということだ。

　警戒させてしまった二発目での成功率は一気に下がる。仕留められるか。仕留めて間に合うか。それとも……夏に見たあの女の子たちのどちらかが、今、自分とその部下たちを殺しに来る。

　あの無む邪じや気きな子たちと殺し合うのか。

　殺し合うのか。

（戦争なんてッ……！）

　ヒデオが再び首相へ向き直った瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、花果菜は再びトリガーに指をかけた。

「はいそこまでー」

　すたんっ、と花果菜の手にしたライフルに小気味よい感かん触しよくが走った。かと思うと次には、バレルとストックがスコープのところから前後半分に分れた。花果菜の目と鼻の先に、透すき通るように美しい白銀の刃やいばが突つき立っていた。

「無む駄だよ。もう諦あきらめなさい」

　幼い声に視線を横に上げると、刃と同じ美しい銀色の髪かみをした女の子が、宙に浮ういていた。きっと……この少女も、ヒデオの友人の中の一人なのだろう。

「……あなたは……？」

「エリーゼ・ミスリライト。まあ一応、あの男は勝手に友達なんて呼んでるけどね」

　エリーゼと名乗った女の子が微笑ほほえむ。

「続けるなら、あんたも、あんたの部下も、全員殺スけど？」

　振ふり返るまでもない。鏡のような刃に、背後の隊員たちの様子が映っていた。全ての武器は切断され、その喉のど元もとに同じような刃が添そえられている。

《天白、どうした。報告しろ》

「……川村さんの友人に機材を破は壊かいされました。作戦の続行は不可能です」

《お前たちは無事なのか》

「今のところは。ですが、続けるならば全員の命は保証しないと言っています」

《……そうか。わかった、作戦は失敗だ。応おう援えんを送る》

「いえ。応援は、必要ありません……」

　エリーゼという女の子に、もう敵意や殺意というものは見受けられなかった。まるで遊んでいただけだ。見たこともない金属でできた刃は、もうどこにもない。

　花果菜はようやく思い出したように、使い物にならなくなったライフルから手を離し、大きく息をついた。

　息と一いつ緒しよにどっと涙なみだが溢あふれ出してきた。

「……よかったぁ……！　ほんとに……、よかった……っく……ひっく……！」

「泣くくらいなら初めからやらなきゃいいのに」

　エリーゼが呆あきれている。

「……ま、そんなだったら軍人の意味ないか」

「う……、うぅ……えぐっ……！」

「ちょ……私が泣かしたみたいであれだから、泣き止やみなさいよ！　アンタが隊長でしょ！　違うの!?　隊長ダレ!?　泣き止ませなさい！」

　花果菜は涙を拭ぬぐいながら、私ですと手を挙げた。

　三津屋以下の隊員は、それを指差した。

「……ああそう、じゃあいいけど。まあ……大変なのは、私よりもあっちよね」

　エリーゼが、ヒデオたちのいる方を見下ろした。
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　バチンッ！　と、ヒデオの耳元で何かの砕くだけるような音がした。ほぼ同時に、高低入り交じったような銃声が長く長く轟とどろいた。

　銃声だった。昨日だけでも何千発も聞いている。間違いなかった。

　自分たちの他ほかには一いつ切さい誰だれの、何の気配もない。それなのに随ずい分ぶん遠くから銃声が聞こえてきたこと。銃声がしたのに、首相も、そのＳＰたちにも動どう揺ようした様子がないこと。ナイトたちは咄とつ嗟さに美野里を背にして、千影でさえ銃声のした方向へ目を凝こらして警戒しているというのに。

　つまり……狙ねらわれたのは、首相ではない。

　首相はそれを知っていた。

　咲坂栄悟は……。

「……あなた、は……まさか。僕を」

「………勘かん違ちがいしないで欲しい。万が一に備えて相応の警備態勢を布しかせてもらっているが、飽あくまで万が一のためだ」

　どこかで情報の伝達に不備があった。

　現場が勝手に判断した。

　事故だった。

　言い方は、いくらでもある。

　だからそれよりもまず、どう誤解を解くべきかとヒデオが頭を巡めぐらせたときだった。

「もう、結構です」

　少女の声。

　先ほど、恐らくは狙撃の銃じゆう弾だんが砕けたとき、どこか懐なつかしいような気配がしたが……やはり、ウィル子だった。だがいつも脳天気に明るい電子の精せい霊れいは、今日に限って、ヒデオでも見たことのないほどシリアスな表情をしていた。

　そして咲坂に言った。

「あなたは、やりすぎました」

「誰だね、君は？　どこから……」

「大たい抵ていのことは見逃すようにしてきましたが、マスターの命を狙ったのはやりすぎです。愚おろかでしたね。あなたが前回の選挙で使用したマイコン・プログラムは、Ｗｉｌｌ．ＣＯ21が食べ尽つくしました」

　それを聞いたときの咲坂の顔色の変化というのは、ただごとではなかった。

　果たして彼は、ザ・マザーアースがメガフロントを占せん拠きよした一報を聞いたときにも、同じような貌かおをしていただろうか。

「……待てっ……。君はっ……何者だ……？」

「マスター。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、この男の政治生命をシャットダウンすることができます。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、この男を社会的にシャットダウンすることができます。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は彼に関する全すべての秘密情報を開示することで、この世から強制的にシャットダウン」

　ぼん、と少し強めに、ヒデオはウィル子の頭に手を置いた。

「そういうのは。悪あく魔まの、することだ」

　ウィル子がようやく悪戯いたずらっぽく笑う。

「神様はもうやめました。向いてないですし、お人好よしすぎるマスターのためなら悪魔でいいのです」

「……」

「頂いてしまったものは、もう手て遅おくれなのですよー。にひひ」

　笑うウィル子の頭を、ぽんぽん叩たたく。

　そもそもマイコン・プログラムって何だ？

（……）

　選挙に使用した……ということはひょっとして、ミサキが言っていたもののことか。

　何十年と与よ党とうであり続けてきた前政権を打だ倒とうした、咲坂率いる民意推進党の奇き跡せきの選挙戦。
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　そう、なのか……？

「総理大臣」

　ヒデオはウィル子の頭から手を退どけ、未いまだ動揺した様子の咲坂へ向き直った。

「……何かね」

「僕は、テロリストではありません。その計画に荷担したこともありません。マザーアースのリーダーとは、成り行きで出で会くわしただけです。ですから、もうやめませんか」

「な……なんだ、その言い草は！　それが……」

「僕を放っておいてくれる限り。僕も。マインドコントロール・プログラムのことは詮せん索さくしません」

「……ッ……!!」

　咲坂が絶句した。

　やはりそうなのか。結局は彼も〝組織〟の一員なのか。それとも、オートラインの副社長、甲こう山やまと同じように真実を知らぬまま与あたえられ、利用されただけなのか。それはわからない。わからないが……どちらにせよ、何らかの繫つながりはあるのだろう。

　いわく、『胡う散さん臭くさい人間』にしかその身を明かさなかったミサキの判断は、正しかったのだ。惜おしむらくはこの国では、首長自らがそうであった。

「総理……〝組織〟の、幹部の座は。あなたには相応ふさわしくありません」

「な……何の話だ。何を、言っている」

　わからないが。

　たぶん、彼は幹部ではないと。そう思ったのだ。

「〝組織〟の幹部というのは、もっとイカレた人間だけがなるものです。なぜなら、同じ幹部としてそれを保証するのが、あんなイカレた連中ばかりなんですから」

「君が何を言っているのか、私には……！」

　声を大にする咲坂へヒデオは詰つめ寄った。

「総理は、昨夜、どこで何を食べましたかっ……」

「なっ……閣議室で、塩むすびを食べたが、それがっ……！」

　ヒデオはさらに進み、咲坂の額に額を擦こすりつける勢いで、左右からＳＰに腕うでを摑つかまれながら声を振り絞しぼった。

「あの男は！　マイケル・ハーリー・マッケンリーはっ！　自分のビルの展望階で燃えるメガフロントを眺ながめながら、フルコースを食べていましたよっ！　そんなものに、あなたはなりたいのかっ!?」

「っ……」

　咲坂が、すとんと膝ひざから崩くずれ落ちた。

　傍はたから見たら、何の話だということになるが。

　それでもヒデオは言った。

「それが。〝組織〟の幹部と、あなたの差です。そして僕は……そのレストランから、生きて帰ってきたのです。敵に回すのであれば、覚かく悟ごしてください。僕はっ……」

　たった一回瞬まばたきしたつもりが、フッと意識が遠のき、ヒデオは目ま蓋ぶたを上げられぬまま気を失った。

「ちょ、マスター!?　喋しやべってる途と中ちゆうで気絶とか器用すぎるのですよー!?」

　地面に頭を打つ寸前で、ウィル子に支えられる。

　丸二日、ほとんど一いつ睡すいもできぬまま駆かけずり回ったのが、精神的にも肉体的にも限界を超こえたのだ。咲坂という何らかの黒幕を言い負かして、それで安心し、満足し、ともかく……。

「……」

　咲坂は再び立ち上がると、膝の汚よごれも払はらわず踵きびすを返した。

　突とつ然ぜんすぎて、ＳＰたちもなんとなく、次の流れを読み損そこねたように顔を見合わせる。

「あ……あの、首相……」

「官かん邸ていへ戻もどる。テロリストと無関係なのであれば、時間の無む駄だだ」

「は、はい……！」

　そして咲坂はクルマに乗り、一人になると顔を覆おおい、長い長い溜ため息いきをついた。

　国民の怒いかりを浴びせるためのスケープゴート。殺してしまえば、彼が残した報告書だけが残る。弁解も弁明の余地もない。そう思ったが……もうこの先は、そういう次元の話ではないように感じたのだ。

（……）

　首相である。今回の事件で後手に回った悪評を封ふうじ、メガフロントの再建計画を完かん璧ぺきにし、政治家としてその座を盤ばん石じやくに固める。

　それで？

　それだけなのだ。総理大臣も所詮は政治家であり、国家国民への奉ほう仕し者でしかない。裏で何をしようとも表向きにはその形に囚とらわれ続け、その代だい償しようとしてしか権力はついてこない。そして、それ以上は何もないのだ。

　いや、あるとすればそれこそが〝組織〟という枠わく組ぐみの中の、幹部と呼ばれるポジションだと……今の今まで思っていた。

　だがさすがに。

　さすがにマッケンリーはどうかしている。人の死に様を眺めながら、あの爆ばく撃げきの最中でディナーを愉たのしんだというのか？　だが……確かに、あの悪あく趣しゆ味みな成金野や郎ろうであればやりそうなことだ。そして川村という男の言葉からその光景を想像したとき……自分は到とう底てい、その領域に足を踏ふみ入れられる気がしなかった。そもそも踏み入れたいと思えなかった。

　とどのつまり咲坂は、自分の限界というものを悟さとったのだ。

（……相応しくない……か……）

　事件の影えい響きようからまるで空っぽな高速道路を、派手なスーパーカーと、それを必死で追いかけるような二台のクルマとすれ違ちがう。
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　千影は言った。

「もっと、いの一番に出てくると思ってたけど……そういうわけでもないのね」

　ウィル子は昏こん倒とうしたヒデオの頭を膝に乗せたまま答えた。

「ウィル子もそのつもりだったのですが……マスターが呼んだら、ピコ秒後には現れるつもりだったのですが……結局、最後まで呼んでもらえませんでした」

「……魔眼の気持ちはわかるぜ」

　ナイトが言った。

「つまらないことに巻き込みたくなかったんだろう。血で血を洗う人間同士の醜みにくい争いなら、なおのことな」

　霧也が相あい槌づちを打つ。

「それは……わかる気がするな。俺もシルフを特別な……言ってしまえば、何か神秘的なチカラだと思っていた。だが今回のように、なりふり構わずチカラを使ってしまうと……なんていうか……」

「汚れた感じがするんでしょ」

　少し寂さみしげに、だが率直に。水姫が言う。

「神秘的だったはずが、特別でも何でもなくて、すごく当たり前っていうか。……世せ俗ぞくにまみれたっていうか。ウンディーネなんて、真っ赤になっちゃったものね」

　美野里がポニーテールをぶんぶか振ふり乱す。

「でも……それは青あお山やまさんが、私たちのこと、みんなを助けるためだったんだから！　おかげで私たち助かったんだから！　汚れたなんてことないよ！」

「うん。ウンディーネは、喜んでたと思う。だから……私も、それでいいんだと思うな。ウィル子ちゃん……さん？　が感じてるのも、そういうことなんだよね」

「ウィル子でいいのですよー」

　ウィル子は笑え顔がおで頷うなずいた。

「その通りです。マスターは、ウィル子が大勢の役に立つことを望んでくれました。ですがウィル子としては、その大勢の中にマスターがいることが何より大事なのであって……マスターを蔑ないがしろにしてまで、見ず知らずの大勢のために働こうという気はないのです」

　そういう、信しん頼らい関係。

　それはもう契けい約やくではなく。

　ヒデオがよく言うところの。

「……友達、ねぇ……」

　嘯うそぶき、千影は寒さに首をすくめた。

　それはもう友情というより愛情なんじゃないの、とか。

　あの黒いゴスロリの妖よう精せいと、マックルイェーガーなる銃じゆうの妖精と。

　妖精使いさんは、そんなに囲ってどうするのかしら……とか千影が思っているところに、十二気き筒とうの爆音が聞こえてきた。貴たか瀬せのランボルギーニだ。後ろにクラリカの運転するボルボのワゴンと、覆ふく面めんが運転するシボレーのバンが追つい随ずいして目の前に到着した。

　まずランボルギーニの助手席から鈴すず蘭らんが降りてきた。

「みんな大だい丈じよう夫ぶ!?　あれっ、睡蓮は!?」

「睡蓮なら、お友達と霊れい障しようの対策に当たってるわよ」

　と、千影は教えてやった。

　姉、曰いわく。

「え……あいつに友達なんていたの？」

「さあ。シスター……ほら、協会とかじゃなくて、ほんとのシスターの格好したシシルっていう」

「へー。そっか、あの睡蓮にも友達が……」

　まんざらでもなさそうな鈴蘭。

　クラリカの運転する助手席から降りた眼鏡めがねの女の子が、ヒデオに飛び付く。千影は彼の妖精さん以外の交友関係は知らなかったが、美み奈な子こや花果菜はいいのだろうか。エルシアは多分違うと思うが。

　坊ぼっちゃん刈がりのような誠実そうな青年が、高校生たちの方へ行く。あれが朱津博士だろう。

「お前は大丈夫だったのか」

　と、泰たい然ぜんとクルマから降りてきた貴瀬に、千影は微笑ほほえんだ。

「へーきへーき。私、先生Ｅ０の教え子よ。死体を見ても、死体を作っても……ビックリするほど何も感じなかったわ」

「そうか。そうだな。まあ、お前たちのことはそれ以上に仕込んだからな」

「でも……私たちが菊きく人ひとたちとやろうとしてたことは、間違ってたんだなって。それだけは、なんとなく思った」

　疲つかれてもたれかかった千影の頭に、貴瀬は軽く手を置いた。

「まあ、そういうものではないのか」

「それと……先生」

「なんだ？」

　疲れた千影は、指ではなく顎あごで示す。

「あれ。妖精使いさん……川村ヒデオは。彼は、本当にすごいわ。すごいなって思った」

「そうか。……俺はともかく、鈴蘭が気に入って外れるということはまずないからな。しかもヒデオに限っては、その入れ込みようが普ふ通つうじゃない」

「そうね。それは……妹を嫁よめにくれるとか言い出すわけよね」

　貴瀬の胸から顔を上げると、頭がぼーっとした。

　危険地帯を脱だつし、もう安心して休めるのだということを……鈴蘭や貴瀬に会ったことで、身体からだが本能的に訴うつたえているのだろう。

「よし、じゃあみんなクルマに乗って！　帰るよー！」

　と、鈴蘭総そう帥すいのかけ声。

　千影は目をしぱしぱさせた。

「眠ねむいわ」

「ゆっくり休め」

　貴瀬にぽんと背を押される。

　高校生たちは博士と一いつ緒しよにシボレー。妖精使いさんはウィル子と眼鏡の子とボルボ。

　まあ、どっちでもいいかな……と。

　千影は、ボルボの方に向かった。
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　メガフロントを見下ろす高い位置に、どこかの高校の制服を着た少女が、赤い髪かみをなびかせている。

「……ジャックポット……」

　万々が一。

　億分の一の確率に、入った。

「大当たり～、ってね」

　隣となりに、黒いゴシックロリータの衣装をまとった少女が、数枚のレポート用紙を片手に現れた。そのレポートの作成者には、『対精霊特化戦隊第一グループ戦隊長　川村英ひで雄お』とある。

　それをノアレはマリアクレセルの目の前で、びりびりと。これ見よがしに破って捨てた。

「……あなたの仕し業わざですか」

「あら、私は何もしなかったわよ。それとも、何かした方がよかった？」

　ノアレがくるりと踊おどる。

「ヒデオからつかず離はなれず、銃じゆう弾だんから守って、ときに刃やいばとなって、闇やみの精霊として共に戦って、マックルイェーガーを彼自身の引き金で葬ほうむり去らせて……悲しい過去を背負った、スーパーヒーローになってもらった方がよかった？」

「そうです。それでよかったのです。彼にとっても、この世界にとっても」

「私は嫌いやよ。何が戦隊長よ、そんなの他ほかの誰だれかがやればいいじゃない。現場の最前線で、誰かの言われるまま戦って戦って戦って……マンガかゲームの主人公の仕事だわ」
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　マリアクレセルは取り合わず、静かな瞳ひとみのままノアレへ向き直る。

「災いが起きます。大きな大きな、最悪の災さい厄やくです。億万分の一以外の確率であれば、以後数世紀に亘わたる真の平へい穏おんと平和が約束されていたのに」

「しおらしい声出すじゃない。でもその数世紀より先の未来に何が起きるかまでは、マリーチから聞いていないんでしょ。彼女はネタバレ嫌ぎらいの生放送ＬＩＶＥ大好きっ子だったものね」

「……そこまでの未来の話、あなたにだってわかりはしないでしょう」

　ノアレは笑う。

「もちろん直接は視みえないし、知らないわ。でも人間はスーパーコンピューターで、百年後の総人口や地球環かん境きようを予測している。これまでのコンピューターの進化速度から、百年後にどれくらいの技術レベルに到とう達たつするかを予測できる。技術の進歩は長期の未来予測を信頼に足るだけのものとし、そういう超ちよう長期的視野で戦う者たちを生み出した……、といったところかしら」

「……まさかそれが、ミサキ・カグヤとザ・マザーアースだと？」

　ほんのわずかではあるが、目を細めたようなマリアクレセルを、ノアレは笑う。

「彼女たちはどんな未来を思い描えがいているのかしら？　閣下の未来視はどんな未来を望んでいるのかしら？　楽しみだと思わない？」
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「へくしっ！」

　快晴の真冬の通りを、頭から制服をずぶ濡ぬれにした女子高生が、手ぶらのまま歩いている。

　振ふり返る人もいるが、そういう子もいるだろうといちいち見ない人も多い。

　気にせず歩く。歩いて、家に辿たどり着く。

「えっくし！」

　大きな家。庭の芝しば生ふには大きなレトリバーが二匹ひき。ガレージには高級ハイブリッドカーが一台、コンパクトな電気自動車が一台。

「ただいまー」

「お帰り。……ずぶ濡れじゃないか」

「泳いできました。東京湾わん、クルーズ」

　女の子は、ぼさぼさのずぶ濡れ頭のまま、クロールの真似まねをして見せた。

　リビングのテレビからは、昨日起きて今日終わったテロ事件に関する声が聞こえる。

「……無事、だったのか」

「私は生きた。他は……みんな死にました」

「そうか……」

「……もう手て遅おくれだって、怒おこられました」

「誰に？」

「さあ。知らない、若い男の人でした。泣きながら怒ってました。でもそんなの、私だって何度も見てきました。もうそんなことが二度とないように、ここまで来たのに……また聞くことになるなんて。しかも、私が言われるなんて」

「……風呂ふろに入りなさい。風か邪ぜを引く」

「はーい」

　女の子はバスルームへと、濡れた靴くつ下したで足あし跡あとを残しながら歩いて行く。

　電話が鳴る。

　正月なので秘書もハウスキーパーもおらず、在あり平ひらは自分で受話器を取った。

「はい」

《内閣官かん房ぼうの篠しの田だです。緑の地球党代表、在平さんのお宅で間違いございませんか？》

「はい。在平は私です。明けましておめでとうございます、篠田さん。この度たびは大変なことになりましたね……」
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「少しよう佐さ」

「なんだ、ナディヤ中ちゆう尉い」

　新潟、東港。

　しのつく雪雨の中、船を待つ二人。

「あの川村という男がＴＭＥの幹部と接せつ触しよくしたのはわかりましたけど、少佐は目的の人物に会えたんですか？」

「会った……と、思う。まず間ま違ちがいない。いや、他の誰かから聞かされた可能性もないわけではないと思うが……それはそれで、全く見当違いというわけでもなくなったのだからな」

「私も日本側に結構無茶を言っているので、もうちょっとわかりやすくお願いします」

　ナディヤ自身はミサキに友人として好意を持っているが、仕事柄がら、労に見合うくらいのお駄だ賃ちんは欲しいの意。

「そうだな……たとえるなら国境を閉へい鎖さした国へ苦労して潜せん入にゆうしたものの、何の手がかりも得られず右往左往していたのが今までの私だ。もうその国を脱する余力はない。なのに実は、そこにはターゲットがいなかったら……というのだけが、恐おそろしかった」

「なるほど。それが以前、徒労かもしれないと言っていた？」

「だが今回の件で、とりあえずその国に潜入したことは間違っていなかったと証明された。だから嬉うれしい」

「うう～、寒いっ……お待たせしました、ホットです」

　小走りに駆かけてきた頸くび城きがみぞれ雪に革かわ靴ぐつを滑すべらせ、咄とつ嗟さにコンテナに手をつく。

「ご苦労、頸城」

「ご苦労様です、頸城さん」

「どういたしまして。それより若い女性お二人で何のお話を？　秘密のガールズトークなんて言い訳はなしですよ、少佐。それとカミンスキー中尉。僕もこう見えて結構、各方面に無茶を通しているんですから」

「わかったわかった」

　ミサキは頸城の持ってきたコンビニ袋ぶくろからオレンジキャップのペットボトルと、肉まんとをナディヤと分け合い。

　それから改めて、ナディヤと頸城へ告げた。

「……今回のマザーアースの指揮官は、私と変わらない年代の少女だ。恐らくは私がこの国でセーラー服を着て歩き回っているのと同様に、女学生としてどこかに潜せん伏ぷくしている」

　ナディヤは肉まんを食はんだポーズのまま、頸城は缶かんコーヒーのタブを引き起こしたポーズのまま、しばし固まっていた。

「で、それが私のターゲットだ」

「その……冗じよう談だんはなしですよ、少佐」

「僕は面おも白しろいと思いますよ、それ。さすがに公安も、日本の女子高生というのはノーマークです」

　苦く笑しようするナディヤと、軽けい薄はくな笑えみを浮うかべる頸城を、ミサキは鼻で笑った。

「そうだな。では聞くが、ＴＭＥのリーダーを私のような女子高生が追い詰つめたこととどっちが面白い？」

　落ち着いた男言葉や大人びた物もの腰ごしにすっかり慣れてしまったが、ミサキも外見だけならそのようなものなのだ。あまつさえそれがＳＶＲや内調の人間と密会しているという事実。

「……僕は面白いのは好きなんです。国内のことであれば、これからも喜んで協力しますよ少佐殿どの」

「もちろん私もです。ユーラシア大陸一帯は我々の庭みたいなものですから、どこへでもお連れします」

　あまり義務感や使命感というものを持たぬ、享きよう楽らく主義的ないかがわしい協力者が二人。

　ユニオンに帰れば、偏へん屈くつだが頼たのもしい博士が一人。

　あのヒデオという男はどうだろうか。

　ロボット軍団なんて言葉を真に受けたようなあの男であれば……もっと詳くわしい話をしても、真しん剣けんに聞いてくれるだろうか。

「……では二人とも、今後ともよろしく頼む」

　ミサキの言葉に、ナディヤと頸城は微び笑しようを返した。

























　少しの月日が流れ。

　首都圏けんの暮らしもどうにか落ち着きを取り戻もどし、テレビ番組も通常編成に戻り始めた頃ころ──。

「……よって、新ほたる市内外で明らかな急増を見せる霊れい障しよう、霊害への対処も我々に突つき付けられた重要課題であることを肝きもに銘めいじて欲しい」

　広くスペースを取られた一室。

　集つどった一同に対して訓示した那な田たは、次に、用意された書面を隣となりの辰たつ巳みから受け取った。

「では三省庁合同で発足するこの組織の人事を発表する。事情により昨年まで予定されていた編制とは異なるが、局長は宮く内ない庁より私、那田蒼そう一いち郎ろうが受け持つ。副局長は私の隣にいる、警察庁より辰巳竜たつ矢や。この場にはおられないが、相談役として自衛隊より能の登と直なお己み」

　クリップボードのページをめくり。

「実務一班。主任、関せき慶けい子こ。以下、加か賀が世よ見み子こ、藤とう治じ鉄てつ彦ひこ、大おお谷や内ち繁しげる。実働二班。第一グループ、隊長、森もり里さと八や。以下、三み津つ屋や瞬しゆん。長は谷せ部べ翔しよう香か。第二グループ、隊長、天あま白しろ花か果か菜な。以下、北きた大おお路じ美み奈な子こ、名な護ご屋や河かわ睡すい蓮れん」

　那田は視線を上げて、いま読み上げたこの場にいる全員の顔を見み渡わたした。

「詳しい仕事内容は事前に渡した辞令に可能な限りまとめておいたが、何分、国としても初めての試みだ。わからないことや問題点等は見付かり次し第だい、レポートの形で私か辰巳君に報告して欲しい。またグループ内、グループ間でも忌き憚たんなく意見を交かわし合い、それによってお互たがいの信しん頼らいと交友も深めてもらえればと思う」

　そして今一度、全員の目を見る。

「堅かた苦くるしい話はここまでにするが、言ってしまえば、我々がこの国のメン・イン・ブラックだ。誰だれに褒ほめられるわけでもないが、誰から見られているわけでもない。状じよう況きよう如何いかんでは危険が伴ともなうこともあるだろうが、まずは気負い過ぎずにやっていこう。以上、解散」

　気負わず、とはいえ警察と自衛隊の出身者は、那田と辰巳が出て行くまで直立不動のまま。宮内庁の面子メンツもそれに倣ならい……やっと空気が緩ゆるんだのは、二人の退室したドアが、パタンと最後まで閉まってからのことだった。

　賑にぎやかになった中、花果菜が振ふり返る。

「これからよろしくお願いします。北大路さん、名護屋河さん」

「こちらこそ、天白さん。睡蓮さんも」

「よろしくお願いします。わたくしたちはすでに公私で顔見知りですから、気楽なものですね」

　実務班はデータ管理や書類整理、渉しよう外がい、折せつ衝しようなどの人付き合いが器用組。

　実働第一は現場での経験に富むベテラン組。

　第二は攻こう撃げき力とフットワークに富む遊ゆう撃げき組。

　バランスの良さより、特色を意識した編制となった。

　しかし……。

「……やっぱり、ヒデオさんの名前はありませんでしたね。本官は少し残念です」

　真情を吐と露ろした美奈子に、花果菜は頷うなずいた。

「私も去年までは、第一グループのリーダーには川かわ村むらさんがなる、と聞かされていました」

「聞いての通り神しん霊れい班を辞めたのです、あの男は。一年と経たたず。根性のない男です」

　むすっとした顔で睡蓮が吐はき捨てる。

　やはりあのテロ事件の影えい響きようが大きかったのだろう。渦か中ちゆうにいたヒデオにとっては、なおのこと、思うところも感じるところもあったのだろう。

　だが、それは彼自身の決めたことだ。ここで他人がかしましくしたところで、彼が戻ってくるわけではない。

　と……美奈子は自分に言い聞かせ、気持ちと話題を切り換かえた。

「……それにしても『特とく殊しゆ事例対策局』なんて、随ずい分ぶん地味な名前になっちゃいましたね」

「そうですね。いくら秘密組織とは言え、戦う、という字は強すぎると、お偉えらいさんから待ったがかかったそうです。我々、自衛隊が……って、これは私が言ってはいけませんね」

　花果菜が口を噤つぐむが、元の名前は『対精霊特化戦隊』。確かにその通りなのだろうが、美奈子から見たら身も蓋ふたもないというか、格好良すぎて誰の趣しゆ味みだろうというきらいがあった。

　睡蓮が小首を傾かしげる。

「日々気持ちを静めて暮らしていれば、神霊や悪あく霊りようというのは、決して特殊な存在というわけではないのですが」

「でも一応、特殊事例というのは心霊現象以外のオカルト全ぜん般ぱんを扱あつかうそうですよ」

　冗談めかした美奈子の言葉に、花果菜が乗ってくる。

「つまりＵＦＯやＵＭＡが出ても、我々の仕事というわけですね。それなら確かに、メン・イン・ブラックっぽいです」

「それは……なるほど。そうですか」

　睡蓮が割と真剣な眼まな差ざしで、少し頰ほおを紅潮させていた。

「で、それらはどのように対策するのですか？」

「えっと……」

　問われた花果菜が返答に詰つまる。

「それは……」

　視線を向けられた美奈子も返答に詰まる。




　こうして、『特殊事例対策局』は発足した。

『レイセン隊』や、後に『レイセン』と略りやく称しようされるべき組織は、幻まぼろしと消えた。




　　　　◆




〝組織〟に類するとされる、基地ベースと呼ばれる地下施し設せつ。

「炭素酸素元素～。珪けい素そ砒ひ素そヒマワリの種の素もと～。遠心分ぶん離り機は好き～。ドラム式洗せん濯たく機き～……」

　白衣のポケットに両手を突っ込んだ少女が、プロテクター付きの親衛隊を引き連れ鼻歌交じりに闊かつ歩ぽする。
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「今日はご機き嫌げんですね、博士」

「あ～？　私はいつでも機嫌がいいですよ」

　その割には、表情は滅めつ多たに笑わないが。

「あ、いえ……幹部が一堂に会するというので、誰か会いたい有名人でもいるのかと」

「いませーん。どうせ右から左まで、おっさんかおばさんかじじいばばあですよ。お前ら、そんなのに会いたいですか」

　親衛隊の誰一人、誰も首を縦に振らない。

　今までは、電話や、書簡や、電子メールや、噂うわさでしか存在を知らなかった者同士の希き薄はくなコミュニティでしかなかった。

　それらが今日、初めて生身で対面する。

　誰が言い出したかも定さだかではないが、Ｔ─ｄａｙのとき同様、誰かが言い出し、自然とそういう流れができあがり、そして今日というその日に至った。

「で……ですが、幹部というのはみんなその道のＶＩＰなんですよね？」

「政治家。商人。軍人。あとまあ私のような科学者。エンジニアや……宗教指導者？　アイドルとかロックスターがいたら面おも白しろいですけどねぇ。まあ会議が始まると同時に、神経ガスでもぶち撒まいてやりますよ」

「博士は、……本当にやりそうで怖こわいんですが」

「やりますよ。とりあえず持ってきてはいます」

　リンデンバーグが白衣のポケットから出した手には、何かの透とう明めいな液体で満たされたシリンダーが握にぎられていた。

　ぞっと押し黙だまった後ろの親衛隊どもへ、リンデンバーグは振り返る。

「おいおい、何ビビッてるんですか。お前らも今日死にますよ。集まるってことは、幹部全員一いち網もう打だ尽じんに全部殺せるチャンスってことです。何があっても今日生き残る奴やつだけが、今後の〝組織〟を続けていくわけです」

「そんな……そんなの、出席しない方がいいんじゃないですか……？」

「そういう奴は出席した全員から無視されるだけです」

「博士は……生き残る自信あるんですか？」

「お前ら次第ですかねー」

　まるで他人ひと事ごとのように言いながらリンデンバーグが再び歩き出す。親衛隊同士で顔を見合わせる。肩かたをすくめる。

　この博士の言うことをいちいち取り合っていたら、親衛隊としてはやっていけない。この博士はやるときは本気でやるし、だから死ぬときは死ぬし、どうせ命は一つしかない。

　と……横合いの通路から見知った顔が現れた。デザイナーズスーツを着た金きん髪ぱつの男の後ろには、ヴェネツィアのカーニバルで着けるような、真っ白い仮面と羽根飾かざりを着けた召めし使つかいが続いている。

「おっさん」

「やあ、こんばんは。ドクター・リンデンバーグ」

　同じ方向へ歩き始める。

「もう明け方ですけどね。そいつら連れてるってことは、やっぱり警けい戒かいしてるってことですか」

「私も、幹部の全員の正体を把は握あくしているわけじゃないからね。その名を騙かたった暗殺者が紛まぎれていても、不思議でも何でもない」

「その割にきちんと本人が来るんですから、感心しましたよ。金持ちなんてみんなもっと腐くさってると思ってました」

「いざとなったら、黄金に輝かがやくヒーローが助けに来てくれるさ」

「へー」

　目的地である会議場の入り口が見えた。分厚い両開きのドアの左右には、重武装をしたヘビーアーマーが控ひかえている。全身を覆おおうプロテクターは新型だ。

《お待ちしておりました。マッケンリー様。リンデンバーグ様》

「へぇ、上品そうに喋しやべりますね。お前らは幹部の顔を知っているんですか」

《いえ。そこの監かん視しカメラが、照合結果をヘルメットのＨＵＤに映しています。なので、詳くわしいことは》

「ふーん。どこから引っ張ってきたデータですか」

　特に興味もなさそうに鼻を鳴らしたリンデンバーグに、マッケンリーが言った。

「情報技術が得意な幹部もいるということさ。ここから先、幹部の身元は全すべて割れる。これからの〝組織〟は、もう少し主体的な組織になるだろうね」

「今日ここで主導権を握った奴が、とりあえずはリーダーってことになりますか」

〝組織〟は今日、ここから、また新たな段階へステップアップする。

「多数決になったら私に入れてくれるかい？」

「いいですよ」

　警備のヘビーアーマーが気付いたように、リンデンバーグたちの背後へヘルメットを向けた。

　リンデンバーグはマッケンリー以外の幹部は知らなかった。さてどんなじじいかばばあかと振り返ったら、違ちがった。全然若い男女……しかも、見覚えがある。

　驚おどろいて、思わず親衛隊を押し退のけた。

「川村ぁ!!　お前、なんでこんなところに……！　それと和なごやかな!!」

「久し振ぶり、リンデンバーグちゃん！　あと、初対面のときから思ってるんだけど、きっと勘かん違ちがいしてるよね私の名前」

「そんなことはどうでもいいんですよ！」

　正直、和やかな鈴すず蘭らんはどうでもいい。

　気に入らないのはもう一人の男だ。

　ポケットからシリンダーを取り出したリンデンバーグの肩を、マッケンリーが捕つかまえる。

「やあ、ヒデオ・カワムラ。ようやく考え直してくれたようだね。そちらのお嬢じようさんも。歓かん迎げいするよ」

　笑いかけるマッケンリーに、ヒデオは答えた。

「歓迎されるかどうかは。これから、決める」

「……どういう意味かな。今日ここに集うのは、これからの世界を牽けん引いんするＶＩＰだけだ。それを敵に回すということは、世界を敵に回すと同義だよ」

「勘違い、しないで欲しい。この会合を主しゆ催さいしたのは、僕だ」

　マッケンリーの表情が変わった。

「……なんだって？」

「正確には……お前たちがここに集まるよう、電子メールでそそのかしたのが、僕だ。この基地の警備システムに幹部全員の生体情報をインストールさせたのも、僕だ」

「にほほ。にほほはは」

　忽こつ然ぜんと宙に現れた少女が。

　地に足をつかず浮ふ遊ゆうしたまま笑うのを見て、リンデンバーグは思い出した。

「お前……あのとき現れた、レイスの……！」

「電子の精せい霊れい、Ｗｉｌｌ．ＣＯ21です。現在、この基地のシステムの半分を掌しよう握あくしています」

　隣となりで鈴蘭が腕うで組ぐみしながら笑う。

「つまり今、生せい殺さつ与よ奪だつとまでは言わないけれど、ほとんど大たい概がいは私たちの手中にある。あなたたちは……〝組織〟は、メガフロントでやり過ぎた。もちろんマザーアースも悪いけど、あなたたちも充じゆう分ぶん、私たちの逆げき鱗りんに触ふれた。でも、だからって力ちから尽ずくで潰つぶすなんて野暮なことはしない。そんなのは、簡単すぎてつまらないからね」

　そんな鈴蘭の横でヒデオが告げた。

「詳しくは。この中に入ってから、説明するが……ゲームをしよう、マッケンリー。とても金になるゲームだ。ルールは多少あるが、要は勝ち続ければいいだけの。とても簡単な」

「賭かけ事はあまり好きじゃないんだが……ポーカーかい？　それとも、ブラックジャックかな？」

　探さぐるように言葉を選ぶマッケンリーへ、ヒデオは一刀両断にこう告げた。

「ゲームの名前は、〝聖せい魔ま杯はい〟だ」
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　あとがき







『エントロピーが増大する──。』（「風呂ふろ敷しきが広がる」の隠いん語ご）




　この「レイセン」というシリーズ、あとがきで言おう言おうと思いつつもネタに走ったり枚数が足りずに言えなかったことがあるのですが、実は三巻くらいから、構想当初よりかなり方向の違ちがうところを突つき進んで参りました。

　最初は「ザ・スニーカー」本誌連れん載さいでしたから、一話につき二ヶ月かけて気軽に話を考えられていたのですが、これがあるときから事情により文庫書き下ろし刊行に移行しました。初めは一話一話をそれまで通りの短編の体ていで考えればいいだろうと甘く考えていたのですが、一話ずつを二ヶ月かけて組み上げていくのと、一巻四話分を三～四ヶ月で一気に仕上げるのとでは、どうしてもいろいろな密度が異なってきてしまうのです。

　そんなわけで、やっ……ぶっつけで長編ストーリーものに路線変へん更こうした割には読み応ごたえのある作品になったのではないでしょうか。




　とはいえ。全く強くもないし特別な能力もない主人公のお話です。

　まあ設定上はヒデオが言えば、ウィル子やエリーゼや、口ではああ言ってますがノアレなんかも、いくらでも、いかようにも協力してくれるとは思うんです。ミスリル銀の銃じゆうや剣けんで武装し、電子処理した戦域情報から推理し、闇やみのチカラで敵の戦せん闘とう能力を無力化するのもいいと思います。ひょっとしたらノアレなどは、一いつ般ぱん人ぶるヒデオがそうしてチカラに溺おぼれていく様をこそ一番見たかったのかもしれません。実は当初、精せい霊れいサーガ完結編に向けてそういうひねくれたオチを付けるつもりでした。

　ですがそれは、ヒデオのキャラクター性を変えることに他なりません。

　物語としての構想と、キャラクターの同一性と、かなり迷いました。迷いましたのであとは適当に流れで決めようと思い、とりあえず書くことにしました。そしてこの巻の五章の部分。あとはヒデオが『力』を行使するか、しないか、というあの屋上の場面まで書き進めて……結果は、お読みいただいた通りです。

　結局、ヒデオにあったのは何よりも自己の良心を信じる、ひたすらの善意であると考えます。こればかりは創作の世界でなくとも、現実の世界で暮らす我々の誰だれしもが持ち得るものだと思います。もちろん、だからなんだと偉えらそうに言うべきではありませんし、そういう物語でもありません。ですが、少なくとも私はそういう、川村ヒデオという主人公が好きなんです。そういう風にありたいと投影できる対象として、とてもカッコイイと思うんです。皆みな様さまはいかがでしたでしょうか。




　謝辞です！　感謝の言葉です！

　まずはもう異動されましたが、「マスラヲ」の立ち上げより「レイセン」中ちゆう盤ばんまで携たずさわっていただいたＷ氏、いえーい読んでるー？（ダブルピース）　おかげさまでこれにて「レイセン」も完結となりましたよ！　ありがとうございました！

　続いて現担当のＩさん、途と中ちゆうからの引き継つぎながら見事なまでの完成形にしていただきまして、ありがとうございました。中身を書いてるのは私なのですが、途中から本として華はなやいできたような気がしています。今後とも担当としてよろしくお願いします！

　そしてイラストレーターの上うえ田ださん、「マスラヲ」連載開始時から数えるともう十年来!?　の、お付き合いなんですね。どの担当編集者よりも全然長い。本当に良い縁えんをいただいたと感謝に堪たえません！　ありがとうございました！

　最後に読者の皆々様、川村ヒデオが主人公の物語は、これにて一区切りとなります。

　もちろんあんな終わり方ですから続編は書く……のですが、ちょっとここまで長く時間をかけすぎたので、いろいろ冷静になって見直したり構成し直したりするのにまた時間がかかると思います。区切りが付いたこの機会だからこそ、デビュー作から続くこの天界クロニクルから一いつ旦たん距きよ離りを置いて、全く違う新作も書いてみたいです。でも結局この続編しか書けないかもしれないし、書かせてもらえないかもしれません。




　ええ、未来は自由なんです!!（思考放ほう棄き）




　けれども続編であれ新作であれ、また何らかの作品で皆様にお会いできることを、何よりそれが皆様に満足していただける作品であることを心より願って邁まい進しんする所存です。

　長らくの応おう援えん、本当にありがとうございました！




　二〇一五年一月


林　トモアキ　　
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